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福島第一原子力発電所では様々な性状の放射性廃棄物が発生している。これらの放射性廃棄物

を処分するためには、廃棄物に対して減容処理や固化処理を行い、処分に適した廃棄体を作るこ

とが必要である。また、今後の廃炉に向けた検討では、既存の処理技術が適用可能かを見極める

ことが必要である。そこで、今後の処理技術の選定に向けて、実規模での開発実績が確認されて

いる国内外の放射性廃棄物の減容技術及び固化技術の文献調査を実施した。本報告書はその調査

結果をまとめたものである。 
対象廃棄物を均一な粉粒体・液体廃棄物と不均一な雑固体廃棄物との 2 種類に区分し、それぞ

れに対する減容技術、廃棄体化技術の調査を行った。その結果を、技術の名称、原理、処理能力、

固化体性状などの適用性評価に必要な項目についてまとめた。 
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Various radioactive wastes have been generated at the Fukushima Daiichi Nuclear Power 
Station(1F). To dispose of the wastes under the ground, it is necessary to manufacture a 
suitable waste package by solidification of the wastes including the waste volume reduction. 
To make the reliable future decommissioning plan of 1F, it is also necessary to check the 
applicability of current treatment technology for those wastes. Therefore the document 
survey about volume reduction and solidification technologies that have domestic or foreign 
experiences of practical treatment for radioactive wastes has been performed to assist the 
selection of suitable treatment of the wastes. This report shows the results as a catalogue 
form. 

The 1F wastes are classified into two groups, homogeneous particulate or liquid wastes 
and heterogeneous solid wastes. The important items for the feasibility study such as the 
technology name, fundamental principle, treatment efficiency, and characteristic of solidified 
waste are summarized for each group. 
 
Keywords: Fukushima Daiichi Nuclear Power Station, Technology Catalogue, Solidification 
Technology, Volume Reduction Technology 
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1.  はじめに 

 

福島第一原子力発電所（以下、1F）では汚染水処理二次廃棄物、瓦礫・伐採木等の放射

性廃棄物が発生している。また、今後 1F の廃止措置により放射性廃棄物（以下、解体廃棄

物）の発生も予想される。これらの廃棄物の性状は様々であるため、その性状に応じて分

類し、各分類に適用する適切な固化技術及び減容技術を選定する必要がある。「東京電力福

島第一原子力発電所 1～4 号機の廃止措置等に向けた中長期ロードマップ 1)」の中の「固体

廃棄物の保管管理、処理・処分計画」における 2017 年度末の判断ポイント（以下、HP SW-1）
では、廃棄物の廃棄体化技術候補の第一次絞込みとして、文献調査及び実験室規模の基礎

試験をもとに、これらの廃棄物に対して技術的に適用可能な複数の廃棄体化技術の候補を

提案するとされている。廃棄体化技術の第一次絞込みを行うための材料となる、廃棄体の

作製に必要な固化技術及びその前処理としての減容技術に関する情報を文献調査により収

集し、「放射性廃棄物の固化技術及び減容技術カタログ」（以下、技術カタログ）を整備し

た。 
 
1F で発生している、もしくは今後発生する廃棄物は瓦礫・伐採木や解体廃棄物を主とし

て物量が非常に多くなることが予想されるため、より速やかな処理・処分が求められる。

このため、現時点で研究段階の技術では適用が間に合わないと考えられることから、本技

術カタログでは、2015 年までに国内外において実規模での運用実績が確認できる技術のみ

を対象とした。 
様々な分野の技術調査においては、技術毎の必要情報の閲覧及び比較を容易にするため、

技術を一定の技術カタログフォーマットに取りまとめている例が数多くみられる。本技術

カタログでも、調査した各技術の詳細を一覧することが可能な技術カタログフォーマット

に取りまとめた。 
 

 

2.  固化技術及び減容技術の調査 

 

 技術カタログ整備のため、廃棄物の固化技術及び減容技術の最新動向を調査した。調査

は 2012 年度より開始し 2)、検索サイトを利用して対象資料を収集した。対象資料は書籍、

学術論文、学会予稿集、国際学会プロシーディング及び研究機関等が発行している公開報

告書とした。使用した検索サイトと、収集した資料及びその例を Table 2.1 に示した。 
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Table 2.1 調査に利用した検索サイトと対象資料 
検索サイト 

（カッコ内は運営組織名） 
対象資料 

・J-STAGE 
 （国立研究開発法人 科学技術振興機構）

・JOPSS 
 （日本原子力研究開発機構、以下 JAEA）

・SciTech Connect 
 （米国エネルギー省、以下 DOE） 
・IAEA－INIS 
 （国際原子力機関、以下 IAEA） 
・Google Scholar 
 （Google Inc.） 
・Web of Science 
 （THOMSON REUTERS） 
・Google、Yahoo 等 

・書籍 
・学術論文 
・学会予稿集 
・国際学会プロシーディング 
・研究機関等が発行している公開報告書 
・ウェブサイト 

 
これらの資料に記載された技術を対象として調査を行い、国内外において実規模での開発

実績が確認できる技術のみを技術カタログに記載することとした。固化技術及び減容技術

の調査は、まず調査対象とする廃棄物を決め、次いで調査対象廃棄物に実規模での開発実

績のある技術の情報を調査するという手順で実施した。 
1F の事故によって発生した廃棄物は、汚染水の除染により発生する均一な液状又は粉粒

状の汚染水処理二次廃棄物、事故由来の瓦礫・伐採木、及び解体廃棄物等の不均一な雑固

体廃棄物に分類される。このため、調査対象とした廃棄物は、汚染水処理二次廃棄物と性

状が類似した粉粒体・液体廃棄物、及び雑固体廃棄物とした。 
粉粒体・液体廃棄物に実規模での開発実績のある固化技術は 11 種類、減容技術は 4 種類

であった。雑固体廃棄物に実規模での開発実績のある固化技術は 2 種類、減容技術は 6 種

類であった。その内容をTable 2.2に示す。これらの固化技術及び減容技術の文献を精読し、

詳細な情報を収集した。 
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Table 2.2 調査対象廃棄物と実規模での開発実績のある減容技術及び固化技術 
対象廃棄物 減容技術 固化技術 

・粉粒体・液体

廃棄物 

（汚染水処理二

次廃棄物を想

定） 

・脱水処理 

・乾燥処理 

・焼却処理 

・ガス化処理 

・セメント混練固化 

・ジオポリマー固化 

・水ガラス固化 

・アスファルト固化 

・プラスチック固化 

・ガラス固化 

・溶融固化 
・焼結固化 
・水熱固化 
・HIP（Hot Isostatic Pressing）固化 
・ペレット成形・圧縮固化 

・雑固体廃棄物 

（瓦礫・伐採木、

解体廃棄物を

想定） 

・圧縮処理 

・溶融処理 

・切断処理 

・粉砕処理 

・焼却処理 

・ガス化処理 

・モルタル充填固化 

・ガラス固化 

 

 

3.  技術カタログの整備 

 
各固化技術及び減容技術ごとに、調査した情報を一覧可能な技術カタログフォーマット

に集約し、技術カタログを整備した。技術カタログフォーマットの項目は IAEA における

技術選定基準 3)を参考として作成した。IAEA の技術選定基準のうち、廃棄物管理技術の選

定に影響を与える技術的な情報として特に、技術開発段階、廃棄物種類、許認可の状況、

技術供給者、処理量、メンテナンス性、及び使用に際しての課題に注目した。 
Fig.3.1 に技術カタログフォーマットの例を示す。上記の情報と、文献から読み取れる情

報に基づき、以下のような項目を設定した。 
A) 技術名称：技術の名称 
B) プロセス概要：技術の工程の概要 
C) 適用廃棄物：適用実績のある廃棄物の種類 
D) プロセスフローまたは機器概要図 

① 技術のプロセスフローまたは機器概要図 
② D①の説明 
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E) 特記事項：国内での許認可の状況、技術の使用に際しての固有の課題 
F) 前処理：廃棄物に技術を適用する上で前処理により整えるべき廃棄物の条件 
G) 処理能力及び処理物の性状  

① 処理条件：処理装置等の稼働時における温度、圧力 
② 処理能力：廃棄物の充填率、単位時間当たりの廃棄物処理量実績 
③ 処理物の性状：廃棄物固化体の圧縮強度、固化体密度、耐放射線性、耐熱性、

核種浸出率、核種浸出時の分配係数 
H) 適用性評価 

① 技術成熟度：技術開発段階、国内外での廃棄物への適用実績、技術供給者 
② 操作安全性：危険性の有無、安全性の度合い 
③ 保守性：メンテナンス性、装置等の維持管理の難易度、保守点検の利便性 
④ 二次廃棄物発生量：処理工程において発生する二次廃棄物の量 
⑤ 事故廃棄物特有事項（有害物、有機物等）に対する適用性：当該技術を 1F で発

生する廃棄物に適用する際に考慮すべき特有事項。事故とは 1F の事故を指す。 
 アルファベット及び番号は Fig. 3.1 と対応しており、例えば、G「処理能力及び処理物の

性状」の①の「処理条件」は、Fig.3.1 の G①の欄に該当する。また、それぞれの項目につ

いて技術カタログフォーマットの欄内に情報が収まりきらない場合は別表を設けて記載し

た。 

 

 
Fig.3.1 技術カタログフォーマットの例 
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4.  まとめ 

 

「東京電力(株)福島第一原子力発電所 1～4 号機の廃止措置等に向けた中長期ロードマッ

プ 1)」の固体廃棄物の保管管理、処理・処分計画における 2017 年度末の HP SW-1 に計画

されている、廃棄物の廃棄体化候補技術の第一次絞込みに向けて、1F で発生する放射性廃

棄物に性状が類似した粉粒体・液体廃棄物及び雑固体廃棄物を対象廃棄物として固化技術

及び減容技術について文献調査を実施し、実規模での開発実績が確認できる固化技術及び

減容技術をまとめた技術カタログを整備した。 
 

参考文献 

 
1) 原子力災害対策本部東京電力福島第一原子力発電所廃炉対策推進会議, 東京電力(株)福

島第一原子力発電所 1～ 4 号機の廃止措置等に向けた中長期ロードマップ , 
http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/pdf/130627/130627_01d.pdf (参照：2017 年

2 月 10 日).  
2) 核サ研福島技術開発特別チーム 駒義和ほか, 東京電力(株)福島第一原子力発電所事故

に係わる廃棄物処理・処分技術開発―平成 24 年度成果報告書― , JAEA-Review 
2013-064, 2014, 77p. 

3) IAEA, Review of the factors affecting the selection and implementation of waste 
management technologies, IAEA-TECDOC-1096, 1999, 73p. 
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This is a blank page. 



技
術

N
o
.
 

1
セ
メ
ン
ト
混
練
固
化

焼
却

灰
：

水
素

が
発

生
す

る
物

質
（

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

な
ど

）
は

予
め

除
去

す

る
必
要
が
あ
る
。
 

ホ
ウ
酸
塩
含
有
廃
液
：
C
a
2
+ を

添
加
し
て
ホ
ウ
酸
濃
度
を

5
 w
t
%
以
下
に
す
る

必
要
が
あ
る

1-
4
)
。
 

硫
酸
塩
含
有
廃
液
：
C
a
(
O
H
)
2
を
添
加
し
て

S
O
4
2
- 濃

度
低
下
処
理
が
必
要

1
-
4
)  

8
% 
3C
aO
・

Al
2
O
3
セ
メ
ン
ト
；
S
O
4
2
- 濃

度
が

1
5
0
～

1
,
0
0
0
 p
pm

で
使
用

1
-
4
)  

5
% 
3C
aO
・

Al
2
O
3
セ
メ
ン
ト
；
S
O
4
2
- 濃

度
が
>
1
,
0
0
0
 
p
p
m
で
使
用

1
-
4
)
 

プ
ロ
セ
ス
概
要
 

セ
メ
ン
ト
が
水
和
反
応
に
よ
っ
て
硬
化
す
る
性
質
を
利
用
し
、
廃
棄
物

を
固
化
し
て
閉
じ
込
め
る
技
術
で
あ
る
。
 

適
用
廃
棄
物
 

使
用
済
み
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
、
ス
ラ
ッ
ジ
、
焼
却
灰
な
ど
 

プ
ロ
セ
ス
フ
ロ
ー

ま
た
は
 

機
器
概
要
図
 

①
処
理
条
件

温
度
：
常
温
、
圧
力
：
常
圧
 

②
処
理
能
力

充
填
率
：
2
～
6
6
 
w
t
%
1
-
5
)
、
国
内
：
－
、
国
外
：
別
表

1
-
3
参
照

1
-
6
)

③
処
理
物
の
性
状

圧
縮
強
度
：
3
.
2
～
7
0
 
M
P
a
1
-5
)
 

固
化
体
密
度
：
1
.
5
～

2
.
3
 
t
/
m
3
 
1
-
5
)
 

耐
放
射
線
性
：
1
0
8
 
G
y
程
度
の
照
射
で
機
械
的
特
性
に
変
化
な
し

1-
4
)

G
(H

2
)
;0
.0
5～

0
.1
3
1
-
4
)
 

耐
熱
性
：
長
期
保
管
時
は

2
0
0
℃
以
下
な
ら
耐
性
あ
り

1-
6
)

熱
に
よ
る
反
応
に
つ
い
て
は
別
表

1
-
4
参
照

1
-
4
)  

核
種
浸
出
率
：
別
表

1
-
5
参
照

1
-
5
,
6
,
7
,
8
,
9
)

分
配
係
数
：
2
1
 
c
m
3
/g
(C
s)
、
1
1 
cm

3
/
g(
Sr
)
1
-
1
0
)

上
図
は
、
計
量
し
た
濃
縮
廃
液
及
び
セ
メ
ン
ト
、
混
練
水
等
を
固
化
容

器
に
入
れ
て
お
き
、
容
器
内
で
混
練
を
行
い
廃
棄
体
と
す
る
イ
ン
ド
ラ

ム
ミ
キ
シ
ン
グ
法
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

イ
ン

ド
ラ

ム
ミ

キ
シ

ン
グ

法
の

他
に

、
ア

ウ
ト

ド
ラ

ム
ミ

キ
シ

ン
グ

法
、
真
空
注
入
法
な
ど

1
-
1
) が

あ
る
。
詳
細
は
別
表

1
-
1
参
照
。
 

①
技
術
成
熟
度
（
実
績
等
）

国
内
：
原
子
力
発
電
所
で
実
績
多
数
（
別
表

1
-
1
参
照
）

1
-
1
,
2
,
1
1
,
1
2
,
1
3
,
1
4
,
1
5
,
1
6
)
 

国
外
：
原
子
力
発
電
所
及
び
研
究
機
関
で
実
績
多
数
（
別
表

1
-
3
参
照
）

1
-
6
)
 

②
操
作
安
全
性

常
温
で
の
操
作
で
あ
り
、
危
険
物
も
使
用
し
な
い
た
め
安
全
性
は
高
い
 

③
保
守
性

加
熱
な
ど
の
操
作
不
要
の
た
め
、
装
置
が
簡
易
で
あ
り
、
保
守
性
は
高
い
 

特
記
事
項
 

使
用
可
能
な
固
型
化
材
（
普
通
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
、
早
強
ポ
ル

ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
、
超
早
強
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
、
中
庸
熱
ポ

ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
、
耐
硫
酸
塩
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
、
高
炉

ス
ラ

グ
セ

メ
ン

ト
（

A
種

、
B
種

、
C
種

）
）

1
-
2
)
、
技

術
固

有
の

課
題

：

混
練
時
に
混
和
材
料
を
添
加
す
る
場
合
が
あ
る
（
別
表

1
-
2
参
照

1-
3
)
）

④
二
次
廃
棄
物
発
生
量

－
 

⑤
事
故
廃
棄
物
特
有
事
項
（
有
害
物
、
有
機
物
等
）
に
対
す
る
適
用
性

除
染
装
置
の
ス
ラ
ッ
ジ
に
対
し
て
は
、
C
N
が
浸
出
す
る
た
め
、
前
処
理
と
し

て
CN

の
分
解
が
必
要
と
な
る
。
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別
表

1
-
1
 
セ
メ
ン
ト
混
練
固
化
方
式

1
-
1
,
2
,
1
1
,
1
2
,
1
3
,
1
4
,
1
5
,
1
6
)  

名
称
 

イ
ン
ド
ラ
ム
ミ
キ
シ
ン
グ
法
 

ア
ウ
ト
ド
ラ
ム
ミ
キ
シ
ン
グ
法
 

概
要
図
 

 
 

説
明
 

計
量
し
た
廃
棄
物
及
び
セ
メ
ン
ト
、
混
練
水
等
を
容
器
に
入
れ
て
お
き
、
容
器

内
で
混
練
を
行
い
固
化
体
と
す
る
。
 

廃
棄
物
及
び
セ
メ
ン
ト
、
混
練
水
等
を
外
部
ミ
キ
サ
ー
で
混
練
し
、
混
練
物
を

容
器
に
注
入
し
て
固
化
体
と
す
る
。
 

国
内
 

実
績
 

東
北
電
力
（
女
川
（
濃
縮
廃
液
、
使
用
済
樹
脂
））

 

東
京
電
力
（
福
島
第
一
（
濃
縮
廃
液
）
、
福
島
第
二
（
濃
縮
廃
液
）
）
 

中
部
電
力
（
浜
岡
（
濃
縮
廃
液
、
ス
ラ
ッ
ジ
、
濃
縮
廃
液
乾
燥
粉
体
））

 

中
国
電
力
（
島
根
（
濃
縮
廃
液
、
使
用
済
樹
脂
、
ス
ラ
ッ
ジ
））

 

日
本
原
子
力
発
電
（
東
海
（
蒸
発
固
化
体
）、

東
海
第
二
（
濃
縮
廃
液
ペ
レ
ッ
ト
）
）

J
A
E
A
（
再
処
理

L
W
T
F
（
濃
縮
廃
液
）
、
大
洗
（
ス
ラ
ッ
ジ

1
 
m
3
/
d
、
濃
縮
廃
液

2
00
 L
/d
）
）
 

東
京
電
力
（
福
島
第
一
（
濃
縮
廃
液
ペ
レ
ッ
ト
、
高
温
焼
却
炉
グ
ラ
ニ
ュ
ー
ル

、

洗
浄
廃
液
）
、
柏
崎
刈
羽
（
濃
縮
廃
液
、
洗
浄
ス
ラ
リ
））

 

日
本
原
子
力
発
電
（
東
海
第
二
（
濃
縮
廃
液
）、

敦
賀
（
濃
縮
廃
液
））

 

 
 

濃
縮
廃
液
 

計
量
タ
ン
ク
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別
表

1
-
1
 
セ
メ
ン
ト
混
練
固
化
方
式
（
続
き
）

1
-
1
,
2
,
1
1
,
1
2
)
 

名
称
 

真
空
注
入
法
 

概
要
図

1
-
1
7
)
 

説
明
 

ド
ラ
ム
缶
に
予
め
セ
メ
ン
ト
、
混
和
材
料
等
の
固
化
材
料
を

充
填

し
た

後
、
ド

ラ
ム

缶
内

を

真
空
ポ
ン
プ
で
あ
ら
か
じ
め
減
圧
状
態
に
し
て
お
き
、
そ
の
圧
力

を
利

用
し

て
廃

棄
物

を
吸

引
注
入
す
る
。
 

国
内
 

実
績
 

関
西
電
力
（
大
飯
（
濃
縮
廃
液
）
、
高
浜
（
濃
縮
廃
液
）、

美
浜

（
濃

縮
廃

液
）
）
 

四
国
電
力
（
伊
方
（
濃
縮
廃
液
）
）
 

九
州
電
力
（
玄
海
（
濃
縮
廃
液
）
、
川
内
（
濃
縮
廃
液
））
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別
表

1
-
2
 
混
和
材
料

1
-
3
)  

種
類
 

目
的
 

主
成
分
・
組
成
 

A
E
剤
 

材
料
分
離
抵
抗
性
・
耐
久
性
向
上
 

樹
脂
酸
塩
系
等
ア
ニ
オ
ン
、
ノ
ニ
オ
ン
系
各
種
界
面
活
性
剤
 

減
水

剤
・
A
E
減
水
剤
 

材
料
分
離
抵
抗
性
・
強
度
向
上
 

リ
グ
ニ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸
塩
系
、
オ
キ
シ
カ
ル
ボ
ン
酸
塩
系
な
ど
 

高
性

能
減
水
剤
 

材
料
分
離
抵
抗
性
・
強
度
向
上
 

ナ
フ
タ
レ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸
塩
縮
合

物
、
メ
ラ
ミ
ン
樹
脂
ス
ル
ホ
ン
酸
塩
縮
合
物
、
 

変
性
リ
グ
ニ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸
塩
、

ポ
リ
カ
ル
ボ
ン
酸
塩
な
ど
 

高
性

能
A
E
減
水
剤
 

材
料
分
離
抵

抗
性
・
強
度
・
耐
久
性
向
上
 

徐
放
性
反
応
性
高
分
子
、
精
製
リ

グ
ニ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸
塩
な
ど
 

遅
延

剤
（
超
遅
延
剤
）
 

凝
結
硬
化
時
間
調
整
 

オ
キ
シ
カ
ル
ボ
ン
酸
塩
、
ケ
イ
フ

ッ
化
物
、
ホ
ウ
酸
塩
な
ど
 

促
進
剤
 

凝
結
硬
化
時
間
調
整
 

ロ
ダ
ン
酸
塩
、
ト
リ
エ
タ
ノ
ー
ル
ア
ミ
ン
、
亜
硝
酸
塩
な
ど
 

急
結
剤
 

凝
結
硬
化
時
間
調
整
 

ア
ル
ミ
ン
酸
ア
ル
カ
リ
塩
・
炭
酸
ア
ル
カ
リ
塩
、
カ
ル
シ
ウ
ム
ア
ル
ミ
ネ
ー
ト
鉱
物
な
ど
 

防
錆
剤
 

耐
久
性
向
上
 

亜
硝
酸
塩
な
ど
 

気
泡

・
発
泡
剤
 

特
殊
コ
ン
ク
リ
ー
ト
作
製
 

各
種
界
面
活
性
剤
、
タ
ン
パ
ク
系

、
金
属
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
ど
 

収
縮
低
減
剤
 

耐
久
性
向
上
 

ア
ル
キ
レ
ン
オ
キ
シ
ド
重
合
物
な
ど
 

防
水
剤
 

耐
久
性
向
上
 

ケ
イ
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
脂
肪
酸
系
、
エ
マ
ル
シ
ョ
ン
系
な
ど
 

水
中

コ
ン
ク
リ
ー
ト
混
和
剤
 

特
殊
コ
ン
ク

リ
ー
ト
作
製
 

セ
ル
ロ
ー
ス
誘
導
体
、
ポ
リ
ア
ク

リ
ル
ア
ミ
ド
な
ど
 

膨
張
材
 

耐
久
性
向
上
 

ア
ウ
イ
ン
系
、
C
a
O
系
な
ど
 

ポ
ゾ
ラ
ン
 

材
料
分
離
抵

抗
性
・
強
度
・
耐
久
性
向
上
 

フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
、
シ
リ
カ
フ
ュ
ー
ム
、
火
山
灰
な
ど
で
反
応
性

S
i
O
2
を
主
成
分
と
す
る
も
の
 

高
炉

ス
ラ
グ
微
粉
末
 

強
度
・
耐
久
性
向
上
 

S
i
O
2
-
Al

2
O
3-
M
g
O
-
C
a
O
系
ガ
ラ
ス
 

ケ
イ

酸
質
微
粉
末
 

強
度
向
上
 

石
英
な
ど
 

高
強

度
混
和
材
 

強
度
向
上
 

無
水
せ
っ
こ
う
系
な
ど
 

鉱
物

質
微
粉
末
 

材
料
分
離
抵
抗
性
向
上
 

C
a
C
O
3
な
ど
 

着
色
材
 

特
殊
コ
ン
ク
リ
ー
ト
作
製
 

各
種
金
属
酸
化
物
な
ど
 

ポ
リ

マ
ー
混
和
剤
 

材
料
分
離
抵

抗
性
・
強
度
向
上
 

特
殊
コ
ン
ク

リ
ー
ト
作
製
 

各
種
水
溶
性
高
分
子
、
ポ
リ
マ
ー
デ
ィ
ス
パ
ー
ジ
ョ
ン
な
ど
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別
表

1
-
3
 
国
外
の
セ
メ
ン
ト
混
練
固
化
施
設

1
-
6
)  

国
名
 

サ
イ
ト
 

対
象
廃
棄
物
 

プ
ロ
セ
ス
 

処
理
能
力
 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
 

ザ
イ
ベ
ル
ス
ド
ル
フ
研

究
所
 

焼
却
灰
、
ス
ラ
ッ
ジ
 

イ
ン
ド
ラ
ム
ミ
キ
シ
ン
グ
 

－

ベ
ル
ギ
ー
 

原
子
力
発
電
所
（
3
基

）
 

濃
縮
物
、
ス
ラ
ッ
ジ
 

イ
ン
ド
ラ
ム
ミ
キ
シ
ン
グ
 

2
 
m
3
/
d

チ
ェ
コ
 

ジ
ェ
シ
ュ
研
究
所
 

濃
縮
物
 

イ
ン
ド
ラ
ム
ミ
キ
シ
ン
グ
 

1
5
 
L
/
h

ド
イ
ツ
 

原
子
力
発
電
所
 

濃
縮
物
、
ス
ラ
ッ
ジ
 

イ
ン

ド
ラ
ム
ミ
キ
シ
ン
グ
 

2
～

7
 
m
3
/s
hi
ft

ユ
ー
リ
ッ
ヒ
研
究
所
 

濃
縮
物
 

イ
ン
ド
ラ
ム
ミ
キ
シ
ン
グ
 

5
0
 
L
/
h

カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
研
究

所
 

濃
縮
物
、
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
 

イ
ン
ド
ラ
ム
ミ
キ
シ
ン
グ
 

2
.
8
～

4
.
2
 
m
3
/s
hi
ft

フ
ラ
ン
ス
 

原
子
力
発
電
所
（
2
基
：

9
0
万

k
W
 
P
W
R
）
 

発
電
所
廃
棄
物
 

イ
ン

ド
ラ
ム
ミ
キ
シ
ン
グ
 

3
～

5
 
m
3
/d

原
子
力
発
電
所
（
1
基

：
1
3
0
万

k
W
）
 

発
電
所
廃
棄
物
 

ア
ウ
ト
ド
ラ
ム
ミ
キ
シ
ン
グ
 

－

フ
ォ
ン
ト
ネ
・
オ
・
ロ

ー
ズ
研
究
所
 

濃
縮
物
 

イ
ン
ド
ラ
ム
ミ
キ
シ
ン
グ
 

0
.
3
 
m
3
/
d

サ
ク
レ
ー
研
究
所
 

ス
ラ
ッ
ジ
 

ミ
キ
サ
ー
内
混
練
 

1
0
0
～

3
0
0
 
k
g
/
d

カ
ダ
ラ
ッ
シ
ュ
研
究
所

 
濃
縮
物
 

イ
ン
ド
ラ
ム
ミ
キ
シ
ン
グ
 

1
.
7
 
m
3
/
d

イ
ン
ド
 

タ
ラ
プ
ー
ル
原
子
力
発
電
所
 

ス
ラ
ッ
ジ
 

イ
ン
ド
ラ
ム
ミ
キ
シ
ン
グ
 

5
0
0
 
m
3
/
y

ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
原
子
力

発
電
所
 

未
処
理
廃
棄
物
 

イ
ン
ド
ラ
ム
ミ
キ
シ
ン
グ
 

8
0
 
m
3
/y

ト
ロ
ン
ベ
イ
研
究
所
 

ス
ラ
ッ
ジ
 

イ
ン
ド
ラ
ム
ミ
キ
シ
ン
グ
 

2
2
5
 
m
3
/
y

オ
ラ
ン
ダ
 

ペ
ッ
テ
ン
研
究
所
 

ス
ラ
ッ
ジ
 

ア
ウ
ト
ド
ラ
ム
ミ
キ
シ
ン
グ
 

5
 
m
3
/
d

廃
液
 

イ
ン
ド
ラ
ム
ミ
キ
シ
ン
グ
 

0
.
5
 
m
3
/
d

ノ
ル
ウ
ェ
ー
 

ケ
ー
ラ
ー
研
究
所
 

濃
縮
物
 

イ
ン
ド
ラ
ム
ミ
キ
シ
ン
グ
 

0
.
2
6
 
m
3
/d

南
ア
フ
リ
カ
 

ペ
リ
ン
ダ
バ
研
究
所
 

濃
縮
物
 

廃
液
注
入
 

0
.
1
7
5
 
m
3
/
d
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別
表

1
-
3
 
国
外
の
セ
メ
ン
ト
混
練
固
化
施
設
（
続
き
）
 

国
名
 

サ
イ
ト
 

対
象
廃
棄
物
 

プ
ロ
セ
ス
 

処
理
能
力
 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
 

リ
ン
グ
ハ
ル
ス
原
子
力
発
電
所
 

オ
ス
カ
ル
ス
ハ
ム
ン
原
子
力
発
電
所
 

濃
縮
物
、
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
 

イ
ン
コ
ン
テ
ナ
ミ
キ
シ
ン
グ
 

5
0
～
5
0
0
 
L
/
c
o
n
t
a
i
n
e
r

ス
イ
ス
 

原
子
力
発
電
所
（
2
基
）
 

濃
縮
物
、
ス
ラ
ッ
ジ
、
 

イ
オ
ン
交
換
樹
脂
 

イ
ン
ド
ラ
ム
ミ
キ
シ
ン
グ
 

－

英
国
 

ヒ
ン
ク
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
原
子
力
発
電
所

砂
、
ス
ラ
ッ
ジ
 

イ
ン
ド
ラ
ム
ミ
キ
シ
ン
グ
 

1
2
×
8
0
 
L
 
d
r
u
m
s
/
d

ト
ロ
ー
ス
フ
ィ
ニ
ッ
ド
原
子
力
発
電
所

ス
ラ
ッ
ジ
 

イ
ン
ド
ラ
ム
ミ
キ
シ
ン
グ
 

1
5
×
8
0
 
L
 
d
r
u
m
s
/
d

米
国
 

ロ
ー
レ
ン
ス
研
究
所
 

濃
縮
物
 

イ
ン
ド
ラ
ム
ミ
キ
シ
ン
グ
 

－

ロ
ス
ア
ラ
モ
ス
研
究
所
 

濃
縮
物
 

イ
ン
ド
ラ
ム
ミ
キ
シ
ン
グ
 

3
.
8
 
m
3
/
mo
nt
h

ブ
ル
ッ
ク
ヘ
ブ
ン
研
究
所
 

濃
縮
物
 

キ
ャ
ス
ク
注
入
 

1
5
 
m
3
/6
 m
on
th

旧
ソ
連
 

モ
ス
ク
ワ
 

濃
縮
物
 

ミ
キ
サ
ー
内
混
練
 

－

処
分
場
 

液
体
廃
棄
物
 

ミ
キ
サ
ー

内
混
練
 

1
5
 
m
3
/d

 別
表

1
-
4
 
セ
メ
ン
ト
固
化
体
内
部
の
熱
に
よ
る
反
応
に
つ
い
て

1
-
4
)  

温
度
 

反
応
 

2
5
-
2
0
0
℃
 

吸
収
水
、
細
管
水
、
結
晶
水
の
減
損
 

2
5
-
8
0
0
℃
 

ケ
イ
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
水
和
物
及
び
ア
ル
ミ
ン
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
水
和
物
構
造
か
ら
の
水
の
連
続

的
放
出
 

3
5
0
-
4
5
0
℃
 

水
酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム
の
分

解
 

5
0
0
-
8
0
0
℃
 

炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
の
分
解
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別
表

1
-
5
 
セ
メ
ン
ト
固
化
体
か
ら
の
核
種
浸
出
率

1
-
5
,
6
,
7
,
8
,
9
)
 

核
種
 

試
験
方
法
 

浸
出
率
・
浸
出
速
度
 

備
考
 

C
o 

ソ
ッ
ク
ス
レ
ー
浸
出
試
験
 

5
×

1
0
-
2
 
cm
/d
 

－
 

－
 

2
.3
×

10
-
6
 
cm
/
d 

水
/
セ
メ
ン
ト
比

4
0
%
及
び

50
%
の
固
化
体
に
つ
い
て
試
験
 

S
r 

I
A
E
A
標

準
（

小
型

サ
ン

プ
ル

）
 

1
0-

5
 c
m/
d 

－
 

I
A
E
A
標

準
（

大
型

サ
ン

プ
ル
）

 
<
 
1
0-

3
 c
m/
d 

－
 

R
u 

－
 

1
.0

1×
1
0
-
6
 c
m
/d
 

水
/
セ
メ
ン

ト
比

3
5
%
の
固
化
体
に
つ
い
て
試
験
 

C
s 

ソ
ッ
ク
ス
レ
ー
浸
出
試
験

 
1
0
-
2 ～

10
-
1
 
cm
/
d 

非
放
射
性

C
s
使
用
 

I
A
E
A
標

準
（

小
型

サ
ン

プ
ル

）
 

1
0-

3
 c
m/
d 

－
 

I
A
E
A
標

準
（

大
型

サ
ン

プ
ル

）
 

1
0-

3 ～
10

-
2
 
cm
/
d 

－
 

－
 

1
0
-
5 ～

10
-
2
 
cm
/
d 

－
 

－
 

1
0
-
7 ～

10
-
4
 
cm
/
d 

ポ
リ
マ
ー
セ
メ
ン
ト
使
用
 

P
u 

I
A
E
A
標

準
（

小
型

サ
ン

プ
ル

）
 

1
0-

5
 c
m/
d 

－
 

I
A
E
A
標

準
（

大
型

サ
ン

プ
ル
）

 
<
 
1
0-

6
 c
m/
d 

－
 

－
 

1×
10

-
7
 
g
/c
m
2 /
d 

2
3
8
P
u
酸
化
物
を

0
.
2
～

1
 w
t
%
添
加
し
た
焼
却
灰

6
5
 w
t
%
含
む
ペ
レ
ッ
ト
 

全
β
 

－
 

2
.
8
×

1
0
-
4
 
g/
c
m
2
/d
 

3
0
%
 
T
B
P
、

普
通
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
、
充
填
率

4
0
%
、
 

3
0
日

後
浸

出
率

 

全
β
γ
 

－
 

5
.
0
1
×
1
0
-
4 ～

3
.4

8
×
1
0
-
2
 g
/
cm

2
/
d 

ト
リ
ウ
ム
燃
料
再
処
理
廃
液
、
普
通
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
、
充
填
率

4
0%
、
 

1
～

4
6
日
後
浸
出
率
 

－
 

－
 

7
.8
×

10
-
5
～
6
.
5
×
1
0
-
4
 g
/c
m
2
/
d 

イ
オ
ン
交
換
樹
脂
（
陰
陽
混
合
）
 

－
 

－
 

1
.
2
5
×
1
0
-
5
 g
/
cm

2
/
d 

低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
、
ラ
ボ
ス
ケ
ー
ル
、
 

普
通
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
+
2
0
%
バ
ー
ミ
キ
ュ
ラ
イ
ト
、
1
0
0
日
後
浸

出
率
 

  

JAEA-Review 2017-015

- 19 -



 

 

別
表

1
-
5
 
セ
メ
ン
ト
固
化
体
か
ら
の
核
種
浸
出
率

1
-
5
,
6
,
7
,
8
,
9
)
（

続
き
）
 

核
種
 

試
験
方
法
 

浸
出
率
・
浸
出
速
度
 

備
考
 

全
β
γ
 

－
 

2
.
0
1
×
1
0
-
5
 g
/
cm

2
/
d 

低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
、
ラ
ボ
ス
ケ
ー
ル
、
ス
ラ
グ
セ
メ
ン
ト
、
 

1
0
0
日
後
浸
出
率
 

－
 

－
 

9
.4
×

10
-
4
 
g/
c
m
2
/d
 

低
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
液
、
プ
ラ
ン
ト
ス
ケ
ー
ル
、
 

普
通
ポ
ル
ト

ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
+
2
0
%
バ
ー
ミ
キ
ュ
ラ
イ
ト
、
2
8
日
養
生
、 

1
0
0
日
後
浸

出
率
 

－
 

－
 

1
.
0
0
～
1
.
2
3
×
1
0
-
5
 g
/c
m
2 /
d 

低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
、
プ
ラ
ン
ト
ス
ケ
ー
ル
、
 

普
通
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
+
2
0
%
バ
ー
ミ
キ
ュ
ラ
イ
ト
、
コ
ア
サ
ン
プ

ル
、
 

1
0
0
日
後
浸
出
率
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独
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ニ
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ト
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つ
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て
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定
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JN
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-
1
5
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済
産
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力
安
全
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安
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独
立
行
政
法
人
日
本
原
子
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開
発
機
構
大
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研
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セ
ン
タ
ー
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廃
棄
物
管
理
事
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変
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許
可
申
請
の
概
要
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つ

い
て
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資
料
第

9
9
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.
 

1
-
1
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(
独
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本
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子
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射
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の
セ
メ
ン
ト
固
化
技
術
の
確
立
を
目
指
し
て
－
，
未
来
を

拓
く
原
子
力
－
原
子
力
機
構
の
研
究
開
発
成
果
－
2
0
1
0
，

2
0
1
0
,
 
p
.
9
2
.
 

1
-
1
7
)
 
原
子
力
環
境
整
備
促
進
・
資
金
管
理
セ
ン
タ
ー
,
 
放
射
性
廃
棄
物
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
 
平
成

1
7
年
度
版
,
 
1
2
1
p
.
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技
術

N
o
.
 

2
ジ
オ
ポ
リ
マ
ー
固
化

 
前 処 理

 

－
 

プ
ロ
セ
ス
概
要
 

ジ
オ
ポ
リ
マ
ー
と
呼
ば
れ
る
無
機
粉
体
（
S
i
と

A
l
を
含
有
）

と
ア

ル
カ

リ
溶

液
（

Na
OH

、
K
OH

）
も

し
く

は
珪

酸
ア

ル
カ

リ

溶
液
（
水
ガ
ラ
ス
等
）
を
混
合
し
て
固
化
す
る
方
法
で
あ
る
。

適
用
廃
棄
物
 

ス
ラ
ッ
ジ
、
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
 

プ
ロ
セ
ス
フ
ロ
ー

ま
た
は
 

機
器
概
要
図
 

 

処 理 能 力 及 び 処 理 物 の 性 状

 

①
処
理
条
件
 

温
度
：
常
温
～
1
5
0
℃

2
-
1
)
 

圧
力
：
常
圧

2-
1
)
 

②
処
理
能
力
 

充
填
率
：
1
0
～
4
5
 
w
t
%
2
-
2
)
、
3
5
～
4
0 
w
t
%
2
-
3
)
（
湿
潤
樹
脂
）
、
 

＞
7
0
 
w
t
%
2
-
3
)
（
乾
燥
樹
脂
）
 

③
処
理
物
の
性
状
 

圧
縮
強
度
：
 
7
0
～
1
0
0
 
M
P
a
2
-
1
)
（

28
日
材
齢
）
 

固
化
体
密
度
：
1
.
8
 
t
/
m
3
 
2
-
2
)
 

耐
放
射
線
性
：
γ
線
 
1
.
0
2
7
 
M
G
y
の
照
射
で
強
度
に
変
化
な
し

2
-
4
) 

耐
熱
性
：
8
0
0
℃
以
上
で
も
性
能
維
持

2
-
5
)  

核
種
浸
出
率
：
0
.
0
3
～
0
.
6
5
%
2
-
4
)
 

ア
ル

カ
リ

と
の

反
応

に
よ

っ
て

無
機

粉
体

か
ら

溶
出

し
た

ケ

イ
素
や
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
、
脱
水
縮
合
反
応
に
よ
り
非
晶
質
の

無
機
マ
ト
リ
ク
ス
を
形
成
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

2-
1
)
。
 

適 用 性 評 価

 

①
技
術
成
熟
度
（
実
績
等
）
 

国
内
：
－
 

国
外
：
基
礎
試
験
；
米
国
（
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
（
廃
液
））

2
-
5
)
 

実
証
試
験
；
ド
イ
ツ
（
シ
ュ
レ
マ
－
ア
ル
ベ
ロ
ー
ダ
（
ウ
ラ
ン
含
有
ス
ラ
ッ
ジ
））

2
-
2
)
 

商
用
；
ス
ロ
バ
キ
ア
（
ﾎ
ﾞ
ﾌ
ﾆ
ﾁ
ｪ
、
ﾓ
ﾎ
ﾌ
ﾁ
ｪ
原
子
力
発
電
所
（
ス
ラ
ッ
ジ
、
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
）
）

2
-
3
)
、

チ
ェ
コ
（
ﾄ
ﾞ
ｩ
ｺ
ﾊ
ﾞ
ﾆ
ｰ
原
子
力
発
電
所
（
ス
ラ
ッ
ジ
、
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
））

2-
4
)
 

②
操
作
安
全
性
 

常
温
で
の
操
作
で
あ
り
、
危
険
物
も
使
用
し
な
い
た
め
安
全
性
は
高
い
 

特
記
事
項
 

国
内
ラ
イ
セ
ン
ス
未
取
得
 

技
術
固
有
の
課
題
：
混
練
条
件
（
廃
棄
物
の
組
成
影
響
）
の
最

適
化
が
必
要
 

③
保
守
性
 

加
熱
な
ど
の
操
作
が
不
要
で
あ
る
た
め
、
装
置
が
簡
易
で
あ
り
、
保
守
性
は
高
い
 

④
二
次
廃
棄
物
発
生
量
 

－
 

⑤
事
故
廃
棄
物
特
有
事
項
（
有
害
物
、
有
機
物
等
）
に
対
す
る
適
用
性
 

除
染
装
置
の
ス
ラ
ッ
ジ
に
対
し
て
は
、
C
N
が
浸
出
す
る
た
め
、
前
処
理
と
し
て

C
N
の

分

解
が
必
要
と
な
る
。
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参
考
文
献
 

2
-1
) 
J
. 
Da
vi

do
vi
t
s,

 P
ro

pe
rt
i
es

 o
f 
ge
op
o
ly
me
r 
ce
me
n
ts
, 
Al
ka
li
n
e 

Ce
me
nt
s 
a
nd
 C
on
cr
et
e
s,
 K
IE
V,
 U
k
ra
in
e,
 1
99
4
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2
-2
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E
.
 H
er
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 e
t 
al
.
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So
li
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 o
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r
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e
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y
 G
ÉO
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MÈ
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 w
i
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 s
pe
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 e
m
ph
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 o
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l
it
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G
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mè
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’
9
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d
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2
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T
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e
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s
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f
 C
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n
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o
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e
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 S
t
or
ag

e
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 D
i
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os
al
 o
f
 R
a
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 W
as
te
 R
e
su
lt
s
 o
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a
 C
o
or
di
na
te
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 R
es
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h 

P
ro
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, 
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E
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TE
CD
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7
01
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20
13
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2
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P
.
 
T
at
ra
ns
ky
 
et
 
al
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,
 
So
li
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ca
ti
o
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o
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Sp
en
t 

I
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E
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e
 
R
es
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d 

in
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th
e 

SI
AL
®
 
M
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x 
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e 
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C
ze
ch
 
Re
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ic
, 
 

I
CE
M2
01

3-
96
0
45

, 
20

13
. 

2
-5
) 
R
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E.
 L
yo
n  
et

 a
l.
,
 F

ir
e
 R

es
is
ta
nt
 
Al
um
in
os
il
i
ca
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 C
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po
s
it
es
, 
Fi
re
 
an
d 
Ma
te
ri
a
ls
, 
Vo
l.
21
,
 1
99
7.
 

2
-6
) 
W
.
 
G
on
g 

et
 
al
.
, 

Du
ra
li
th
 
al
ka
li
-a
lu
mi
no
si
li
c
at
e
 
G
eo
po
ly
me
r
 
w
as
te
 
f
or
m
 
t
es
ti

ng
 
fo
r 

ha
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or
d
 
s
ec
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ry
 
wa
st
e,
 
F
in
al
 
Re
po
rt
, 

V
SL
-1

0R
21

40
-
1,

 2
01

1.
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技
術

N
o
.
 

3
水
ガ
ラ
ス
固
化

前 処 理

 

焼
却
灰
：
水
素
が
発
生
す
る
物
質
（
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
ど
）
は
予
め
除
去
す

る
必
要
が
あ
る
。

プ
ロ
セ
ス
概
要
 

セ
メ
ン
ト
ガ
ラ
ス
固
化
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
母
材
と
し
て
ケ
イ
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
、

 
硬

化
剤

と
し

て
リ

ン
酸

ケ
イ

素
、

吸
水

剤
と

し
て

セ
メ
ン
ト
を
用
い
る
。
 

適
用
廃
棄
物
 

濃
縮
廃
液
、
焼
却
灰
な
ど
 

プ
ロ
セ
ス
フ
ロ
ー

ま
た
は
 

機
器
概
要
図

3-
1
)

処 理 能 力 及 び 処 理 物 の 性 状

 

①
処
理
条
件

温
度
：
常
温

3-
1
)

圧
力
：
－
 

②
処
理
能
力

－
 

③
処
理
物
の
性
状

圧
縮
強
度
：
1
.
7
×
1
0
4
 
P
a
以
上

3
-
1
)  

固
化
体
密
度
：
約

1
.
3
 
t
/
m3

 
3
-
1
)

耐
放
射
線
性
：
1
0
6
 G
y
の
照
射
で
質
量
変
化
な
し
、
強
度
変
化

3
％
以
下

3
-1
)
 

耐
熱
性
：
8
0
0
℃
 
3
0
分
加
熱
で
質
量
減
少
率
約

1
.
5
 
w
t
%
以
下

3
-
1
)  

核
種
浸
出
率
：
1
0
-
8 ～

10
-
7
 g
/c
m
2
/d
(
1
3
4
Cs
、

6
0
Co
)
 
3
-
1
)
 

分
配
係
数
：
2
1
0
 
c
m
3
/
g(
Cs
)、

6
40
 c
m
3
/g
(S
r)

 
3
-
1
)
 

ペ
レ
ッ
ト
化
さ
れ
た
廃
棄
物
を
ド
ラ
ム
缶
へ
充
填
し
、
そ
の
空
隙
に

セ
メ
ン
ト
ガ
ラ
ス
を
注
入
す
る
。
セ
メ
ン
ト
ガ
ラ
ス
は
、
粉
末
状
の

材
料
と
添
加
水
を
混
練
し
、
重
力
を
利
用
し
て
容
器
へ
注
入
す
る
。

適 用 性 評 価

 

①
技
術
成
熟
度
（
実
績
等
）

北
陸
電
力
（
志
賀
）
、
関
西
電
力
（
大
飯
）、

四
国
電
力
（
伊
方
）

3
-
2
)
 

②
操
作
安
全
性

常
温
で
の
操
作
で
あ
り
、
危
険
物
も
使
用
し
な
い
た
め
安
全
性
は
高
い
 

③
保
守
性

加
熱
な
ど
の
操
作
が
不
要
で
あ
る
た
め
、
装
置
が
簡
易
で
あ
り
、
保
守
性
は

高
い
 

特
記
事
項
 

国
内
ラ
イ
セ
ン
ス
な
し
 

技
術
固
有
の
課
題
：
混
練
条
件
（
廃
棄
物
の
組
成
影
響
）
の
最
適
化

が
必
要
 

④
二
次
廃
棄
物
発
生
量

－
 

⑤
事
故
廃
棄
物
特
有
事
項
（
有
害
物
、
有
機
物
等
）
に
対
す
る
適
用
性

除
染

装
置

の
ス

ラ
ッ

ジ
に

対
し

て
は

、
CN

が
浸

出
す

る
た

め
、

前
処

理
と

し
て

C
N
の
分
解
が
必
要
と
な
る
。
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参
考
文
献
 

3
-
1
)
 
堀
内
進
ほ
か
：
放
射
性
廃
棄
物
の
セ
メ
ン
ト
ガ
ラ
ス
固
化
技
術
，
日
立
評
論
，
1
9
8
8
年

4
月
号

, 
1
9
8
8
,
 
p
p
.
6
9
-
7
4
.
 

3
-
2
)
 
(
社
)
日
本
原
子
力
産
業
会
議
,
 
放
射
性
廃
棄
物
管
理
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

1
9
9
4
年
版
,
 
1
9
9
4
,
 
2
7
6
p
. 
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技
術

N
o
.
 

4
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
固
化

酸
化

剤
が

固
化

体
内

に
存

在
す

る
と

、
自

己
発

熱
す

る
危

険
性

が
あ

る
た

め
、
管
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

プ
ロ
セ
ス
概
要
 

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
固
化
法
は
、
廃
棄
物
を
加
熱
・
溶
融
し
た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

と
と
も
に
混
合
し
、
固
化
体
内
に
安
定
に
閉
じ
込
め
る
処
理
法
で
あ
る
。

適
用
廃
棄
物
 

廃
液
、
廃
溶
媒
、
ス
ラ
ッ
ジ
、
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
 

プ
ロ
セ
ス
フ
ロ
ー

ま
た
は
 

機
器
概
要
図
 

①
処
理
条
件

対
象
廃
棄
物
や
処
理
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
異
な
る
。
 

詳
細
は
別
表

4
-
1
及
び

4-
2
参
照

4
-
3
,
4
)
 

②
処
理
能
力

充
填
率
：
2
5
～
8
0
 
w
t
%
4
-
1
)
、
詳
細
は
別
表

4
-
1
及
び

4-
2
参
照

4
-
3
,
4
)

③
処
理
物
の
性
状

圧
縮
強
度
：
0
.
3
8
～

2
.
0
 
M
P
a
4
-
5
)

固
化
体
密
度
：
1
.
0
6
～
1
.
5
0
 
t
/
m
3
 
4
-
1
)

耐
放
射
線
性
：
 

・
1
0
6 ～

10
7
 
G
y
ま
で
の
照
射
線
量
ま
で
耐
性
あ
り

4
-
3
)  

・
10

7
 G
y
を
超
え
る
場
合
メ
タ
ン
、
水
素
ガ
ス
発
生
(
G
値
：
～
0
.
4
1
)
 4
-
1
,
3
,
6
)
 

耐
熱
性
：
1
0
0
℃
を
超
え
る
と
溶
解
す
る

4-
3
)
。

核
種
浸
出
率
：
別
表

4
-
3
参
照

4
-
1
,
3
,
7
)

固
化
装
置
に
は
、
大
別
し
て
ポ
ッ
ト
式
、
ド
ラ
ム
ド
ラ
イ
ヤ
式
、
薄
膜
蒸

発
式
及
び
ス
ク
リ
ュ
ー
エ
ク
ス
ト
ル
ー
ダ
（
押
出
機
）
式
の

4
つ
の
方
法

が
あ
る

4
-
1
)
。
上
図
は
エ
ク
ス
ト
ル
ー
ダ
方
式
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
と
廃
棄
物
を
混
合
し
な
が
ら
水
分
を
蒸
発
さ
せ
、
エ
ク
ス
ト

ル
ー
ダ
に
よ
り
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物
が
押
し
出
さ
れ
て
容
器
に
充
填
さ

れ
る
方
式
で
あ
る
。
そ
の
他
の
方
式
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
別
表

4
-
1
に

示
す
。
 

①
技
術
成
熟
度
（
実
績
等
）

国
内
外
の
原
子
力
業
界
で
多
数
実
績
あ
り
。
 

国
内
実
績
の
詳
細
を
別
表

4
-
1
1
,
3
,
4
,
8
,
9
,
1
0
) 、
国
外
実
績
の
詳
細
を

4
-
2
4
-
1
,
3
,
4
)

に
示
す
。
 

②
操
作
安
全
性

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
は
可
燃
性
（
燃
焼
開
始
点
：
3
5
0
－

3
8
0
℃

4
-
1
)
）
で
あ
る
 

酸
化
剤
含
有
に
よ
り
爆
発
の
危
険
性
あ
り
。
 

特
記
事
項
 

国
内
ラ
イ
セ
ン
ス
あ
り
（
ス
ト
レ
ー
ト
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、
ブ
ロ
ー
ン
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
、
防
水
工
事
用
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
）

4
-
2
)

技
術
固
有
の
課
題
：
廃
棄
物
が
高
線
量
で
あ
る
場
合
に
放
射
線
分
解
に
よ

り
生
成
す
る
ガ
ス
発
生
量
及
び
膨
張
の
確
認
、
酸
化
剤
含
有
の
有
無
調
査
、

固
化
体
作
製
時
の

C
s
な
ど
の
核
種
の
揮
発
の
有
無
の
確
認
 

③
保
守
性

－
 

④
二
次
廃
棄
物
発
生
量

－
 

⑤
事
故
廃
棄
物
特
有
事
項
（
有
害
物
、
有
機
物
等
）
に
対
す
る
適
用
性

－
 

JAEA-Review 2017-015

- 26 -



別
表

4
-
1
 

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
固
化
方
式

4
-
1
,
3
,
4
,
8
,
9
,
1
0
)
 

名
称
 

ポ
ッ
ト
式

4
-
3
,
7
)
 

ド
ラ

ム
ド

ラ
イ

ヤ
式

4
-
8
,
1
0
)
 

概
要
図
 

説
明
 

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

計
量

タ
ン

ク
で

約
20
0
℃

に
し

た
溶

融
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
を

混
合
容
器
中
で
廃
棄
物
と
混

合
さ
せ
る
手
法
で
あ
る
。
 

廃
棄

物
と

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

を
ド

ラ
ム

ド
ラ

イ
ヤ

へ
供

給
し

、
ミ

キ
サ

ー
の

回
転

に
よ

っ
て

廃
棄

物
と

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

を
混

練
す

る
手

法
で

あ
る

。
混

練
物

は
ド

ラ
ム

ド
ラ

イ
ヤ

下
部

か
ら

ド
ラ

ム
缶

な
ど

の
容

器
へ

充
填

さ
れ

る
。
 

国
内
 

実
績

な
し
 

北
海
道
電
力
 

・
泊
（
廃
棄
物
投
入
量
：
1
4
0
 
k
g
/
h
）
 

関
西
電
力
 

・
高
浜
（
廃
棄
物
（

濃
縮

廃
液

、
イ

オ
ン

交
換

樹
脂

）
投

入
量
：
14
0
 k
g/
h）
 

・
大
飯
（
廃
棄
物
（
濃
縮
廃
液
）
投
入
量
：
2
8
0
 
k
g
/
h
）
 

四
国
電
力
 

・
伊
方
（
廃
棄
物
（
濃
縮
廃
液
）
投
入
量
：
1
4
0
 
k
g
/
h
）
 

九
州
電
力
 

・
玄
海
（
廃
棄
物
（
濃
縮
廃
液
）
投
入
量
：
1
4
0
 
k
g
/
h
）
 

・
川
内
（
廃
棄
物

投
入

量
：

1
4
0
 
k
g
/
h
）

 

J
AE
A 

・
東
海
 

原
科

研
（

廃
棄

物
（

濃
縮

廃
液

）
投

入
量

：
6
0
～

1
0
0
 
L
/
h
）

 

・
大
洗
（
廃
棄
物
（
化
学
沈
殿
ス
ラ
ッ
ジ
）
投
入
量
：
7
0
-
8
0
 
k
g
/
h
）
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別
表

4
-
1
 
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
固
化
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

薄
膜
蒸
発
式

4-
3
,
8
)
 

エ
ク

ス
ト

ル
ー

ダ
式

 

概
要
図
 

説
明
 

廃
棄

物
と

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

を
遠

心
薄

膜
蒸

発
缶

に
供

給
し

、
蒸

発
缶

内
部

及
び

加
熱

し
た

壁
面

で
廃

棄
物

と
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
を

混
合

す
る

手
法

で
あ

る
。

混
合

物
は

、
蒸

発
缶

下
部

か
ら

ド
ラ

ム
缶

な
ど

の
容

器
へ

充
填

さ
れ

る
。
 

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

と
廃

棄
物

を
混

合
し

な
が

ら
水

分
を

蒸
発

さ
せ

、
エ

ク
ス

ト
ル

ー
ダ

に
よ

り
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
混

合
物

が
押

し
出

さ
れ

て
容

器
に

充
填

さ
れ
る
。
 

J
A
E
A
 
再
処
理
施
設
で
は
、
蒸

発
濃

縮
物

に
対

し
て

、
固

化
体

作
製

量
が

1
7
0
 

k
g/
h（

15
 d
r
u
m
s
/
d
）
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

温
度
が
1
7
5
℃
、
廃
棄
物
充
填
率

が
4
3
w
t
％
の
固
化

体
が

作
製

さ
れ

た
。

 

国
内
 

実
績

関
西
電
力
 

・
美
浜
（
廃
棄
物
（
濃
縮
廃
液
）
投
入
量
：
2
0
0
 
k
g
/
h
）
 

・
高
浜
（
廃
棄
物
（
濃
縮
廃
液
）
投
入
量
：
2
0
0
 
k
g
/
h
）
 

日
本
原
子
力
発
電
 

・
敦
賀
（
廃
棄
物
（
濃
縮
廃
液
）
投
入
量
：
2
0
0
 
k
g
/
h
）
 

J
A E
A 

・
ふ
げ
ん
（
廃
棄
物
（
濃
縮

廃
液
、
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
、
フ
ィ
ル
タ
ス
ラ

ッ
ジ
）
投
入
量
：
2
0
0
 
k
g
/
h
）
 

J
AE
A 

・
再
処
理
施
設
（

廃
棄

物
（

N
a
N
O
3
含

有
濃

縮
廃

液
）
投

入
量
：
24
0
 k
g
/
h
）
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別
表

4
-
2
 

国
外

の
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
固

化
施

設
4
-
1
,
3
,
4
)
 

国
名
 

サ
イ

ト
 

対
象

廃
棄

物
 

プ
ロ

セ
ス

 

処
理
能
力
 

廃
棄
物
 

投
入
量
 

固
化
体
 

作
製
量
 

廃
棄
物
 

充
填
率
 

(
wt

%)
 

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
 

温
度
 

(℃
) 

オ
ー
ス
ト
リ
ア

 
ザ

イ
ベ

ル
ス

ド
ル

フ
研

究
所

 
蒸

発
濃

縮
物

 
薄

膜
蒸

発
 

－
 

5
0
 
L
/
h
 

－
 

－
 

ベ
ル
ギ
ー
 

モ
ル

処
理

施
設

 
蒸

発
濃

縮
物

 
エ

ク
ス

ト
ル

ー
ダ

 
1
3
3
 
k
g
/
h
 

1
3
3
 
k
g
/
h
 

4
0
 

1
6
0
 

ス
ラ
ッ
ジ
 

蒸
発
 

2
0
0
 
k
g
/
h
 

－
 

3
0
～
4
0
 

1
8
0
～

2
0
0
 

ベ
ル

ギ
ー

原
子

力
研

究
セ
ン

タ
ー

ス
ラ

ッ
ジ

 
ポ

ッ
ト

蒸
発

 
－
 

4
5
 
L
/
h
 

－
 

－
 

カ
ナ
ダ
 

チ
ョ

ー
ク

リ
バ

ー
研

究
所

 

ス
ラ

リ
ー

 

イ
オ

ン
交

換
樹

脂
 

薄
膜
蒸
発
 

1
2
0
 
L
/
h
 

1
0
0
 
L
/
h
 

－
 

－
 

焼
却

灰
 

乾
燥

廃
棄

物
 

リ
ボ

ン
混

合
機

 
－
 

－
 

－
 

－
 

研
究

所
廃

棄
物

 
エ

ク
ス

ト
ル

ー
ダ

 
5
 
L
/
h
 

－
 

－
 

－
 

チ
ェ
コ
 

ジ
ェ

シ
ュ

研
究

所
 

中
レ

ベ
ル

廃
棄

物
 

ポ
ッ

ト
蒸

発
 

－
 

 
－
 

－
 

蒸
発

濃
縮

物
 

ス
ラ

ッ
ジ

 
薄

膜
蒸

発
 

－
 

 
－
 

－
 

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

 
オ

ル
キ

ル
オ

ト
原

子
力

発
電

所
 

乾
燥

廃
棄

物
 

混
合

器
 

－
 

7
0
 
L
/
h
 

－
 

－
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別
表

4
-
2
 

国
外

の
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
固

化
施

設
4
-
1
,
3
,
4
)
（

続
き

）
 

国
名
 

サ
イ

ト
 

対
象

廃
棄

物
 

プ
ロ

セ
ス

 

処
理
能
力
 

廃
棄
物
 

投
入
量
 

固
化
体
 

作
製
量
 

廃
棄
物
 

充
填
率
 

(
wt

%)
 

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

温
度
 

(℃
) 

フ
ラ
ン
ス
 

C
O
G
E
M
A
（

現
A
R
E
V
A
）

 
ス

ラ
ッ

ジ
 

薄
膜

蒸
発

 
－
 

5
0
～
7
0
 
k
g
/
h
 

－
 

－
 

エ
ク

ス
ト

ル
ー

ダ
 

－
 

4
0
 
k
g
/
h
 

－
 

－
 

2
段

階
エ

ク
ス

ト
ル

ー
ダ

 
5
0
0
 
L
/
h
 

－
 

－
 

－
 

ラ
・

ア
ー

グ
再

処
理

施
設
 

再
処

理
廃

棄
物

 
エ

ク
ス

ト
ル

ー
ダ

 
2
5
0
 
k
g
/
h
 

1
1
0
 
k
g
/
h
 

3
5
～
4
5
 

1
4
0
 

カ
ダ

ラ
ッ

シ
ュ

研
究

所
 

蒸
発

濃
縮

物
 

薄
膜

蒸
発

 
－
 

－
 

－
 

－
 

研
究

所
廃

棄
物

 
エ

ク
ス

ト
ル

ー
ダ

 
－
 

－
 

－
 

－
 

バ
ル

ダ
ッ

ク
研

究
所

 
蒸

発
濃

縮
物

 

ス
ラ

ッ
ジ

 
薄

膜
蒸

発
 

－
 

－
 

－
 

－
 

マ
ル

ク
ー

ル
 

ス
ラ

ッ
ジ

 
エ

ク
ス

ト
ル

ー
ダ

 
2
5
0
 
k
g
/
h
 

1
1
0
 
k
g
/
h
 

4
5
 

1
6
0
 

ド
イ
ツ
 

カ
ー

ル
ス

ル
ー

エ
研

究
所

 
濃

縮
物

 
エ

ク
ス

ト
ル

ー
ダ

 
1
7
0
 
k
g
/
h
 

6
0
 
k
g
/
h
 

4
0
～
5
0
 

1
4
0
 

イ
ン
ド
 

タ
ラ

プ
ー

ル
処

理
施

設
 

蒸
発

濃
縮

物
 

ス
ラ

ッ
ジ

 

イ
オ

ン
交

換
樹

脂
 

薄
膜

蒸
発

 
4
0
 
L
/
h
 

－
 

－
 

－
 

ポ
ー
ラ
ン
ド
 

シ
フ

ィ
エ

ル
ク

研
究

所
 

蒸
発

濃
縮

物
 

ポ
ッ

ト
蒸

発
 

－
 

－
 

－
 

－
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別
表

4
-
2
 

国
外

の
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
固

化
施

設
4
-
1
,
3
,
4
)
（

続
き

）
 

国
名
 

サ
イ

ト
 

対
象

廃
棄

物
 

プ
ロ

セ
ス

 

処
理

能
力
 

廃
棄

物
 

投
入

量
 

固
化
体
 

作
製
量
 

廃
棄
物
 

充
填
率
 

(
wt

%)
 

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
温

度
 

(℃
) 

ｽ
ｳｪ
ｰﾃ
ﾞﾝ
 

バ
ー

ゼ
ベ

ッ
ク

原
子

力
発

電
所
 

イ
オ

ン
交

換
樹

脂
 

ろ
過

助
剤

 

蒸
発

濃
縮

物
 

薄
膜

蒸
発

 
－
 

8
0
～
1
0
0
 
L
/
h
 

－
 

－
 

ス
ラ

リ
ー

 
蒸

発
 

3
0
～

9
0
 
k
g
/
h
 

－
 

1
5
～
2
5
 

1
4
0
～

1
8
0
 

ﾌ
ｫ
ﾙ
ｽ
ﾏ
ﾙ
ｸ
-
1
,
2
原
子
力
発
電
所
 

ス
ラ
リ
ー
 

薄
膜
蒸
発
 

1
2
0
～

1
4
0
 
k
g
/
h
 

－
 

5
7
 

1
1
5
～

1
2
5
 

ﾌ
ｫ
ﾙ
ｽ
ﾏ
ﾙ
ｸ
-
3
原

子
力

発
電

所
 

ス
ラ

リ
ー

 
薄

膜
蒸

発
 

－
 

－
 

3
0
～
4
0
 

1
2
0
～

1
5
0
 

ス
イ
ス
 

ゲ
ス

ゲ
ン

原
子

力
発

電
所

 
蒸
発
濃
縮
物
 

エ
ク
ス
ト
ル
ー
ダ
 

1
0
0
 
k
g
/
h
 

4
0
 
k
g
/
h
 

1
5
 

1
5
0
～

1
6
0
 

イ
オ
ン
交
換
樹
脂
 

エ
ク
ス
ト

ル
ー
ダ
 

1
0
 
k
g
/
h
 

3
0
 
k
g
/
h
 

3
3
 

1
2
0
 

英
国
 

研
究

段
階

 
マ

グ
ノ

ッ
ク

ス
廃

棄
物

 
エ

ク
ス

ト
ル

ー
ダ

 
－

 
－
 

－
 

－
 

米
国
 

原
子

力
発

電
所

（
4
基

）
 

発
電

所
廃

棄
物

 
エ

ク
ス

ト
ル

ー
ダ

 
－
 

－
 

－
 

－
 

旧
ソ
連
 

C
SB

R 
濃

縮
物

 

ス
ラ

ッ
ジ

 
エ

ク
ス

ト
ル

ー
ダ

 
－
 

－
 

－
 

－
 

原
子

力
発

電
所

（
3
基

）
 

発
電

所
廃

棄
物

 
蒸

発
 

4
0
0
 
k
g
/
h
 

－
 

3
5
～
4
5
 

1
2
5
～

1
3
5
 

レ
ニ

ン
グ

ラ
ー

ド
処

分
施

設
 

蒸
発

濃
縮

物
 

ポ
ッ

ト
蒸

発
 

－
 

－
 

－
 

－
 

ス
ヴ

ェ
ル

ド
ロ

フ
ス

ク
研

究
所

 
濃

縮
物

 
薄

膜
蒸

発
 

－
 

－
 

－
 

－
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別
表

4
-
3
 
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
固
化
体
か
ら
の
核
種
浸
出
率

4
-
1
,
3
,
7
)
 

核
種
 

試
験
方
法
 

浸
出
率
・
浸
出
速
度
 

備
考
 

C
o 

I
A
E
A
標
準
（
小
型
サ
ン
プ
ル
）
 

7
×

1
0
-
6
 
cm
/d
 

－
 

－
 

1×
10

-
6
～
1
×
1
0
-
5
 c
m/
d 

B
W
R
蒸
発
濃
縮
廃
液
、
浸
出
期
間

1
3
5
日
 

－
 

7×
10

-
5
 
c
m
/
d
 

P
W
R
蒸
発
濃
縮
廃
液
、
浸
出
期
間

1
2
3
日
 

－
 

5×
10

-
5
～
2
×
1
0
-
4
 
c
m
/
d
 

再
処
理
蒸
発
濃
縮
廃
液
、
浸
出
期
間

0
日
 

S
ir
 

I
A
E
A
標
準
（
小
型
サ
ン
プ
ル
）
 

2
×

1
0
-
5
 
cm
/d
 

－
 

－
 

1×
10

-
7
～
1
×
1
0
-
5
 c
m/
d 

B
W
R
蒸
発
濃
縮
廃
液
、
浸
出
期
間

1
3
5
日
 

－
 

2×
10

-
5
 
c
m
/
d
 

P
W
R
蒸
発
濃
縮
廃
液
、
浸
出
期
間

1
2
3
日
 

－
 

2×
10

-
6
～
2
.
4
×
1
0
-
4
 
c
m
/
d
 

再
処
理
ス
ラ
ッ
ジ
、
浸
出
期
間

1
0
0
日
 

－
 

4
.1
×

10
-
5
 
c
m
/
d
 

再
処
理
ス
ラ
ッ
ジ
、
浸
出
期
間

9
1
6
日
 

－
 

5×
10

-
5
～
2
×
1
0
-
4
 c
m/
d 

再
処
理
蒸
発
濃
縮
廃
液
、
浸
出
期
間

0
日
 

－
 

1×
10

-
5
 
c
m
/
d
 

再
処
理
蒸
発
濃
縮
廃
液
、
浸
出
期
間

1
0
0
日
 

－
 

8×
10

-
6
 
c
m
/
d
 

再
処
理
蒸
発
濃
縮
廃
液
、
浸
出
期
間

4
0
0
日
 

R
u 

－
 

1×
10

-
6
～
1
×
1
0
-
5
 c
m/
d 

B
W
R
蒸
発
濃
縮
廃
液
、
浸
出
期
間

1
3
5
日
 

－
 

5×
10

-
5
 
c
m
/
d
 

P
W
R
蒸
発
濃
縮
廃
液
、
浸
出
期
間

1
2
3
日
 

－
 

5×
10

-
5
～
2
×
1
0
-
4
 
c
m
/
d
 

再
処
理
蒸
発
濃
縮
廃
液
、
浸
出
期
間

0
日
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別
表

4
-
3
 
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
固
化
体
か
ら
の
核

種
浸
出
率
（
続
き
）
 

核
種
 

試
験
方
法
 

浸
出
率
・
浸
出
速
度
 

備
考
 

C
s 

I
A
E
A
標
準
（
小
型
サ
ン
プ
ル
）
 

3
×

1
0
-
6
 
cm
/d
 

－

I
A
E
A
標
準
（
大
型
サ
ン
プ

ル
）
 

1
.
5
×

1
0
-
6
 
cm
/
d 

－

－
 

1
0
-
5
 g
/c
m
2 /
d
 

固
形
分
混
入
率

5
0
w
t
%
固
化
体
 

－
 

1
0
-
6
 g
/c
m
2 /
d
 

固
形
分
混
入
率

4
0
w
t
%
固
化
体
 

－
 

1
0
-
8 ～

10
-
5
 
cm
/
d

浸
出
期

間
1
年
 

－
 

3×
10

-
8
～
1
×
1
0
-
6
 c
m/
d

B
W
R
蒸

発
濃
縮
廃
液
、
浸
出
期
間

1
3
5
日
 

－
 

2
.5
×

10
-
4
 
c
m
/
d
 

P
W
R
蒸

発
濃
縮
廃
液
、
浸
出
期
間

5
日
 

－
 

2
.0
×

10
-
5
 
c
m
/
d
 

P
W
R
蒸
発
濃
縮
廃
液
、
浸
出
期
間

5
0
日

－
 

1×
10

-
5
 
c
m
/
d
 

P
W
R
蒸

発
濃
縮
廃
液
、
浸
出
期
間

1
0
0
日

－
 

3×
10

-
6
 
c
m
/
d
 

P
W
R
蒸

発
濃
縮
廃
液
、
浸
出
期
間

1
2
3
日

－
 

1×
10

-
7
～
5
×
1
0
-
6
 c
m/
d

再
処
理

ス
ラ
ッ
ジ
、
浸
出
期
間

1
0
0
日
 

－
 

8×
10

-
5
 
c
m
/
d
 

再
処
理

ス
ラ
ッ
ジ
、
浸
出
期
間

9
1
6
日
 

－
 

1
.9
×

10
-
5
 
c
m
/
d
 

再
処
理

ス
ラ
ッ
ジ
、
浸
出
期
間

2
,
3
7
0
日
 

－
 

5×
10

-
5
～
2
×
1
0
-
4
 c
m/
d

再
処
理

蒸
発
濃
縮
廃
液
、
浸
出
期
間

0
日
 

－
 

5×
10

-
6
 
c
m
/
d
 

再
処
理

蒸
発
濃
縮
廃
液
、
浸
出
期
間

1
0
0
日
 

－
 

8×
10

-
7
 
c
m
/
d
 

再
処
理

蒸
発
濃
縮
廃
液
、
浸
出
期
間

4
0
0
日
 

P
u 

I
A
E
A
標

準
（

小
型

サ
ン

プ
ル
）

 
<
 
1
0-

5
 c
m/
d 

－

I
A
E
A
標
準
（
大
型
サ
ン
プ

ル
）
 

6
×

1
0
-
7
 
cm
/d
 

－

－
 

1×
10

-
7
 
c
m
/
d
 

再
処
理

ス
ラ
ッ
ジ
、
浸
出
期
間

9
1
6
日
 

－
 

3
.9
×

10
-
9
 
c
m
/
d
 

再
処
理

ス
ラ
ッ
ジ
、
浸
出
期
間

2
,
3
7
0
日
 

－
 

2×
10

-
7
～
3
×
1
0
-
6
 c
m/
d

再
処
理

蒸
発
濃
縮
廃
液
、
浸
出
期
間

0
日
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技
術

N
o.
 

5
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
固

化
熱

硬
化

性
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
で

は
水

を
閉

じ
込

め
る

こ
と

が
で

き
な

い
た

め
、

あ
ら

か
じ

め
脱

水
す

る
必

要
が

あ
る

。
プ
ロ
セ
ス
概
要
 

廃
棄
物
は

乾
燥

で
粉
体

化
さ

れ
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

系
固

型
化

材
を

投
入

す

る
こ
と
で
重
合
固
化
さ
れ
る

。
 

適
用
廃
棄
物
 

濃
縮
廃
液
、
廃
溶
媒
、
ス
ラ
ッ

ジ
、

イ
オ

ン
交

換
樹

脂
 

①
処

理
条

件

プ
ロ
セ
ス
フ
ロ

ー
 

ま
た
は

 

機
器
概
要

図
5
-
1
)

熱
硬

化
性

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

：
常

温
5
-
3
)

熱
可

塑
性

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

：
1
8
0
℃

5
-
3
)
 

②
処

理
能

力

充
填

率
：

別
表

5
-
1
参

照
5-
1
)

処
理

量
：（

国
内

）；
東

京
電
力
（

福
島

第
二
（
5
60

 k
g
/h
）
、
柏

崎
刈

羽
（
1
5
0
 k
g
/
h
）
）
、

中
部
電
力
（
浜
岡
（
1
1
本
/
d
）
）
、
中
国
電
力
（
島
根
（
1
8
0
 
k
g
）
）

5
-
4
)
 

（
国

外
）
；
別
表

5
-
2
参
照

5-
1
,
3
)
 

③
処

理
物

の
性

状

圧
縮
強
度
：
0
.
4
2
～

5
 
M
P
a
（
尿
素
-
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
）
、
 

8.
8～

9
8 

MP
a（

ポ
リ

エ
ス

テ
ル

）
5
-
1
)
 

固
化

体
密

度
：

別
表

5
-
3
参

照
5
-
1
)  

耐
放

射
線

性
：

1
0
3 ～

10
4
 
G
y
が
上
限
と
考
え
ら
れ
て
い
る

5
-
1
) 。

耐
熱

性
：

ポ
リ

エ
ス

テ
ル

及
び

エ
ポ

キ
シ

固
化

体
に

対
し

て
、

6
0
0
～

9
8
0
℃

の
耐

 

火
試

験
を

行
い

、
炭

化
層

の
厚

さ
が

最
大

5
 
m
m
 
5
-
1
)

核
種

浸
出

率
：

別
表

5
-
4
参

照
5
-
3
)  

①
技

術
成

熟
度

（
実

績
等

）

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

固
化

プ
ロ

セ
ス

に
は

熱
硬

化
性

樹
脂

を
使

用
す

る
も

の
と

熱

可
塑
性
樹
脂
を
使
用
す
る
も
の
の

2
種
類
が
あ
る
。
前
者
は
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
、

ス
チ

レ
ン

・
ジ

ビ
ニ

ル
ベ

ン
ゼ

ン
、

尿
素

－
ホ

ル
ム

ア
ル

デ
ヒ

ド
及

び
ポ

リ

ビ
ニ

ル
エ

ス
テ

ル
を

使
用

す
る

プ
ロ

セ
ス

が
あ

り
、

上
図

は
ポ

リ
エ

ス
テ

ル

に
よ

る
固

化
フ

ロ
ー

を
示

し
た

も
の

で
あ

る
。

熱
硬

化
性

樹
脂

を
用

い
た

場

合
は

イ
ン

ド
ラ

ム
混

合
方

式
が

多
く

採
用

さ
れ

て
い

る
。

後
者

は
、

ポ
リ

エ

チ
レ

ン
を

使
用

す
る

プ
ロ

セ
ス

が
あ

り
、

エ
ク

ス
ト

ル
ー

ダ
方

式
が

採
用

さ

れ
て
い
る

5
-
1
) 。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
固
化
方
式
に
つ
い
て
別
表

5
-
1
に
ま
と
め
る
。

国
内

：
東

京
電

力
（

福
島

第
二

、
柏

崎
刈

羽
）
、

中
部
電

力
（

浜
岡

）、
 

中
国

電
力
（

島
根

）
、

J
A
E
A
（

東
海

（
基

礎
試

験
））

5
-
4
,5
)

国
外

：
別

表
5
-
2
参

照
5
-
1
,
3
)  

②
操

作
安

全
性

常
温

付
近

の
操

作
で

あ
る

が
、
触

媒
や

促
進

剤
と

廃
棄

物
の

反
応

に
注

意
が

必
要

。
 

③
保

守
性

－
 

④
二

次
廃

棄
物

発
生

量

特
記
事
項
 

国
内
ラ
イ
セ
ン
ス
あ
り
（
ス

チ
レ

ン
溶

解
不

飽
和

ポ
リ

エ
ス

テ
ル

）
5
-
2
)  

技
術
固
有

の
課

題
：
放

射
線

分
解

に
よ

り
生

成
す

る
ガ

ス
発

生
量

及
び

膨

張
の
確
認
、
固
化
体
作
製
時

の
C
s
な

ど
の

核
種

の
揮

発
の

有
無

の
確

認
 

－
 

⑤
事

故
廃

棄
物

特
有

事
項

（
有

害
物

、
有

機
物

等
）

に
対

す
る

適
用

性
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別
表

5
-
1
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
固
化
方
式

5
-
1
)  

名
称
 

ポ
リ
エ
ス
テ
ル
式
 

（
エ
ポ
キ
シ
式
）
 

ス
チ
レ
ン
・
ジ
ビ
ニ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
式
 

概
要
図

5
-
1
)

 

説
明
 

こ
の
方
式
は
混
合
前
に
廃
棄
物
を
脱
水
す
る
か
、
砂
や
シ
リ
カ
ゲ
ル
と
い

っ
た
吸
着
材
を
投
入
す
る
必
要
が
あ
る
。
脱
水
し
た
廃
棄
物
を
容
器
に
入

れ
、
固
化
材
と
混
合
し
、
触
媒
（
有
機
過
酸
化
物
）
を
加
え
て
固
化
す
る
。

こ
の
方
式
は
混
合
前
に
廃
棄
物
を
脱
水
す
る
か
、
バ
ー
ミ
キ
ュ
ラ
イ
ト
や

シ
リ
カ
ゲ
ル
の
よ
う
な
吸
着
材
を
投
入
す
る
必
要
が
あ
る
。
脱
水
し
た
廃

棄
物
を
容
器
に
入
れ
、
固
化
材
と
混
合
し
、
触
媒
（
ア
ゾ
ビ
ス
イ
ソ
ブ
チ

ル
ニ
ト
リ
ル
）
を
加
え
て
固
化
す
る
。
 

適
用
 

廃
棄
物
 

濃
縮
廃
液
（
含
水
率

1
～

2
 
w
t
%
）
 

イ
オ
ン
交
換
樹
脂
（
含
水
率

4
0
～
5
0
 
w
t
%
）
 

ス
ラ
ッ
ジ
（
含
水
率

7
0
 
w
t
%
以
下
）
 

（
エ
ポ
キ
シ
式
で
は
乾
燥
廃
棄
物
）
 

イ
オ
ン
交
換
樹
脂
 

反
応
条
件
 

室
温
 

2
5
℃
（
重
合
反
応
で

6
5
℃
ま
で
上
昇
）
 

硬
化
時
間
 

4
～

6
時
間
（
エ
ポ
キ
シ
式
で
は
約

3
時
間
）
 

3
～

8
日
 

廃
棄
物
 

充
填
率
 

（
w
t
%
）
 

8
～

7
0
（
エ
ポ
キ
シ
式
で
は
～
4
5
）
 

－
 

特
記
事
項
 

・
二
次
廃
棄
物
は
撹
拌
翼
の
み
 

・
ス
チ
レ
ン
モ
ノ
マ
が
あ
る
と
爆
発
性
の
可
能
性
が
あ
る
。
 

固
化

材
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別
表

5
-
1
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
固
化
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

尿
素

－
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
式
 

ポ
リ
ビ
ニ
ル
エ
ス
テ
ル
式
 

概
要
図

5
-
1
)

説
明
 

p
H
を

5～
8
に
調
整
し
た

廃
液
と
固
化
材
を
混
合
し
、
触
媒
（
無
機
酸
）

を
加
え
て

p
H
を
約

1
.
5
に
調
整
す
る
。
遊
離
水
が
発
生
す
る
た
め
セ
ル

ロ
ー
ス
、
粘
土
な
ど
の
吸

着
材
が
必
要
と
な
る
。
 

廃
棄
物
は
計
量
タ
ン
ク
で
計
量
さ
れ
、
あ
ら
か
じ
め
固
化
材
が
充
填
さ
れ

た
容
器
へ
投
入
し
て
よ
く
混
合
さ
せ
る
。
触
媒
及
び
促
進
剤
を
順
次
添
加

し
て
固
化
す
る
。
 

適
用
 

廃
棄
物
 

濃
縮
廃
液
 

イ
オ
ン
交
換
樹
脂
 

ス
ラ
ッ
ジ
 

濃
縮
廃
液
 

ス
ラ
ッ
ジ
 

イ
オ
ン
交
換
樹
脂
 

反
応
条
件
 

2
5℃

 

p
H：

1
.5
±

0.
5 

温
度
は

1
0
0
℃
を
超
え
な
い
よ
う
触
媒
・
促
進
剤
の
量
を
調
節
 

硬
化
時
間
 

5
～

3
0
分
 

約
1
時
間
 

廃
棄
物
 

充
填
率
 

（
w
t
%
）
 

3
0
～
7
0
 

－
 

特
記
事
項
 

・
低

p
H
の
た
め
容
器
腐
食

が
課
題
 

・
原
料
の
経
時
劣
化
が
課

題
 

－
 

固
化
材
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別
表

5
-
1
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
固
化
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
式
 

概
要
図

5
-
1
)

 

説
明
 

ペ
ッ

ト
状

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

と
廃

棄
物

を
エ

ク
ス

ト
ル

ー
ダ

内
へ

供
給

し
、

そ
こ

で
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
の

溶
融

、
廃

棄
物

と
の

混
合

及
び

水
分

の
蒸

発
が

行
わ

れ
る

。
混

合
物

は
ド

ラ
ム

缶
な
ど
の
容
器
に
封
入
さ
れ
る
。
 

適
用
 

廃
棄
物
 

濃
縮
廃
液
 

イ
オ
ン
交
換
樹
脂
 

フ
ィ
ル
タ
助
剤
 

反
応
条
件
 

約
1
8
0
℃
に
加
熱
し
た
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
と
廃
棄
物
を
混
合
す
る
。
 

硬
化
時
間
 

－
 

廃
棄
物
 

充
填
率
 

（
w
t
%
）
 

3
0～

7
0 

特
記
事
項
 

－
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別
表

5
-
2
 

国
外
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
固
化
施
設

5
-
1
,
3
)
 

国
名

 
サ
イ
ト

 
対

象
廃

棄
物

 
プ

ロ
セ
ス
 

処
理
能
力
 

廃
棄
物
投
入
量
 

固
化
体
作
製
量
 

ア
ル

ゼ
ン

チ
ン
 

ア
ト
ゥ
チ
ャ
原
子
力
発

電
所

 
濃

縮
廃

液
 

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

 
1
5
 
L
/
h

－
 

ド
イ

ツ
 

カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
研
究
所

 
イ

オ
ン

交
換

樹
脂

 
ス

チ
レ

ン
・

ジ
ビ
ニ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
 

1
～

2
 
m
3
/d

－
 

フ
ラ

ン
ス

 

グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
研
究
所
 

濃
縮

物
 

ス
ラ

ッ
ジ

 

イ
オ

ン
交

換
樹

脂
 

ポ
リ

エ
ス

テ
ル

 
3
0
 
L
/
h

－
 

シ
ョ
ー
原
子
力
発
電
所
 

プ
ラ

ン
ト

廃
棄

物
 

ポ
リ

エ
ス

テ
ル

 
6
0
 
L
/
h

－
 

ア
ル
デ
ン
ヌ
原
子
力
発
電

所
 

プ
ラ

ン
ト

廃
棄

物
 

ポ
リ

エ
ス

テ
ル

 
1
0
0
 
k
g/
d

1
 
d
r
u
m
/
d
 

オ
ラ

ン
ダ

 
ボ
ル
セ
ラ
原
子
力
発
電
所

 
濃

縮
廃

液
 

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

 
1
0
 
L
/
h

－
 

ス
イ

ス
 

ベ
ツ
ナ
ウ
原
子
力
発
電
所

 
イ

オ
ン

交
換

樹
脂

 
ス

チ
レ

ン
・

ジ
ビ
ニ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
 

－
2
0
～
2
5
 
d
r
u
m
s
/
d
 

米
国

 

ダ
ウ
・
ケ
ミ
カ
ル
（
開
発

者
）

 

プ
ラ

ン
ト

廃
棄

物
 

イ
オ

ン
交

換
樹

脂
 

フ
ィ

ル
タ

助
剤

 

ポ
リ
ビ
ニ
ル
エ
ス
テ
ル
 

－
6
 
d
r
u
m
s
/
h
 

ダ
グ
ラ
ス
・
ユ
ナ
イ
テ
ッ

ド
（

開
発

者
）

 

硫
酸

塩
、
ホ

ウ
酸

塩

イ
オ

ン
交

換
樹

脂
 

ス
ラ

ッ
ジ

 

尿
素

-
ホ

ル
ム

ア
ル
デ
ヒ
ド
 

－
－
 

ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ

ッ
ク

（
開

発
者

）

濃
縮

廃
液

 

ス
ラ

ッ
ジ

 

イ
オ

ン
交

換
樹

脂
 

除
染

廃
液

 

焼
却

灰
 

エ
ポ

キ
シ

 
－

－
 

オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
研
究
所
 

廃
溶

媒
 

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

 
－

－
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別
表

5
-
3
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
固
化
体
の
密
度

5
-
1
)  

固
型
化
材
名
称
 

密
度
（
t
/
m
3
）
 

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
 

～
1
.
1
 

尿
素
－
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
樹
脂
 

1
.
0
～

1
.
3
 

ポ
リ
エ
ス
テ
ル
樹
脂
 

1
.
0
4
～
1
.
3
 

エ
ポ
キ
シ
樹
脂
 

～
1
.
1
 

 別
表

5
-
4
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
固
化
体
か
ら
の
核
種
浸
出
率

5
-
3
)  

固
型
化
材
名
称
 

核
種
 

試
験
方
法
 

浸
出
率
・
浸
出
速
度
 

ポ
リ
エ
ス
テ
ル
 

C
o
 

I
A
E
A
標
準
（
小
型
サ
ン
プ
ル
）
 

7
×

1
0
-
7
～
1
×
1
0
-
5
 c
m/
d 

S
r
 

I
A
E
A
標
準
（
小
型
サ
ン
プ
ル
）

 
3×

10
-
6
～
5
×
1
0
-
6
 c
m/
d 

C
s
 

I
A
E
A
標
準
（
小
型
サ
ン
プ
ル
）

 
1
.3
×

10
-
7
～
5
×
1
0
-
6
 c
m/
d 

尿
素
－
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
 

C
o
 

I
A
E
A
標
準
（
小
型
サ
ン
プ
ル
）

 
1
.8
×

10
-
5
 
g/
c
m
2
/d
 

S
r
 

I
A
E
A
標
準
（
小
型
サ
ン
プ
ル
）

 
1×

10
-
4
 
g/
cm

2
/
d 

C
s
 

I
A
E
A
標
準
（
小
型
サ
ン
プ
ル
）

 
8×

10
-
3
 
g/
cm

2
/
d 
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参
考
文
献
 

5
-
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.
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独
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ad
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S
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棄
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版
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4
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6
p
.
 

5
-
5
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博
ほ
か
，
再
処
理
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
固
化
基
礎
研
究
，
P
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C
-
T
J
1
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1
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-
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5
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8
4
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技
術

N
o
.
 

6
ガ
ラ
ス
固
化

 
前 処 理

 

－
 

プ
ロ
セ
ス
概
要
 

ガ
ラ

ス
形

成
剤

と
廃

棄
物
を

混
合

し
て
、

加
熱

・
溶
融

し
、

冷
却
固

化

す
る
方
法
で
あ
る
。
 

適
用
廃
棄
物
 

固
体
廃
棄
物
、
廃
液
、
焼
却
灰
 

処 理 能 力 及 び 処 理 物 の 性 状

①
処
理
条
件
 

プ
ロ
セ
ス
フ
ロ
ー

ま
た
は
 

機
器
概
要
図

6-
1
)
 

 

温
度
：
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
；
1
,
1
0
0
～
1
,
2
5
0
℃

6
-
1
)
、
C
C
I
M
；
＞
3
,
0
0
0
℃

6
-
2
)
 

圧
力
：
－
 

②
処
理
能
力
 

充
填
率
：
9
～
3
0
 
w
t
%
6
-
3
)
 

処
理
量
：
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
；
別
表

6
-
2
参
照

6-
2
)
、
 

低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
；
2
5
 k
g/
h（

J
H
C
M
、
C
C
I
M
）

6
-
2
) 、

10
 L
/3
0
 m
in
(
PM
F)

6
-
4
)
 

③
処
理
物
の
性
状
 

引
張
強
度
：
5
0
 
M
P
a
6
-
3
)
 

固
化
体
密
度
：
2
.
5
～

3
.
0
 
t
/
m
3
 
6
-
3
)
 

耐
放
射
線
性
：
α
線
照
射
に
対
し
て
体
積
変
化
率

1
.
2
%
程
度

6
-
3
)
 

耐
熱
性
：
熱
膨
張
係
数
；
8
～
1
2
×
1
0-

6  
/℃

6
-
3
)
 

核
種
浸
出
率
：
1
0
-
4
 g
/c
m
2 /
d
（
ソ
ッ
ク
ス
レ
ー
浸
出
試
験
）
、
 

 
 
 
 
 
  
1
年
間
浸
漬
で
重
量
変
化
な
し

6
-
3
)  

適 用 性 評 価
 

①
技
術
成
熟
度
（
実
績
等
）
 

液
体

ま
た

は
溶

融
し

た
廃
棄

物
を

ガ
ラ
ス

原
料

と
混
合

し
、

固
化
す

る
手

法
で

あ
る
。

ガ
ラ

ス
原
料

に
は

ホ
ウ
ケ

イ
酸

系
や
リ

ン
酸

系
な
ど

が
あ

る
。

固
化
プ

ロ
セ

ス
と
し

て
は

、
高
レ

ベ
ル

廃
液
固

化
に

使
用
さ

れ
て

い
る

液
体
供

給
直

接
通
電

セ
ラ

ミ
ッ
ク

メ
ル

タ
ー
（

L
FC

M
）

方
式

と
マ
ル
ク
ー
ル
（
A
V
M
）
ま
た
は
ラ
・
ア
ー
グ
（
A
V
H
）
方
式
が
あ
る

6
-
1
) 。

上
の
図
は

L
F
C
M
の
概
要
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

棄
物
に
対
す
る
固
化
プ
ロ
セ
ス
は
、
L
F
C
M
方
式
と
同
様
の
ジ
ュ
ー
ル
加

熱
（

J
HC
M
）

方
式

、
粉

末
金

属
燃

料
を
用

い
た

自
己
進

行
型

ガ
ラ
ス

固
化
（
P
M
F
）
方
式
及
び
水
冷
る
つ
ぼ
誘
導
加
熱
（
C
C
I
M
）
方
式
が
あ
る

6
-
2
) 。

ガ
ラ
ス
固
化
方
式
の
詳
細
は
別
表

6
-
1
参
照
。
 

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
：
国
内
外
で
実
績
多
数
（
詳
細
は
別
表

6
-
2
参
照

6
-
1
,
5
）
）
 

低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
：
国
外
で
実
績
あ
り
（
詳
細
は
別
表

6
-
3
参
照

6
-
2
）
）
 

②
操
作
安
全
性
 

高
温
処
理
の
た
め
火
災
等
の
潜
在
的
リ
ス
ク
が
高
い
が
、
危
険
物
の
使
用
は
な
し
 

③
保
守
性
 

高
温

処
理

で
あ

る
た

め
、

炉
壁

の
損

傷
に

よ
る

定
期

的
な

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

や
揮

発

性
核
種
を
捕
集
す
る
オ
フ
ガ
ス
系
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
と
な
る
。
 

④
二
次
廃
棄
物
発
生
量
 

特
記
事
項
 

技
術

固
有

の
課

題
：

固
化
体

作
製

時
の

C
s
な

ど
の

核
種

の
移

行
率
評

価
、
処
理
条
件
で
の

N
a
C
l
挙
動
の
確
認
 

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
に
発
生
す
る
炉
壁
材
や
オ
フ
ガ
ス
系
の
フ
ィ
ル
タ
な
ど
 

⑤
事
故
廃
棄
物
特
有
事
項
（
有
害
物
、
有
機
物
等
）
に
対
す
る
適
用
性
 

加
熱
処
理
の
た
め
、
有
機
物
等
は
分
解
で
き
る
。
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別
表

6
-
1
 
ガ
ラ
ス
固
化
方
式

6
-
1
,
2
)
 

名
称

 
L
FC
M
式

6
-
1
)  

A
VM
（

AV
H）

式
6
-
1
)  

概
要
図
 

 

 

説
明
 

ホ
ウ
ケ
イ
酸
ガ
ラ
ス
の
繊
維
を

円
柱
状
に
成
型
し
た
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
に
高

レ
ベ
ル
廃
液
を
注
下
し
、
セ
ラ

ミ
ッ
ク
メ
ル
タ
ー
内
に
落
下
さ
せ
る
。
直

接
通
電
の
ジ
ュ
ー
ル
発
熱
に
よ

り
温
度
が
維
持
さ
れ
る
。
溶
解
し
た
ガ
ラ

ス
は
、
炉
下
部
に
設
け
ら
れ
た

円
筒
型
の
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
製
キ
ャ
ニ
ス
タ

ー
に
流
し
込
ま
れ
る
。
 

蒸
発
・
乾
燥
・
か

焼
し

、
核

分
裂

生
成
物

を
粉

末
化

す
る

。
次

に
、

粉
末

状
FP

に
ホ
ウ
ケ
イ
酸

ガ
ラ

ス
原

料
を

加
え

、
そ

の
混

合
物

を
イ

ン
コ

ネ
ル

製
の
ガ
ラ
ス
溶
融
炉
の
な
か
で
溶
融
す
る
（
約

1
,
1
5
0
℃
）
。
溶

融
し
た

ガ

ラ
ス
状
物
質
を

L
F
C
M
法
と
同
じ
よ
う
に
、
炉

下
部

に
設

置
し

た
キ

ャ
ニ

ス

タ
ー
の
な
か
に
注

ぎ
込

み
、

固
化

さ
せ
る

。
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別
表

6
-
1
 
ガ
ラ
ス
固
化
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

P
M
F
式

6
-
4
)
 

C
CI
M
式

6
-
2
)  

概
要
図
 

 

 

説
明
 

二
重

壁
の

る
つ

ぼ
に

廃
棄

物
、

粉
体

金
属

燃
料

及
び

ガ
ラ

ス
材

料
を

混
合

し
た

も
の

を
充

填
す

る
。

表
面

に
点

火
す

る
と

、
自

動
的

に
反

応
が

進
行

し
、
混
合
物
が
ガ
ラ
ス
化
さ
れ
る
。
 

廃
棄

物
と

ガ
ラ

ス
材

料
を

る
つ

ぼ
に

投
入

し
、

高
周

波
に

よ
る

誘
導

加
熱

で
溶

融
・

固
化

す
る

手
法

で
あ

る
。

る
つ

ぼ
の

炉
壁

内
に

は
冷

却
水

を
流

通
さ

せ
る

チ
ュ

ー
ブ

を
通

し
、

炉
壁

を
冷

却
す

る
こ

と
で

、
ガ

ラ
ス

溶
融

体
に

温
度

の
低

い
ス

カ
ル

層
を

形
成

さ
せ

、
高

温
に

よ
る

腐
食

を
防

止
す

る
こ
と
が
で
き
る

。
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別
表

6
-
1
 
ガ
ラ
ス
固
化
方
式
（
続
き
）
 

名
称

 
G
eo
Me
lt
®式

6-
1
0
)
 

 
容
器
内
ガ
ラ
ス
固
化
(
I
C
V
)
法

6
-
1
0
)
 

地
下
平
面
そ
の
場
ガ
ラ
ス
固
化
(
I
S
V
)
法

6
-
1
0
)
 

概
要
図
 

 
 

説
明
 

廃
棄

物
を

耐
熱

処
理

済
み

の
容

器
に

投
入

し
、

そ
こ

に
ガ

ラ
ス

形
成

材
と

し
て

土
等

を
投

入
す

る
。

容
器

内
に

黒
鉛

電
極

を
挿

入
し

て
オ

フ
ガ

ス
処

理
状

態
を

保
ち

な
が

ら
通

電
し

、
ジ

ュ
ー

ル
熱

で
容

器
の

内
容

物
を

溶
融

す
る

。
廃

棄
物

を
逐

次
追

加
投

入
し

、
最

終
的

に
容

器
内

に
ガ

ラ
ス

固
化

体
を

作
成

す
る

。
作

成
し

た
ガ

ラ
ス

固
化

体
を

容
器

ご
と

、
ま

た
は

容
器

か
ら
取
り
出
し
て
処
分
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
 

掘
り

返
し

た
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

の
天

井
を

取
り

外
し

、
そ

の
中

の
廃

棄
物

に
直

接
ガ

ラ
ス

形
成

材
（

土
等

）
を

投
入

す
る

。
そ

こ
に

黒
鉛

電
極

を
挿

入
し

て
オ

フ
ガ

ス
処

理
状

態
を

保
ち

な
が

ら
通

電
し

、
ジ

ュ
ー

ル
熱

で
内

容
物

を
溶

融
す

る
こ

と
で

最
終

的
に

ガ
ラ

ス
固

化
体

を
作

成
す

る
。

作
成
し
た
ガ
ラ
ス

固
化

体
は

埋
め

戻
す
。

 

実
績
 

・
セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
（
英
国
：
英
国
立
原
子
力
研
究
所
・
KU
R
I
O
N
）

6
-
1
1
)
 

対
象
廃
棄
物
：
マ
グ
ノ
ッ
ク
ス

燃
料
の
模
擬
ス
ラ
ッ
ジ
、
汚
染
土
壌
 

・
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
サ
イ
ト
（
米
国
:
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
ト
国
立

研
究
所
・
A
M
E
C
）

6
-
1
2
)
 

対
象
廃
棄
物
：
低
レ
ベ
ル
廃
棄

物
（
放
射
性
廃
液
）
模
擬
物
 

処
理
量
：
6
.
4
t
/
d
（

5
6
 
t
/
2
1
0
 
h
）
 

・
他
、
一
般
廃
棄
物
に
お
け
る

商
業
規
模
の
実
績
多
数

6
-
1
3
)
。
 

・
マ
ラ
リ
ン
ガ
サ
イ
ト
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
：
A
M
E
C
・
G
e
o
s
a
f
e
）

6
-
1
4
)
 

対
象

廃
棄

物
：

混
合

超
ウ

ラ
ン

廃
棄

物
（

鉄
鋼

ガ
レ

キ
、

鉛
ブ

ロ
ッ

ク
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
板
、

電
線

、
機

械
類

、
汚

染
土

壌
）

 

処
理
量
：
3
0
0
-
6
0
0
 
t
/
ピ
ッ
ト
,
1
1
 
ピ
ッ
ト
、
計
 
5
4
0
0
 
t
 

（
最
大
処
理
能
力
：
1
0
0
 
t
/
d
）
 

・
他
、
一
般
廃
棄
物

に
お

け
る

商
業

規
模

の
実

績
多

数
6
-
1
3
)
。

 

備
考
 

I
CV
 =
 I
n-
Co
n
ta
in
er
 V
it
r
if
ic
at
io
n。

 
・

ピ
ッ

ト
内

の
廃

棄
物

が
爆

発
の

恐
れ

の
あ

る
物

質
を

含
ま

な
い

こ
と

を

確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
I
S
V
 
=
 
I
n
 
s
i
t
u
 
V
i
t
r
i
f
i
c
a
t
i
o
n
。
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  別
表

6
-
2
 
国

内
外

の
高

レ
ベ

ル
放

射
性

廃
液
固
化
施
設

6
-
1
,
5
）
 

国
名

 
サ

イ
ト
 

プ
ロ
セ
ス
 

ガ
ラ
ス
製
造
能
力
（
k
g
/
h
）
 

実
績

 

ド
イ

ツ
（

ベ
ル

ギ
ー

）
カ

ー
ル

ス
ル

ー
エ
研
究
所
 

L
F
C
M
 

7
－

モ
ル

処
理

施
設

 
L
F
C
M
 

3
1

1
9
8
5
～

1
9
9
1
年

で
約

2
,
1
0
0
本

の
固

化
体

製
造

フ
ラ

ン
ス

 
ラ

・
ア

ー
グ

研
究
所
 

A
V
H
 

1
5

1
9
8
9
～

1
9
9
2
年

で
約

1
,
3
0
0
本

の
固

化
体

製
造

マ
ル

ク
ー

ル
研

究
所
 

A
V
M
 

2
5

1
9
7
8
～

1
9
9
1
年

で
約

1
,
9
0
0
本

の
固

化
体

製
造

日
本

 
J
A
E
A
東

海
T
V
F
 

L
F
C
M
 

8
.
8

1
9
9
5
～

2
0
1
3
年

で
2
4
7
本

の
固

化
体

製
造

6
-
6
)

日
本
原
燃
（
J
N
F
L
）
六
ヶ
所

L
F
C
M
 

－
－

英
国

 
セ

ラ
フ

ィ
ー

ル
ド
 

A
V
H
 

2
5

1
9
9
0
～

1
9
9
2
年

で
約

1
6
0
本

の
固

化
体

製
造

米
国

 

バ
ッ

テ
ル

P
N
L
 

L
F
C
M
 

1
5

1
9
8
4
年

よ
り

固
化

体
製

造
開

始

ハ
ン

フ
ォ

ー
ド

 
L
F
C
M
 

4
5

1
9
9
4
年

時
点

で
建

設
中

サ
バ

ン
ナ

リ
バ

ー
 

L
F
C
M
 

1
0
4

1
9
9
4
年

時
点

で
施

設
試

験
中

ウ
エ

ス
ト

バ
レ

ー
 

L
F
C
M
 

4
5

1
9
9
4
年

時
点

で
施

設
建

設
中

 別
表

6
-
3
 
国

外
の

低
レ

ベ
ル

放
射

性
廃

棄
物
ガ
ラ
ス
固
化
施
設

6
-
2
）
 

国
名

 
サ

イ
ト

 
プ
ロ
セ
ス
 

処
理
量
（
k
g
/
h
）
 

対
象
廃
棄
物
 

実
績

 

フ
ラ

ン
ス

 
マ

ル
ク

ー
ル

 
C
C
I
M
 

1
5
～
2
0
 
6
-
7
)

焼
却

灰
実

証
規

模
 

イ
タ

リ
ア

 
サ

ル
ジ

ア
 

C
C
I
M
 

－
－

建
設

中
（

2
0
0
6
年

）
 

韓
国

 
ウ

ル
チ

ン
（

ハ
ヌ

ル
）

 
C
C
I
M
 

2
0
6
-
8
)

可
燃
物
、
イ
オ
ン
交
換

樹
脂

2
0
0
9
～

2
0
1
3
年

で
27
1
本

の
ド

ラ
ム

缶
を

処
理

6
-
9
)
 

ロ
シ

ア
 

ラ
ド

ン
 

C
C
I
M
 

7
5
 
（
連
続
式
）

－
1
9
9
9
年

運
転

開
始

 

ト
ー

チ
 

P
M
F
 

1
0
（
バ
ッ
チ
式
）

－
2
0
0
1
年

運
転

開
始

 

ス
ロ

バ
キ

ア
 

－
 

J
H
C
M
 

－
－

1
9
9
6
年

運
転

開
始

 

米
国

 
ハ

ン
フ

ォ
ー

ド
 

J
H
C
M
 

－
－

2
0
0
5
年

運
転

開
始
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技
術

N
o
.
 

7
 

溶
融
固
化

 
前 処 理

 

－
 

プ
ロ
セ
ス
概
要
 

廃
棄
物
を
加
熱
し
、
溶
融
状
態
に
し
た
後
に
冷
却
固
化
す
る
こ
と
で
、
廃
棄

物
を
減
容
・
安
定
化
す
る
方
法
で
あ
る
 

適
用
廃
棄
物
 

焼
却
灰
、
ス
ラ
ッ
ジ
な
ど
 

プ
ロ
セ
ス
フ
ロ
ー

ま
た
は
 

機
器
概
要
図
 

 

処 理 能 力 及 び 処 理 物 の 性 状

 

①
処
理
条
件
 

温
度
：
 

高
周
波
誘
導
加
熱
：
1
,
3
0
0
～
1
,
5
0
0
℃

7
-
2
)
 

プ
ラ
ズ
マ
加
熱
：
1
,
5
5
0
～
1
,
6
5
0
℃

7
-
3
)
 

マ
イ
ク
ロ
波
加
熱
：
1
,
2
0
0
～
1
,
4
0
0
℃

7
-
2
)
 

圧
力
：
－
 

②
処
理
能
力
 

別
表

7
-
1
参
照
 

③
処
理
物
の
性
状
 

別
表

7
-
1
参
照
 

溶
融
固
化
の
方
式
と
し
て
は
、
高
周
波
誘
導
加
熱
、
プ
ラ
ズ
マ
加
熱
、
ジ
ュ

ー
ル
加
熱
、
マ
イ
ク
ロ
波
加
熱
、
コ
ー
ル
ド
ク
ル
ー
シ
ブ
ル
加
熱
（
ガ
ラ
ス

固
化

C
C
I
M
参
照
）
な
ど
が
あ
る

7
-
1
) 。

上
記
で
は
、
粉
粒
体
廃
棄
物
に
対
す

る
溶
融
加
熱
方
式
と
し
て
、
高
周
波
誘
導
加
熱
、
バ
ー
ナ
加
熱
及
び
プ
ラ
ズ

マ
加
熱
の
概
要
を
示
し
た
。
各
方
式
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
表

7
-
1
に
示

す
。
 

適 用 性 評 価

 

①
技
術
成
熟
度
（
実
績
等
）
 

別
表

7
-
1
参
照
 

②
操
作
安
全
性
 

加
熱
す
る
た
め
燃
料
費
な
ど
の
処
理
コ
ス
ト
が
必
要
 

高
温
溶
融
物
を
扱
う
た
め
の
耐
火
物
な
ど
設
備
の
建
設
・
維
持
コ
ス
ト
が
必

要
。
 

③
保
守
性
 

高
温
処
理
で
あ
る
た
め
、
炉
壁
の
損
傷
に
よ
る
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や

揮
発
性
核
種
を
捕
集
す
る
オ
フ
ガ
ス
系
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
と
な
る
。
 

特
記
事
項
 

技
術
固
有
の
課
題
：
固
化
体
作
製
時
の

C
s
な
ど
の
核
種
の
移
行
率
評
価
、

処
理
条
件
で
の

N
a
C
l
挙
動
の
確
認
 

④
二
次
廃
棄
物
発
生
量
 

処
理
を
行
う
こ
と
で
、
処
理
設
備
の
耐
火
物
な
ど
難
処
理
の
二
次
廃
棄
物
が

発
生
。
 

⑤
事
故
廃
棄
物
特
有
事
項
（
有
害
物
、
有
機
物
等
）
に
対
す
る
適
用
性
 

加
熱
処
理
の
た
め
、
有
機
物
等
は
分
解
で
き
る
。
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別
表

7
-
1
 
溶
融
固
化
方
式
（
原
子
力
産
業
）
 

名
称
 

電
気
加
熱
式
 

高
周
波
誘
導
加
熱
式
 

概
要
図
 

 

説
明
 

加
熱

対
象

物
の

周
囲

の
外

部
コ

イ
ル

か
ら

高
周

波
を

印
加

す
る

こ
と

で
磁

界
を

発
生

さ

せ
、

磁
界

に
よ

っ
て

発
生

す
る

誘
導

電
流

に
よ

っ
て

対
象

物
を

加
熱

・
溶

融
す

る
方

式
で

あ
る
。
対
象
物
は
導
電
体
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
 

実
績
 

・
日
揮

7
-
4
)  

対
象
：
焼
却
灰
 

処
理
量
：
3
0
 
k
g
/
h
 

温
度
：
1
,
3
0
0
～
1
,
5
0
0
℃
 

圧
縮
強
度
：
4
0
0
 
M
P
a
 

・
日
本
ガ
イ
シ
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
）

7
-
5
)
 

対
象
：
可
燃
物
、
廃
樹
脂
、
廃
油
焼
却
灰
 

処
理
量
：
2
5
～
6
0
 
k
g
/
h
 

周
波
数
：
3
,
0
0
0
 
H
z
（
出
力
：
1
0
0
 
k
W
）
 

温
度
：
1
,
4
0
0
℃
 

圧
縮
強
度
：
8
0
～

1
2
0
 
M
P
a
 

コ
イ

ル
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別
表

7
-
1
 
溶
融
固
化
方
式
（
原
子
力
産
業
）
（
続
き
）
 

名
称
 

電
気
加
熱
式
 

プ
ラ
ズ
マ
加
熱
式
 

概
要
図
 

 

説
明
 

プ
ラ
ズ
マ
ト
ー
チ
で
プ
ラ
ズ
マ
ア
ー
ク
を
発
生
さ
せ
、
そ
の
熱
に
よ
っ

て
廃

棄
物

を
加

熱
・
溶

融
す

る
方

式
で

あ
る
。
ト
ー
チ
の
形
式
と
し
て
、
ト
ー
チ
と
加
熱
対
象
物
の
間
に
高
電
圧

を
印

可
す

る
移

行
式

及
び

ト
ー

チ
内

に
電
極
に
高
電
圧
を
印
可
す
る
非
移
行
式
の

2
種
類
が
あ
る
。
移
行
式
は

出
力

を
大

き
く

す
る

こ
と

が
で
き

、

処
理
量
を
多
く
す
る
こ
と
が
可
能
。
非
移
行
式
は
移
行
式
と
比
較
し
て

出
力

が
小

さ
い

が
、
始

動
性

、
安

定
性

に
優
れ
る

6
) 。

 

実
績
 

・
J
A
E
A
（
東
海
 
高
減
容
）

7
-
3
)
 

対
象
：
焼
却
灰
（
P
V
C
、
ゴ
ム
、
セ
ル
ロ
ー
ス
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
）
、
処
理
量
：
4
 
t
/
d
、
2
 
t
/
b
a
t
c
h
 

加
熱
出
力
：
非
移
行
式

1
.
3
 
M
W
×

2
基
 

・
電
力
中
央
研
究
所
（
横
須
賀
）

7
-
7
)
 

対
象
：
雑
固
体
（
金
属
：
飛
灰
=
1
0
：

3
）
、
処
理
量
：
1
3
 
k
g
/
b
a
t
c
h
 

加
熱
出
力
：
1
0
0
 
k
W
 

圧
縮
強
度
：
5
0
 
M
P
a
以
上
 

浸
出
率
：
R
e
;
5
.
8
6
×
1
0
-
5
 g
/
cm

2
/
d
（
2
8
日
間
浸
出
）
、
C
o/
Ni
;1
0
-
5
 g
/
cm

2
/
d
 
未
満
、
 

S
r/
Cs
;1
0
-
7
 g
/
cm

2
/
d
 
未
満
、
N
b
/
C
e
;
1
0
-
8  
g/
cm

2
/
d
 
未
満
 

・
J
A
E
A
（
基
礎
研
究
）

7
-
8
)
 

対
象
：
雑
固
体
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
：
模
擬
灰
=
7
0
：

3
0
）
、
処
理
量
：
3
 
k
g
/
b
a
t
c
h
 

加
熱
出
力
：
非
移
行
式

5
0
 
k
W
 
 

圧
縮
強
度
：
8
5
～

3
1
0
 
M
P
a
 

JAEA-Review 2017-015

- 50 -



 

 

別
表

7
-
1
 
溶
融
固
化
方
式
（
原
子
力
産
業
）
（
続
き
）
 

名
称
 

電
気
加
熱
式
 

マ
イ
ク
ロ
波
溶
融
式
 

概
要
図

7
-
2
)

 

説
明
 

廃
棄

物
に

マ
イ

ク
ロ

波
を

照
射

し
、

廃
棄

物
表

面
の

電
荷

の
振

動
に

よ
っ

て
熱

エ
ネ

ル
ギ

ー
を
発
生
さ
せ
て
溶
融
す
る
方
式
で
あ
る
。
加
熱
対
象
物
は
誘
電

体
で

あ
る

必
要

が
あ

り
、

金
属
は
マ
イ
ク
ロ
波
を
反
射
す
る
た
め
適
用
で
き
な
い
。
 

実
績
 

・
J
A
E
A
（
東
海
 

P
W
T
F
）

7
-3
)
 

対
象
：
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
含
有
焼
却
灰
 

処
理
量
：
2
～
4
 
k
g
/
h
、
周
波
数
：
2
,
4
5
0
 
M
h
z
（
出
力
：
最
大

1
0
 
k
W
）
 

浸
出
率
：
1
0
-
5  
g/
cm

2
/
d
程
度
 

・
J
A
E
A
（
大
洗
）

7
-
9
)
 

対
象
：
紙
、
布
、
酢
酸
ビ
ニ
ル
シ
ー
ト
等
焼
却
灰
 

処
理
量
：
6
0
 
k
g
/
d
、
周
波
数
：
9
1
5
±

2
5
 
M
H
z
（
出
力
：
0
～

25
 
k
W
）
 

圧
縮
強
度
：
3
0
 
M
P
a
以
上
 

JAEA-Review 2017-015

- 51 -



 

 

別
表

7
-
1
 
溶
融
固
化
方
式
（
一
般
産
業
）
 

 
電
気
加
熱
式
 

名
称
 

プ
ラ
ズ
マ
式
 

ア
ー

ク
式

7
-
1
0
)
 

概
要
図
 

 

 

説
明

7
-
1
0
,
1
1
)

直
流
ア
ー
ク
中
に
プ
ラ
ズ
マ
ガ
ス
を
流
入
さ
せ
、
プ
ラ
ズ
マ
を
発
生
さ

せ
、
プ
ラ
ズ
マ
の
熱
で
溶
融
す
る
方
式
で
あ
る
。
 

炉
内

の
電

極
と

炉
底

の
ベ

ー
ス

メ
タ

ル
間

で
ア

ー
ク

を
発

生
さ

せ
、

そ
の

熱
で

溶
融
す
る
方
式
で
あ

る
。

 

実
績

7
-
1
0
)
 

地
方
公
共
団
体
を
中
心
に
多
数
の
導
入
実
績

あ
り
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別
表

7
-
1
 
溶
融
固
化
方
式
（
一
般
産
業
）
（

続
き
）
 

名
称
 

電
気
加
熱
式
 

電
気
抵
抗
式
 

概
要
図

7
-
1
0
)

 

説
明

7
-
1
0
,
1
1
)

炉
内

に
装

入
し

た
電

極
に

電
圧

を
印

可
し

て
、

電
極

間
の

廃
棄

物
か

ら
発

生
す

る
ジ

ュ
ー

ル
熱
に
よ
り
溶
融
す
る
方
式
で
あ
る
。
直
流
・
交
流
の

2
種
類

が
あ

り
、

上
図

は
炉

体
上

部
と

炉
底

の
電

極
間

で
電

流
を

流
す

直
流

方
式

の
概

要
図

で
あ

る
。

交
流

方
式

は
、

炉
上

部
に
複
数
の
電
極
を
設
置
し
て
そ
の
電
極
間
に
電
流
を
流
す
方

式
で

あ
る

。
 

実
績

7
-
1
0
)
 

地
方
公
共
団
体
を
中
心
に
多
数
の
導
入
実
績
あ
り
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別
表

7
-
1
 
溶
融
固
化
方
式
（
一
般
産
業
）
（
続
き
）
 

 
燃
料
加
熱
式
 

名
称
 

表
面
加
熱
式
 

テ
ル
ミ
ッ
ト
式

7
-
1
0
)
 

概
要
図
 

 

 

説
明

7
-
1
0
,
1
1
)

燃
料

（
ガ

ス
、

灯
油

な
ど

）
を

バ
ー

ナ
で

燃
焼

さ
せ

、
そ

の
熱

で
廃

棄
物

表

面
か

ら
溶

融
す

る
方

式
で

あ
る

。
複

数
の

炉
型

が
開

発
さ

れ
て

お
り

、
炉

体

が
固

定
さ

れ
て

い
る

固
定

式
、

炉
体

を
回

転
さ

せ
均

等
に

溶
融

す
る

こ
と

が

で
き

る
回

転
式

、
バ

ー
ナ

火
炎

の
放

射
熱

で
溶

融
す

る
反

射
式

、
バ

ー
ナ

燃

焼
ガ
ス
と
の
交
流
接
触
に
よ
り
溶
融
す
る
輻
射
式
な
ど
が
あ
る
。
 

廃
棄

物
に

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

を
添

加
し

て
着

火
す

る
こ

と
に

よ
る

化
学

反
応

熱

を
利
用
し
て
溶
融
す
る
方
式
で
あ
る
。
 

実
績

7
-
1
0
)
 

地
方
公
共
団
体
を
中
心
に
多
数
の
導
入
実
績
あ
り
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別
表

7
-
1
 
溶
融
固
化
方
式
（
一
般
産
業
）
（

続
き
）
 

名
称
 

燃
料
加
熱
式
 

コ
ー
ク
ス
ベ
ッ
ド
式
 

概
要
図

7
-
1
0
)

 

説
明

7
-
1
0
,
1
1
)

コ
ー
ク
ス
を
燃
焼
さ
せ
、
そ
の
熱
に
よ
っ
て
廃
棄
物
を
溶
融
す

る
方

式
で

あ
る

。
 

実
績

7
-
1
0
)
 

地
方
公
共
団
体
を
中
心
に
多
数
の
導
入
実
績
あ
り
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別
表

7
-
1
 
溶
融
固
化
方
式
（
一
般
産
業
）
（

続
き
）
 

名
称
 

ガ
ス
化
溶
融
式
 

概
要
図

 

 
 

流
動
床
式

7
-
1
0
)
 

キ
ル

ン
式

7
-
1
0
)
 

 
 

シ
ャ
フ
ト
炉
式

7
-
1
0
)
 

ガ
ス

改
質

式
7-
1
0
)
 

説
明

7
-
1
0
,
1
1
)

ガ
ス
化
炉
ま
た
は
熱
分
解

炉
で
廃
棄
物
を
ガ
ス
化
・
分
解
し
、
発
生
し
た
熱
分
解
ガ
ス
の
燃

焼
熱

を
利

用
し

て
廃

棄
物

の
残
渣
（

炭
化

物
、
焼

却
灰

な

ど
）
を
溶
融
さ
せ
る
方
式

で
あ
る
。
ガ
ス
化
の
方
式
に
よ
り
、
流
動
床
式
、
キ
ル
ン
式
、
シ

ャ
フ

ト
炉

式
及

び
ガ
ス

改
質

式
な

ど
に

分
類

さ
れ

る
。

 

実
績

7
-
1
0
)
 

地
方
公
共
団
体
を
中
心
に
多
数
の
導
入
実

績
あ

り
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考
文
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ｽ
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ｽ
ﾞ
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発
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廃
止
措
置
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技
術
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放
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の

プ
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融
技
術
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神
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製
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技
報
 
V
o
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No
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2
0
0
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p
p
.
6
1
-
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7
-
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ほ
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レ
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放
射
性
雑

固
体
廃
棄
物
処
理
へ
の
プ
ラ
ズ
マ
溶
融
法
の
適
用
性
評
価
 
溶
融
固
化
体
の
物
性
と
溶
融
時
に
核
種
挙
動
に
与
え
る
炉
内

 
雰

囲
気
ガ
ス
条
件
の
影
響
,
 
日
本
原
子
力
学
会
誌
 
V
o
l
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4
1
,
 
N
o
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1
,
 
1
9
9
9
,
 
p
p
.
3
9
-
4
7
.
 

7
-
8
)
 
中
塩
信
行
ほ
か
,
 
不
燃
性
雑
固
体
廃
棄

物
の
溶
融
処
理
技
術
開
発
―
雑
固
体
溶
融
固
化
体
特
性
試
験
―
,
 
J
A
E
A
-
R
e
v
i
e
w
 
2
0
0
7-
00
5,
 2
0
07
, 
35
p.
 

7
-
9
)
 
天
澤
弘
也
ほ
か
,
 
原
研
大
洗
研
究
所
に
お
け
る
可
燃
物
固
体
廃
棄
物
焼
却
処
理
の
管
理
シ
ス
テ
ム
,
 
保
健
物
理
,
 
2
6
,
 
1
9
9
1
,
 
p
p
.4
7-
5
8.
 

7
-
1
0
)
 
埼
玉
県
環
境
部
資
源
循
環
推
進
課
,
 
埼
玉
県
溶
融
ス
ラ
グ
有
効
利
用
指
針
 
資
料
編
,
 
2
0
0
7
.
 
 

7
-1

1)
 
井

上
里

志
,
 
廃

棄
物

焼
却

溶
融

シ
ス

テ
ム

の
開

発
に

関
す

る
研

究
 
:
 
灰

中
未

燃
分

の
積

極
活

用
を

志
向

し
た

直
結

型
焼

却
溶

融
シ

ス
テ

ム
の

実
用

化
,
 
博

士
学

位

論
文
,
 2

00
8.
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技
術

N
o
.
 

8
 

焼
結
固
化

前 処 理

 

焼
結
の
前
段
階
と
し
て
、
圧
縮
工
程
が
必
要
と
な
る
。
 

プ
ロ
セ
ス
概
要
 

粉
末
状
の
廃
棄
物
を
圧
縮
等
に
よ
り
成
形
し
、
そ
の
後

1
0
0
0
℃
程
度
で

焼
成
す
る
こ
と
で
、
固
形
化
す
る
処
理
方
法
で
あ
る
。
 

適
用
廃
棄
物
 

濃
縮
物
、
焼
却
灰
、
乾
燥
ス
ラ
ッ
ジ
な
ど
 

プ
ロ
セ
ス
フ
ロ
ー

ま
た
は
 

機
器
概
要
図
 

処 理 能 力 及 び 処 理 物 の 性 状

 

①
処
理
条
件

温
度
：
焼
成
時

1
,
0
0
0
℃
程
度

8
-
1
)  

圧
力
：
ペ
レ
ッ
ト
作
製
時

3
5
 
M
P
a
8
-
1
)
 

②
処
理
能
力

充
填
率
：
9
0
～
9
5
w
t
%
8
-
2
)
、
処
理
量
：
2
 
k
g
/
h
8
-
2
)
 

③
処
理
物
の
性
状

圧
縮
強
度
：
1
,
0
0
0
～
2
,
0
0
0
 
M
P
a8

-
2
)

固
化
体
密
度
：
3
.
5
～

5
.
5
 
t
/
m
3
 
8
-
2
)
 

耐
放
射
線
性
：
2
×

10
9
 
G
y
の

照
射
（

2
4
2
C
m
）
で
変
化
な
し

8
-
2
) 、

 

2
.5
×

10
1
7
 
G
y
の
照
射
（

2
3
8
P
u
 
8
%
ド
ー
プ
）
で
変
化
な
し

8
-
2
)

耐
熱
性
：
－
 

核
種
浸
出
率
：
 

5×
10

-
8
～
5
×
1
0
-
6
 g
/c
m
2 /
d
 
（

P
u
、
室
温
条
件
）

8
-
2
)
 

2×
10

-
4
 
g/
cm

2
/
d
 
（
P
u
、
2
0
0
℃
、

80
気
圧
条
件
）

8
-
2
)
 

廃
棄

物
で

あ
る

飛
灰

と
添

加
物

を
ミ

キ
サ

ー
で

混
合

し
、

そ
の

後
押

し

出
し

あ
る

い
は

圧
縮

に
よ

り
ペ

レ
ッ

ト
化

し
て

い
る

。
製

作
し

た
ペ

レ

ッ
ト

を
空

気
中

あ
る

い
は

乾
燥

機
で

乾
燥

し
、

電
気

窯
に

お
い

て
、

1
,
0
5
0
～

1
,
1
5
0
℃
で
焼
結
さ
せ
る
こ
と
で
固
化
体
と
す
る

8
-
1
) 。

 
適 用 性 評 価

 

①
技
術
成
熟
度
（
実
績
等
）

国
内

：
下

水
汚

泥
焼

却
灰

の
焼

成
（

一
般

廃
棄

物
）

8
-
3
,
4
)
、

セ
シ

ウ
ム

吸
着
ゼ
オ
ラ
イ
ト
の
焼
成
（
研
究
段
階
）

8
-
5
)
 

国
外
：
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
研
究
所
（
ド
イ
ツ
）

8
-
2
)
 

②
操
作
安
全
性

粉
体
を
扱
う
た
め
、
飛
散
に
よ
る
汚
染
の
可
能
性
あ
り
 

加
熱
す
る
た
め
、
潜
在
的
な
火
災
リ
ス
ク
あ
り
 

③
保
守
性

加
熱
を
す
る
た
め
、
設
備
維
持
費
や
燃
料
費
等
が
発
生
す
る
。
 

特
記
事
項
 

技
術
固
有
の
課
題
：
固
化
体
作
製
時
の

C
s
な
ど
の
核
種
の
移
行
率
評
価

④
二
次
廃
棄
物
発
生
量

－
 

⑤
事
故
廃
棄
物
特
有
事
項
（
有
害
物
、
有
機
物
等
）
に
対
す
る
適
用
性

加
熱
処
理
の
た
め
、
有
機
物
等
は
分
解
で
き
る
。
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参
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文
献
 

8
-
1
)
 
福
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支
援
本
部
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支
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部
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土
壌
の
原
位
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加
熱
に
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性
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能
性
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検
討
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E
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02
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田
貞
弘
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放
射
性
廃
棄
物
処
理
処
分
に
関
す
る
研
究
開
発
,
 
産
業
技
術
出
版
, 
1
9
8
3
,
 
6
3
2
p
.
 

8
-
3
)
 
高
橋
秀
典
ほ
か
,
 
下
水
汚
泥
の
焼
却
灰
を
焼
結
し
た
赤
レ
ン
ガ
の
黒
芯
の
生
成
機
構
,
 
J
.
 
S
o
c.
 
M
a
t
.
 
S
c
i
.
 
J
a
p
a
n
,
 V
ol
.4
6,
 N
o
.7
 1
99
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p
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38
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-
4
)
 
原
圭
史
郎
ほ
か
,
 
東
京
都
区
部
の
下
水
汚
泥
処
理
・
再
資
源
化
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
分
析
,
 
環
境
シ
ス
テ
ム
研
究
論
文
集

V
o
l
.
3
0
,
 2
0
02
, 
pp
.3
71
-
37
8.
 

8
-
5
)
 
三
村
均
ほ
か
,
 
(
1
)
ゼ
オ
ラ
イ
ト
に
よ
る
放
射
性
核
種
の
選
択
的
分
離
・
固
化
,
 
J
.
 
I
ON
 
E
X
C
H
A
N
G
E
,
 
V
o
l
.
2
2
, 
No
.3
,
 2
01
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 p
p.
9
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技
術

N
o
.
 

9
 

水
熱
固
化

オ
ー
ト
ク
レ
ー
ブ
へ
の
廃
棄
物
の
充
填

プ
ロ
セ
ス
概
要
 

廃
棄

物
と

ア
ル

カ
リ

溶
液

を
オ

ー
ト

ク
レ

ー
ブ

と
呼

ば
れ

る
密

閉
容

器

に
封
入
し
、
水
熱
条
件
下
で
廃
棄
物
を
結
晶
化
さ
せ
る
方
法
で
あ
る
。

適
用
廃
棄
物
 

廃
溶
媒
、
焼
却
灰
 

①
処
理
条
件

プ
ロ
セ
ス
フ
ロ
ー

ま
た
は
 

機
器
概
要
図
 

温
度
：
3
0
0
～
3
5
0
℃

9
-
1
)
 

圧
力
：
2
0
～
3
0
 
M
P
a
9
-
1
)
 

②
処
理
能
力

焼
却
灰
の
固
化
試
験
に
お
け
る
条
件

9
-
2
) （

そ
の
他
の
例
は
別
表

9
-
1
参
照

9
-
3
)
）
 

温
度
：
3
0
0
℃
、
圧
力
：
2
8
 
M
P
a
、
処
理
時
間
：
8
 
h
/
b
a
t
c
h
 

処
理
量
：
2
 
k
g
/
b
a
t
c
h
 

③
処
理
物
の
性
状

圧
縮
強
度
：
1
2
0
～
2
0
0
 
M
P
a
（
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
模
擬
物
）

9
-
1
)
 

そ
の
他
の
廃
棄
物
は
別
表

9
-
2
参
照

9
-
2
,
3
)  

固
化
体
密
度
：
別
表

9
-
2
参
照

9
-
2
,
3
)
 

耐
放
射
線
性
：
別
表

9
-
2
参
照

9
-
2
,
3
)
 

耐
熱
性
：
別
表

9
-
2
参
照

9-
2
,
3
)
 

核
種
浸
出
率
：
別
表

9
-
2
参
照

9
-
2
,
3
)
 

対
象

廃
棄

物
と

ア
ル

カ
リ

溶
液

を
オ

ー
ト

ク
レ

ー
ブ

に
封

入
し

、
圧

力

容
器

外
部

か
ら

内
部

蒸
気

圧
よ

り
も

高
い

圧
力

で
機

械
的

に
加

圧
す

る

こ
と

に
よ

り
、

粒
子

間
隙

に
存

在
す

る
水

を
圧

縮
容

器
内

に
あ

る
水

の

逃
げ

場
へ

搾
り

出
し

緻
密

化
さ

せ
る

と
同

時
に

、
熱

水
の

作
用

に
よ

り

粉
末

粒
子

間
を

結
合

さ
せ

、
廃

棄
物

を
結

晶
化

さ
せ

る
こ

と
で

機
械

的

強
度
の
高
い
成
形
体
を
作
成
す
る
技
術
で
あ
る
。

9
-
1
)
 

①
技
術
成
熟
度
（
実
績
等
）

高
知
大
学
：
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
模
擬
物
（
研
究
段
階
）

9
-1
)
 

三
井
造
船
：
焼
却
灰
（
工
学
試
験
段
階
）

9
-
2
)

J
A
E
A
：
3
0
 
m
m
φ
及
び

1
0
0
 
m
m
φ
規
模

9
-
3
)
 

②
操
作
安
全
性

高
温
処
理
の
た
め
、
火
災
な
ど
の
潜
在
的
リ
ス
ク
が
高
い
が
、
危
険
物
使
用
な
し
。 

③
保
守
性

加
熱
す
る
た
め
燃
料
費
な
ど
が
か
か
り
処
理
コ
ス
ト
が
高
い
。
 

高
温
、
高
圧
処
理
で
あ
る
た
め
設
備
の
建
設
・
維
持
に
か
か
る
コ
ス
ト
も
高
い
。
 

④
二
次
廃
棄
物
発
生
量

特
記
事
項
 

技
術
固
有
の
課
題
：
固
化
体
作
製
時
の

C
s
な
ど
の
核
種
の
移
行
率
評
価
、

固
化
処
理
条
件
の
調
査
 

処
理
を
行
う
こ
と
で
、
処
理
設
備
の
耐
熱
物
な
ど
の
二
次
廃
棄
物
が
発
生
。
 

⑤
事
故
廃
棄
物
特
有
事
項
（
有
害
物
、
有
機
物
等
）
に
対
す
る
適
用
性

加
熱
処
理
の
た
め
、
有
機
物
等
は
分
解
で
き
る
。
 

密
閉
系
で
あ
る
た
め
、
揮
発
性
核
種
が
揮
散
し
な
い
。
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別
表

9
-
1
 
水
熱
固
化
処
理
条
件

9
-
3
)  

対
象
廃
棄
物
 

処
理
条
件
 

充
填
率
 

(
wt
%)
 

減
容
比
 

温
度
（
℃
）

圧
力
(
M
P
a
)

反
応
時
間
 

固
化
助
剤
 

ア
ル
カ
リ
 

硝
酸

塩
含
有
廃
液
 

（
30
φ
×

30
 m
m）

 
2
5
0
 

約
3
0
 

2
0
～
6
0
分
 

ガ
ラ
ス
系
材
料
 

N
a
O
H
 

－
 

－
 

ス
ラ
ッ
ジ
廃
液
 

（
30
φ
×

30
 m
m）

 
2
5
0
 

約
3
0
 

2
0
～
6
0
分
 

シ
ラ
ス
 

N
a
O
H
 

－
 

－
 

P
bI

2
廃
液
 

（
30
φ
×

30
 m
m）

 
2
5
0
 

約
3
0
 

2
0
～
6
0
分
 

シ
ラ
ス
 

A
l
(
O
H
)
3 

－
 

－
 

焼
却
灰
 

（
20
φ
×

20
 m
m）

 
3
00
 

約
3
5 

2
0
分
 

S
iO

2
 

(
25
 w
t%
) 

5
N 
Na
OH
 

(
10
0 
mL
/k
g)
 

－
 

4
.5
 

ヨ
ウ

素
フ
ィ
ル
タ
 

（
20
φ
×

20
 m
m）

 
3
00

 
約

3
5 

2
0
分

 
な
し
 

B
a(
OH
)
2・

8H
2O
 

(
20
0 
g/
kg
) 

－
 

1
.7
 

シ
リ
カ
ゲ
ル
（
S
T
）
 

（
20
φ
×

20
 m
m）

 
3
00

 
約

3
5 

2
0
分

 
な
し
 

C
a(
OH
)
2 

(
0.
5 
kg
/k
g)
 

－
 

1
.1
 

シ
リ
カ
ゲ
ル
（
K
r
）
 

（
20
φ
×

20
 m
m）

 
3
00
 

約
3
5 

2
0
分

 
な
し
 

C
a(
OH
)
2 

(
0.
5 
kg
/k
g)
 

－
 

1
.0
5 

廃
A
gS
 

（
2
0
φ
×

20
程
度
 
m
m
）
 

3
00
～

35
0 

約
3
5 

2
0
分

 
バ
イ
ン
ダ
 

(
0.
25
 g
/g
-廃

A
gS
) 

C
a(
OH
)
2 

(
0.
3～

0
.5
 g
/
g-
廃

Ag
S)

－
 

1
.1
4 

廃
A
gA
 

（
2
0
φ
×

20
程
度
 
m
m
）
 

3
00
～

35
0 

約
3
5 

2
0
分

 
－
 

C
a(
OH
)
2 

(
0.
3～

0
.5
 g
/
g-
廃

Ag
A)

－
 

0
.9
4 

低
レ
ベ
ル
廃
液
乾
燥
粉
体
 

（
2
0
φ
×

30
程
度
 
m
m
）
 

2
50
 

約
2
5 

2
0
分
 

ホ
ウ
ケ
イ
酸
ガ
ラ
ス

(
39
 w
t%
) 

ア
ル
カ
リ
溶
液
 

(
26
 w
t%
) 

3
5 

－
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別
表

9
-
1
 

水
熱
固
化
処
理
条
件

9
-
3
) （

続
き

）
 

対
象
廃
棄
物
 

処
理

条
件

 
充
填
率
 

(
wt

%)
 

減
容
比
 

温
度
（
℃

）
圧

力
(
M
P
a
)

反
応

時
間

 
固

化
助

剤
 

ア
ル
カ
リ
 

廃
活
性
炭
 

（
2
0
φ
×

30
程
度
 
m
m
）
 

3
00
 

約
3
5 

2
0
分
 

ホ
ウ

ケ
イ

酸
ガ

ラ
ス

(
83

 w
t%

) 

ア
ル
カ
リ
溶
液
 

(
7 

wt
%)
 

1
0 

－
 

廃
砂
 

（
2
0
φ
×

30
程
度
 
m
m
）
 

3
00
 

約
3
5 

2
0
分
 

ホ
ウ

ケ
イ

酸
ガ

ラ
ス

(
53

.5
 w

t%
) 

ア
ル
カ
リ
溶
液
 

(
16

.5
 w

t%
) 

3
0 

－
 

廃
シ
リ
カ
ゲ
ル
 

（
1
0
0
 
m
m
φ
）
 

3
0
0
 

2
5
 

1
時
間
 

－
 

B
a(
OH
)
2・

8H
2O
 

(
12

 w
t%

) 
7
4 

1
.3

2 

模
擬

低
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
 

核
種

除
去

ス
ラ
ッ
ジ
（
1
0
0
 m
m
φ
）
 

3
0
0 

2
5 

1
時
間
 

シ
リ

カ
ゲ

ル
、
ケ

イ
砂

ア
ン

ス
ラ

サ
イ

ト
、
砂

N
aO

H 
－

 
3
.3
 

F
e
2
O
3(
95

 w
t%
)
 

4
0
0 

2
00

(H
IP

) 
1
時
間
 

－
 

－
 

9
5 

5
.
2 

 
4
00
 

2
00
(H
IP
) 

1
時

間
 

－
 

N
aO
H(
2.
5 
wt
%
) 

9
5 

6
.1
 

F
e
2
O
3(
99

 w
t%
)
 

6
0
0 

2
00

(H
IP

) 
1
時
間
 

－
 

－
 

9
9 

5
.
2 

A
gI
 

4
00
 

2
00
(H
IP
) 

1
時

間
 

－
 

－
 

9
5 

1
.4
 

鉄
沈
殿
ス
ラ
ッ
ジ
 

4
0
0
 

2
0
0
(
H
I
P
)
 

1
時
間

 
－
 

－
 

9
5
 

1
.
7
 

A
gX
（

30
φ
×
4
9 

mm
）
 

4
00
 

5
0～

1
00
 

－
 

－
 

－
 

6
6.

7～
1
0
0

2
.0

4～
3
.
0
8
 

A
gZ
（

30
φ
×
7
1 

mm
）
 

4
00
 

5
0～

1
00
 

－
 

－
 

－
 

6
6.

7～
1
0
0

1
.4

5～
1
.
7
8
 

A
g
S（

3
0φ

×
4
0.

0～
5
0.

2 
m
m）

 
4
00
 

5
0～

1
00
 

－
 

－
 

－
 

6
6.

7～
1
0
0

1
.7

1～
2
.
1
5
 

炭
酸

吸
収
ト
バ
モ
ラ
イ
ト
 

（
3
0φ

×
10

0 
m
m
）
 

4
0
0
 

5
0
～
1
0
0
 

－
 

－
 

－
 

6
6
.
7
～
1
0
0

2
.
3
5
～
2
.
9
3
 

焼
却
灰
 

4
0
0
 

2
0
0
(
H
I
P
)
 

1
時

間
 

－
 

N
a
O
H(
0
～
1
 
w
t
%
)
 

9
5
 

4
.
1
5
～
4
.
1
7
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別
表

9
-
1
 

水
熱

固
化

処
理

条
件

9
-
3
) （

続
き

）
 

対
象

廃
棄

物
 

処
理

条
件

 
充
填
率
 

(
wt

%)
 

減
容
比
 

温
度

（
℃

）
圧

力
(
M
P
a
)

反
応

時
間

 
固

化
助

剤
 

ア
ル
カ
リ
 

模
擬

廃
溶

媒
処

理
残

渣
 

4
0
0
 

2
0
0
(
H
I
P
)
 

1
時

間
 

－
 

N
a
O
H(
0
～
1
 
w
t
%
)
 

9
5
 

3
.
6
4
～
3
.
9
8
 

放
射
性
焼
却
灰
（
2
0
φ
×
約

3
0
 
m
m
）
 

3
0
0
 

3
5
 

2
0
分

 
ガ

ラ
ス

添
加

剤
(
1
5
 
w
t
%
)
 

N
a
O
H
(
1
0
 
w
t
%
) 

7
5 

－
 

乾
留
分
解
生

成
物

（
リ

ン
酸

塩
粉

末
）

 

焼
却
灰

（
5
0
φ

×
1
0
0
 
m
m
）

 
3
0
0
～

3
3
0
 

3
5
 

3
0
分

 
ガ

ラ
ス

添
加

剤
(
1
5
 
w
t
%
) 

N
aO

H(
10

 w
t%
) 

7
5 

－
 

乾
留
分
解
生

成
物

（
リ

ン
酸

塩
粉

末
）

 

焼
却
灰

（
1
8
0
φ

×
3
6
0
 
m
m
）

 
3
3
0
 

3
5
 

6
0
分

 
ガ

ラ
ス

添
加

剤
(
1
5
 
w
t
%
) 

N
aO

H(
10

 w
t%
) 

7
5 

－
 

焼
却
灰
（
2
5
0
φ
×
3
7
0
 
m
m
）
 

2
5
0
～

3
0
0
 

3
5
 

1
2
0
分

 
ガ

ラ
ス

添
加

剤
(
1
5
 
w
t
%
) 

N
aO

H(
10

 w
t%
) 

7
5 

－
 

乾
留
分
解
生

成
物

（
リ

ン
酸

塩
粉

末
）

 

（
25

0φ
×
3
7
0 

m
m）

 
25
0
～

3
0
0 

35
 

1
20

分
 

ガ
ラ

ス
添

加
剤

(
1
6
 
w
t
%
)
 

N
aO

H(
10

 w
t%
) 

7
4 

－
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別
表

9
-
2
 
水
熱
固
化
体
特
性

9
-
2
,
3
)
 

対
象
廃
棄
物
 

減
容
比
 

圧
縮
強
度
(
M
P
a
)
 

密
度
(
t
/
m
3
)
 

耐
放
射
線

性
 

耐
熱
性
 

浸
出
率
(
g
/
c
m
2
/
d)
 

硝
酸
塩
含
有
廃
液
 

（
30
φ
×

30
 m
m）

 
－
 

>
5
0
0
 

－
 

問
題
な
し
 

>
6
0
0
℃
で
ひ
び
割
れ
 

8
0
0
℃
ま
で
着
火
せ
ず
 

3
.3
×

10
-
6
 

ス
ラ
ッ
ジ
廃
液
 

（
30
φ
×

30
 m
m）

 
－

 
>
5
0
0
 

－
 

問
題
な
し
 

>
6
0
0
℃
で
ひ
び
割
れ
 

8
0
0
℃
ま
で
着
火
せ
ず
 

3
.3
×

10
-
5
 

P
bI

2
廃
液
 

（
30
φ
×

30
 m
m）

 
－

 
>
5
0
0
 

－
 

問
題
な
し
 

>
6
0
0
℃
で
ひ
び
割
れ
 

8
0
0
℃
ま
で
着
火
せ
ず
 

3
.3
×

10
-
5
 

焼
却
灰
（
2
0
φ
×
2
0
 
m
m
）
 

4
.
5
 

約
3
6
 

約
1
.
8
 

良
好
 

良
好

 
1
0
-
6
(R
u,
Cs
) 

ヨ
ウ
素
フ
ィ
ル
タ
（

2
0
φ

×
2
0
 m
m）
 

1
.7
 

約
2
0 

約
2
.1
 

良
好

 
良
好

 
1
0
-
5 

シ
リ
カ
ゲ
ル
（
S
T
）
 

（
20
φ
×

20
 m
m）

 
1
.1
 

約
2
7 

約
1
.2
 

良
好

 
良
好

 
浸
出
性
は
時
間
比
例
 

浸
出
率
は
低
下
 

シ
リ
カ
ゲ
ル
（
K
r
）
 

（
20
φ
×

20
 m
m）

 
1
.0
5 

約
6
4 

約
1
.1
 

良
好

 
良
好

 
浸
出
性
は
時
間
比
例
 

廃
A
gS
 

（
2
0
φ
×

20
程
度
 
m
m
）
 

1
.1
4 

約
3
3 

1
.4
2 

－
 

良
好

 

2
.3
6×

1
0
-
5
(S
i
) 

1
.1
9×

1
0
-
5
(C
a
) 

<
3.
37
×

10
-
7
(A
g)
 

3
.3
7×

1
0
-
6
(I
) 

廃
A
gA
 

（
2
0
φ
×

20
程
度
 
m
m
）
 

0
.9
4 

約
2
3 

1
.9
1 

－
 

良
好

 

7
.9
6×

1
0
-
6
(A
l
) 

7
.3
9×

1
0
-
5
(C
a
) 

<
3.
41
×

10
-
7
(A
g)
 

<
1.
17
×

10
-
6
(I
) 
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別
表

9
-
2
 
水
熱
固
化
体
特
性

9
-
2
,
3
)
（
続
き
）
 

対
象
廃
棄
物
 

減
容
比
 

圧
縮
強
度
(
M
P
a
)
 

密
度
(
t
/
m
3
)
 

耐
放
射
線

性
 

耐
熱
性
 

浸
出
率
(
g
/
c
m
2
/
d)
 

低
レ
ベ
ル
廃
液
乾
燥
粉
体
 

（
2
0
φ
×

30
程
度
 
m
m
）
 

－
 

約
2
6
 

約
1
.
9
8
 

－
 

－
 

－
 

廃
活
性
炭
 

（
2
0
φ
×

30
程
度
 
m
m
）
 

－
 

約
2
9
 

約
1
.
9
9
 

－
 

－
 

－
 

廃
砂
 

（
2
0
φ
×

30
程
度
 
m
m
）
 

－
 

約
1
9
 

約
1
.
8
9
 

－
 

－
 

－
 

廃
シ
リ
カ
ゲ
ル
 

（
1
0
0
 
m
m
φ
）
 

1
.3
2 

1
0.

3 
1
.3
 

－
 

－
 

2
.4
×

10
-
4
 

模
擬
低
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
 

核
種
除
去
ス
ラ
ッ
ジ
（
1
0
0
 m
m
φ
）
 

3
.3
 

9
9.
4 

－
 

－
 

－
 

－
 

F
e
2
O
3(
95

 w
t%
) 

5
.2
 

－
 

3
.7
3 

－
 

－
 

－
 

 
6
.1
 

－
 

4
.4
0 

－
 

－
 

－
 

F
e
2
O
3(
99

 w
t%
) 

5
.2
 

－
 

3
.7
5 

－
 

－
 

－
 

A
gI
 

1
.4
 

－
 

4
.8
9 

－
 

－
 

－
 

鉄
沈
殿
ス
ラ
ッ
ジ
 

1
.
7
 

－
 

2
.
2
3
 

－
 

－
 

－
 

A
gX
（

30
φ
×
4
9 

mm
）
 

2
.0

4～
3
.0
8 

2
3.

1～
1
07
.5
 

2
.0
3～

2
.9

9 
－
 

－
 

－
 

A
gZ
（

30
φ
×
7
1 

mm
）
 

1
.4

5～
1
.7
8 

1
1.

5～
3
9.
5 

1
.1

5～
1
.4
3 

－
 

－
 

－
 

A
gS
（

30
φ
×
4
0.

0～
5
0.

2 
m
m）

 
1
.7

1～
2
.1
5 

1
9
.
0～

5
2.
2 

1
.1

1～
1
.4
3 

－
 

－
 

－
 

炭
酸
吸
収
ト
バ
モ
ラ
イ
ト
 

（
30
φ
×

10
0 
m
m）

 
2
.3
5～

2
.9
3 

6
8.
0～

8
8.
5 

1
.2
7～

1
.9
4 

－
 

－
 

－
 

焼
却
灰
 

4
.
1
5
～
4
.
1
7
 

1
7
.
2
～
4
7
.
7
 

1
.
7
5
～
1
.
7
6
 

－
 

－
 

－
 

 

JAEA-Review 2017-015

- 65 -



 

 

別
表

9
-
2
 

水
熱
固
化
体
特
性

9
-
2
,
3
)
（
続
き
）

 
対
象
廃
棄
物
 

減
容
比
 

圧
縮
強
度
(
M
P
a
)
 

密
度
(
t
/
m
3
)
 

耐
放
射
線
性
 

耐
熱
性
 

浸
出
率
(
g
/
c
m
2
/
d)
 

模
擬
廃
溶
媒
処
理
残
渣
 

3
.
6
4
～
3
.
9
8
 

3
1
.
6
～
3
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の
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封
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棄

物
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成
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の

形
成

過
程
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温
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圧

条
件

下
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理
す
る
こ
と
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よ
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化
体
を
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す
る
手
法
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あ
る
。
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用
廃
棄
物
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吸
着
材
 

①
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理
条
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プ
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ス
フ
ロ
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0
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℃
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②
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w
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w
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w
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③
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縮
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、

2.
59
 t
/m

3
 
1
0
-
5
)

耐
放

射
線

性
：

密
度

；
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膨
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熱
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熱
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℃
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ヨ
ウ
素
）、

6
.
8
×

1
0
-
8
 g
/c
m
2
/
d
（
ケ
イ
素
）

1
0
-
8
)
 

数
10
0
～
2
,
0
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℃
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。
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①
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績
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参
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潜
在
的
リ
ス
ク
が
高
い
が
、
危
険
物
使
用
な
し
 

③
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。
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高
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④
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項
 

技
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有
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作
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熱
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熱
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。
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概
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①
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℃

1
1
-
2
)
 

圧
力
：
1
7
7
～
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②
処
理
能
力

減
容
率
：
1
/
1
0
～

1
/
7
1
1
-
1
)
 

東
京
電
力
（
福
島
第
一
、
3
35
 k
g
/h
）
1
1
-
4
)
日
本
原
子
力
発
電
（
東
海
第
二
、
2
00
 k
g
/h
）

1
1
-
4
)
、

米
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
（
マ
ウ
ン
ド
研
究
所
、
充
填
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設
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っ
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縮
成
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固

化
体
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と

す
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方
法

で
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を
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⑤
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状
，
保
健
物
理
，
V
o
l
.
1
9
，
1
9
8
4
.
p
p
.
3
7
5
-
3
8
5
.
 

1
1-
2)
 L
.
 R
. 
D
ol
e,
 O
V
ER
VI
EW
 O
F
 T
HE
 A
P
PL
IC
AT
IO
NS
 O
F 
CE
ME
NT
-B
AS
ED
 I
M
MO
BI
LI
ZA
TI
ON
 T
H
EC
HN
OL
OG
IE
S
 D
E
VE
LO
PE
D 
A
T 
U.
S.
DO
E 
F
AC
IL
IT
IE
S,
 U
.S
.D
OE
 

C
ON
F-

85
03

14
—
62

, 
19

85
. 

1
1
-
3
)
 
原
子
力
機
構
 
福
島
技
術
本
部
：
平
成

2
3
年
度
除
染
技
術
実
証
事
業
（
環
境
省
受
託
事
業
）
報
告
書
，
付
録

2
 
個
別
試
験
結
果
と
評
価
詳
細
，
2-
6
 
株
式
会
社
 
鴻

池
組
，
2
0
1
2
.
 

1
1
-
4
)
 
(
社

)
日
本
原
子
力
産
業
会
議
,
 
放
射
性
廃
棄
物
管
理
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

19
9
4
年
版

,
 
1
9
9
4
,
 
2
7
6
p
.
 

1
1
-
5
)
 
阪
田
貞
弘
ほ
か
,
放
射
性
廃
棄
物
処
理
処
分
に
関
す
る
研
究
開
発
,
 
産
業
技
術
出
版
,
 
1
9
8
3
,
 
6
3
2
p
. 

1
1
-
6
)
 （

独
）
原
子
力
安
全
基
盤
機
構
 
廃
棄
物
燃
料
輸
送
安
全
部
,
 
ペ
レ
ッ
ト
・
グ
ラ
ニ
ュ
ー
ル
固
化
体
及
び
ペ
レ
ッ
ト
固
化
体
に
係
る
廃
棄
確
認
方
法
に
つ
い
て
（
改
訂

2）
, 

JN
ES

-S
S
09

02
, 

20
09
. 
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．
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．
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固
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This is a blank page. 



技
術

N
o
.
 

1
2

モ
ル
タ
ル
充
填
固
化

前 処 理

 

水
素
発
生

に
よ
っ
て
固

化
体
が
膨
張

し
て
強
度
が

低
下
す
る
た
め
、
廃
棄
体
中

の
水
素
発
生
物
質
（
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
ど
）
は

4
0
 w
t
%
以
下
に
す
る
必
要
が
あ

る
1
2
-
1
)
。

セ
ル
ロ
ー

ス
が
大
量
に

含
ま
れ
て
い

る
と
放
射
性

物
質
の
溶
解
度
が
上
昇
す
る

た
め
廃
棄
体
中
の
セ
ル
ロ
ー
ス
量
を

0
.
5
 w
t
%
以
下
に
す
る
必
要
が
あ
る

1
2
-
1
) 。

 

プ
ロ
セ
ス
概
要
 

セ
メ
ン
ト
が
水
と
反
応
し
硬
化
す
る
性
質
を
利
用
し
、
廃
棄
物
を
固
化
し

閉
じ
込
め
る
技
術
で
あ
る
。
 

適
用
廃
棄
物
 

金
属
、
保
温
材
、
フ
ィ
ル
タ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
、

塩
化
ビ
ニ
ル
製
品
、
土
砂
、
溶
融
体
、
圧
縮
体
な
ど

12
-
1
)
 

プ
ロ
セ
ス
フ
ロ
ー

ま
た
は
 

機
器
概
要
図
 

処 理 能 力 及 び 処 理 物 の 性 状

 

①
処
理
条
件

温
度
：
常
温
 

圧
力
：
常
圧
 

②
処
理
能
力

－
 

③
処
理
物
の
性
状

圧
縮
強
度
：
別
表

1
2
-
1
参
照

1
2
-
1
)
 

固
化
体
密
度
：
－
 

耐
放
射
線
性
：
セ
メ
ン
ト
混
練
固
化
参
照
 

耐
熱
性
：
セ
メ
ン
ト
混
練
固
化
参
照
 

核
種
浸
出
率
：
セ
メ
ン
ト
混
練
固
化
参
照
 

セ
メ
ン
ト
、
混
練
水
等
を
外
部
ミ
キ
サ
ー
で
混
練
し
、
廃
棄
物
を
充
填
し

た
容
器
（
ド
ラ
ム
缶
等
）
へ
注
入
し
て
廃
棄
体
と
す
る
。
 

適 用 性 評 価

 

①
技
術
成
熟
度
（
実
績
等
）

国
内
外
の
原
子
力
施
設
に
対
す
る
実
績
多
数
 

詳
細
は
別
表

1
2
-
2
参
照
 

②
操
作
安
全
性

常
温
・
常
圧
で
の
操
作
で
あ
り
、
危
険
物
も
使
用
し
な
い
た
め
安
全
性
は
高
い
。 

③
保
守
性

加
熱
な
ど
の
操
作
が
不
要
の
た
め
、
装
置
が
簡
易
で
あ
り
、
保
守
性
は
高
い
。
 

特
記
事
項
 

国
内
ラ
イ
セ
ン
ス
あ
り
（
普
通
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
、
早
強
ポ
ル
ト

ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
、
超
早
強
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
、
中
庸
熱
ポ
ル
ト

ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
、
耐
硫
酸
塩
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
、
高
炉
ス
ラ
グ

セ
メ
ン
ト
（
A
種
、
B
種
、
C
種
）
）

1
2
-
2
) 、

技
術
固
有
の
課
題
：
混
練
時
に

混
和

材
料

を
添

加
す

る
場

合
が

あ
る

。
（

詳
細

は
セ

メ
ン

ト
混

練
固

化
の

別
表

1
-
2
参
照
）
 

④
二
次
廃
棄
物
発
生
量

－
 

⑤
事
故
廃
棄
物
特
有
事
項
（
有
害
物
、
有
機
物
等
）
に
対
す
る
適
用
性

－
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別
表

1
2
-
1
 
モ
ル
タ
ル
充
填
固
化
体
の
一
軸
圧
縮
強
度

1
2
-
1
)
 

対
象
廃
棄
物
 

収
納
容
器
 

一
軸
圧
縮
強
度
（
M
P
a
）

金
属
類
 

ド
ラ
ム
缶
 

2
7
.
2
4

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
 

内
籠
容
器
 

2
9
.
7
9

ド
ラ
ム
缶
 

2
9
.
4
0

圧
縮
体
 

ド
ラ
ム
缶
 

3
0
.
9
7

溶
融
体
 

ド
ラ
ム
缶
 

3
1
.
4
6
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別
表

1
2
-
2
 
国
内
外
の
モ
ル
タ
ル
充
填
固
化
施
設

1
2
-
2
,
3
,
4
)
 

国
名
 

サ
イ
ト
 

対
象
廃
棄
物
 

プ
ロ
セ
ス
 

処
理
能
力
 

日
本
 

女
川
原
子
力
発
電
所
 

発
電
所
廃
棄
物
 

－
 

－
 

福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
 

発
電
所
廃
棄
物

－
 

－
 

福
島
第
二
原
子

力
発
電
所
 

発
電
所
廃
棄
物

－
 

－
 

浜
岡
原
子
力
発

電
所
 

発
電
所
廃
棄
物

－
 

－
 

島
根
原
子
力
発

電
所
 

発
電
所
廃
棄
物

－
 

－
 

東
海
第
二
発
電

所
 

発
電
所
廃
棄
物

－
 

－
 

敦
賀
発
電
所
 

発
電
所
廃
棄
物

－
 

－
 

志
賀
原
子
力
発

電
所
 

発
電
所
廃
棄
物

－
 

－
 

泊
発
電
所
 

発
電
所
廃
棄
物

－
 

－
 

美
浜
発
電
所
 

発
電
所
廃
棄
物

－
 

－
 

大
飯
発
電
所
 

発
電
所
廃
棄
物

－
 

－
 

伊
方
発
電
所
 

発
電
所
廃
棄
物

－
 

－
 

玄
海
原
子
力
発

電
所
 

発
電
所
廃
棄
物

－
 

－
 

川
内
原
子
力
発

電
所
 

発
電
所
廃
棄
物

－
 

－
 

東
海
発
電
所
 

発
電
所
廃
棄
物

－
 

－
 

フ
ラ
ン
ス
 

C
O
G
E
M
A
（
現

A
R
E
V
A
）
(
マ
ル
ク
ー
ル
)
 

固
体
廃
棄
物
 

－
 

6
 
m
3
/
d

ラ
・
ア
ー
グ
 

固
体
廃
棄
物
 

－
 

4
 
m
3
/
d

ラ
・
マ
ン
シ
ェ

中
央
貯
蔵
施
設

1
号
 

圧
縮
物
 

イ
ン
ド
ラ

ム
固
化
 

2
0
 
m
3
/d

前
処
理
済
廃
棄
物
 

充
填
固
化
 

2
0
 
m
3
/d
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参
考
文
献
 

1
2
-
1
)
 
北
海
道
電
力
・
東
北
電
力
・
東
京
電
力
・
中
部
電
力
・
北
陸
電
力
・
関
西
電
力
・
中
国
電
力
・
四
国
電
力
・
九
州
電
力
・
日
本
原
子
力
発
電

,
 
充
填
固
化
体
の
標
準

的
な
製
作
方
法
（
改
訂

4
版
）
,
 
2
0
0
6
.
 

1
2-
2)
 
(独

）
原
子
力
安
全
基
盤
機
構
 
規
格
基
準
部
,
 
均
質
・
均
一
固
化
体
及
び
充
填
固
化
体
の
廃
棄
の
た
め
の
確
認
方
法
に
つ
い
て
（
一
部
改
正
）
,
 J
NE
S-
SS
08
01
,
 2
00
8.
 

1
2
-
3
)
 
(
社

)
日
本
原
子
力
産
業
会
議
,
 
放
射
性
廃
棄
物
管
理
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

19
9
4
年
版
,
 
1
9
9
4
,
 
2
7
6
p
.
 

1
2-
4)
 
I
AE
A,

 C
on

di
t
io

ni
ng

 o
f 
L
ow

- 
an
d 
In
t
er
me
di
at
e-
L
ev
el
 R
ad
io
a
ct
iv
e 
Wa
st
e
s,
 T
ec
hn
ic
a
l 
Re
po
rt
s 
S
er
ie
s 
No
.2
2
2,
 1
98
3.
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技
術

N
o
.
 

1
3

ガ
ラ
ス
固
化

 
前 処 理

 

－
 

プ
ロ
セ
ス
概
要
 

ガ
ラ

ス
形

成
剤

と
廃

棄
物
を

混
合

し
て
、

加
熱

・
溶
融

し
、

冷
却
固

化

す
る
方
法
で
あ
る
。
 

適
用
廃
棄
物
 

汚
染
土
壌
、
金
属
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
ス
ラ
ッ
ジ
 

処 理 能 力 及 び 処 理 物 の 性 状

①
処
理
条
件
 

プ
ロ
セ
ス
フ
ロ
ー

ま
た
は
 

機
器
概
要
図

6-
1
)
 

 

温
度
：
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
；
1
,
1
0
0
～
1
,
2
5
0
℃

6
-
1
)
、
C
C
I
M
；
＞
3
,
0
0
0
℃

6
-
2
)
 

圧
力
：
－
 

②
処
理
物
の
性
状
 

充
填
率
：
9
～
3
0
 
w
t
%
6
-
3
)
 

処
理
量
：
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
；
別
表

6
-
2
参
照

6-
2
)
、
 

低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
；
2
5
 k
g/
h（

J
H
C
M
、
C
C
I
M
）

6
-
2
) 、

10
 L
/3
0
 m
in
(
PM
F)

6
-
4
)
 

③
処
理
物
の
性
状
 

引
張
強
度
：
5
0
 
M
P
a
6
-
3
)
 

固
化
体
密
度
：
2
.
5
～

3
.
0
 
t
/
m
3
 
6
-
3
)
 

耐
放
射
線
性
：
α
線
照
射
に
対
し
て
体
積
変
化
率

1
.
2
%
程
度

6
-
3
)
 

耐
熱
性
：
熱
膨
張
係
数
；
8
～
1
2
×
1
0-

6  
/℃

6
-
3
)
 

核
種
浸
出
率
：
1
0
-
4
 g
/c
m
2 /
d
（
ソ
ッ
ク
ス
レ
ー
浸
出
試
験
）
、
 

 
 
 
 
 
  
1
年
間
浸
漬
で
重
量
変
化
な
し

6
-
3
)  

適 用 性 評 価
 

①
技
術
成
熟
度
（
実
績
等
）
 

液
体

ま
た

は
溶

融
し

た
廃
棄

物
を

ガ
ラ
ス

原
料

と
混
合

し
、

固
化
す

る
手

法
で

あ
る
。

ガ
ラ

ス
原
料

に
は

ホ
ウ
ケ

イ
酸

系
や
リ

ン
酸

系
な
ど

が
あ

る
。

雑
固
体

廃
棄

物
へ
適

用
す

る
た
め

の
方

式
と
し

て
、

容
器
内

の
廃
棄
物
を
添
加
し
た
ガ
ラ
ス
形
成
材
と
と
も
に
溶
融
す
る

G
e
o
M
e
l
t
方

式
が
あ
る

6
-
1
0
)
。
ガ
ラ
ス
固
化
方
式
の
詳
細
は
別
表

1
3
-
1
参
照
。
 

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
：
国
内
外
で
実
績
多
数
（
詳
細
は
別
表

6
-
2
参
照

6
-
1
,
5
）
）
 

低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
：
国
外
で
実
績
あ
り
（
詳
細
は
別
表

6
-
3
参
照

6
-
2
）
）
 

②
操
作
安
全
性
 

高
温
処
理
の
た
め
火
災
等
の
潜
在
的
リ
ス
ク
が
高
い
が
、
危
険
物
の
使
用
は
な
し
。 

③
保
守
性
 

高
温

処
理

で
あ

る
た

め
、

炉
壁

の
損

傷
に

よ
る

定
期

的
な

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

や
揮

発

性
核
種
を
捕
集
す
る
オ
フ
ガ
ス
系
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
と
な
る
。
 

④
二
次
廃
棄
物
発
生
量
 

特
記
事
項
 

技
術

固
有

の
課

題
：

固
化
体

作
製

時
の

C
s
な

ど
の

核
種

の
移

行
率
評

価
、
処
理
条
件
で
の

N
a
C
l
挙
動
 

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
に
発
生
す
る
炉
壁
材
や
オ
フ
ガ
ス
系
の
フ
ィ
ル
タ
な
ど
 

⑤
事
故
廃
棄
物
特
有
事
項
（
有
害
物
、
有
機
物
等
）
に
対
す
る
適
用
性
 

加
熱
処
理
の
た
め
、
有
機
物
等
は
分
解
で
き
る
。
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別
表

1
3
-
1
 
ガ
ラ
ス
固
化
方
式
 

名
称

 
G
eo
Me
lt

Ⓡ
式

6-
1
0
)
 

 
容
器
内
ガ
ラ
ス
固
化
(
I
C
V
)
法

6
-
1
0
)
 

地
下
平
面
そ
の
場
ガ
ラ
ス
固
化
(
I
S
V
)
法

6
-
1
0
)
 

概
要
図
 

 
 

説
明
 

廃
棄

物
を

耐
熱

処
理

済
み

の
容

器
に

投
入

し
、

そ
こ

に
ガ

ラ
ス

形
成

材
と

し
て

土
等

を
投

入
す

る
。

容
器

内
に

黒
鉛

電
極

を
挿

入
し

て
オ

フ
ガ

ス
処

理
状

態
を

保
ち

な
が

ら
通

電
し

、
ジ

ュ
ー

ル
熱

で
容

器
の

内
容

物
を

溶
融

す
る

。
廃

棄
物

を
逐

次
追

加
投

入
し

、
最

終
的

に
容

器
内

に
ガ

ラ
ス

固
化

体
を

作
成

す
る

。
作

成
し

た
ガ

ラ
ス

固
化

体
を

容
器

ご
と

、
ま

た
は

容
器

か
ら
取
り
出
し
て
処
分
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
 

掘
り

返
し

た
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

の
天

井
を

取
り

外
し

、
そ

の
中

の
廃

棄
物

に
直

接
ガ

ラ
ス

形
成

材
（

土
等

）
を

投
入

す
る

。
そ

こ
に

黒
鉛

電
極

を
挿

入
し

て
オ

フ
ガ

ス
処

理
状

態
を

保
ち

な
が

ら
通

電
し

、
ジ

ュ
ー

ル
熱

で
内

容
物

を
溶

融
す

る
こ

と
で

最
終

的
に

ガ
ラ

ス
固

化
体

を
作

成
す

る
。

作
成
し
た
ガ
ラ
ス

固
化

体
は

埋
め

戻
す
。

 

実
績
 

・
セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ト
（
英
国
：
英
国
立
原
子
力
研
究
所
・
KU
R
I
O
N
）

6
-
1
1
)
 

対
象
廃
棄
物
：
マ
グ
ノ
ッ
ク
ス
燃
料
の
模
擬
ス
ラ
ッ
ジ
、
汚
染
土
壌
 

・
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
サ
イ
ト
（
米
国
:
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
ト
国
立

研
究
所
・
A
M
E
C
）

6
-
1
2
)
 

対
象
廃
棄
物
：
低
レ
ベ
ル
廃
棄

物
（
放
射
性
廃
液
）
模
擬
物
 

処
理
量
：
6
.
4
t
/
d
（

5
6
 
t
/
2
1
0
 
h
）
 

・
他
、
一
般
廃
棄
物
に
お
け
る

商
業
規
模
の
実
績
多
数

6
-
1
3
)
。
 

・
マ
ラ
リ
ン
ガ
サ
イ
ト
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
：
A
M
E
C
・
G
e
o
s
a
f
e
）

6
-
1
4
)
 

対
象

廃
棄

物
：

混
合

超
ウ

ラ
ン

廃
棄

物
（

鉄
鋼

ガ
レ

キ
、

鉛
ブ

ロ
ッ

ク
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
板
、

電
線

、
機

械
類

、
汚

染
土

壌
）

 

処
理
量
：
3
0
0
-
6
0
0
 
t
/
ピ
ッ
ト
,
1
1
 
ピ
ッ
ト
、
計
 
5
4
0
0
 
t
 

（
最
大
処
理
能
力
：
1
0
0
 
t
/
d
）
 

・
他
、
一
般
廃
棄
物

に
お

け
る

商
業

規
模

の
実

績
多

数
6
-
1
3
)
。

 

備
考
 

I
CV
 =
 I
n-
Co
n
ta
in
er
 V
it
r
if
ic
at
io
n。

 
・

ピ
ッ

ト
内

の
廃

棄
物

が
爆

発
の

恐
れ

の
あ

る
物

質
を

含
ま

な
い

こ
と

を

確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
I
S
V
 
=
 
I
n
 
s
i
t
u
 
V
i
t
r
i
f
i
c
a
t
i
o
n
。
 

 

 

      ３
．
粉
粒
体
・
液
体

廃
棄
物
の
減
容
技
術
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      ３
．
粉
粒
体
・
液
体

廃
棄
物
の
減
容
技
術
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This is a blank page. 



技
術

N
o.
 

1
4 

脱
水
処
理

前 処 理

 

脱
水
効
率
を
高
め
る
た
め
に
、
供
給
溶
液
の

p
H
調
整
や
凝
集
剤
の
添
加

を
行
う
場
合
が
あ
る
。
 

プ
ロ
セ
ス
概
要
 

ス
ラ

ッ
ジ

や
凝

集
沈

殿
物

と
水

分
を

分
離

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

減
容

し
、
固
化
体
化
処
理
に
適
し
た
性
状
と
す
る
処
理
方
法
で
あ
る
。
 

適
用
廃
棄
物
 

ス
ラ
ッ
ジ
、
凝
集
沈
殿
物
 

プ
ロ
セ
ス
フ
ロ
ー

ま
た
は
 

機
器
概
要
図

14
-
3
)

処 理 能 力 及 び 処 理 物 の 性 状

 

①
処
理
条
件

処
理
方
式
に
よ
っ
て
異
な
る
。
 

詳
細
は
別
表

1
4
-
1
参
照

1
4
-
1
,
2
,
3
,
4
)
 

②
処
理
能
力

処
理
方
式
に
よ
っ
て
異
な
る
。
 

詳
細
は
別
表

1
4
-
1
参
照

1
4
-
1
,
2
,
3
,
4
)
 

③
処
理
物
の
性
状

処
理
方
式
に
よ
っ
て
異
な
る
。
 

詳
細
は
別
表

1
4
-
1
参
照

1
4
-
1
,
2
,
3
,
4
)
 

上
図

は
、

回
転

真
空

炉
に
よ

る
脱

水
処
理

を
示

し
た
も

の
で

あ
る
。

回

転
ド

ラ
ム

内
を

減
圧

し
、
ド

ラ
ム

表
面
の

ろ
布

に
よ
っ

て
固

形
分
と

液

体
分

を
分

離
す

る
。

脱
水
処

理
方

法
に
は

、
他

に
、
加

圧
ろ

過
、
遠

心

分
離

、
凍

結
融

解
な

ど
の
方

式
が

あ
り
、

用
途

に
よ
っ

て
適

し
た
も

の

が
選

択
さ

れ
る

。
脱

水
方

式
の

詳
細

に
つ

い
て

は
別

表
1
4-
1

参
照

1
4
-
1
,
2
,
3
,
4
)
。

 

適 用 性 評 価

 

①
技
術
成
熟
度
（
実
績
等
）

一
般
産
業
に
て
多
数
の
導
入
実
績
あ
り
。
 

原
子
力
産
業
で
は
一
部
の
方
式
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
 

詳
細
は
別
表

1
4
-
1
参
照

1
4
-
1
,
2
,
3
,
4
)
。

 

②
操
作
安
全
性

常
温
で
の
操
作
で
あ
り
、
危
険
物
も
使
用
し
な
い
た
め
安
全
性
は
高
い
。 

③
保
守
性

・
加
圧
形
式
や
回
転
形
式
が
あ
り
、
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
。 

・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
自
動
化
可
能
な
形
式
も
存
在
す
る
。
 

特
記
事
項
 

技
術

固
有

の
課

題
：

脱
水
効

率
を

高
め
る

た
め

に
凝
集

剤
を

添
加
す

る

場
合
が
あ
る
、
凝
集
剤
の
種
類
に
つ
い
て
は
別
表

1
4
-
2
参
照

1
4
-
5
)
 

④
二
次
廃
棄
物
発
生
量

ろ
布
、
回
転
に
よ
る
摩
耗
物
、
洗
浄
水
な
ど
 

⑤
事
故
廃
棄
物
特
有
事
項
（
有
害
物
、
有
機
物
等
）
に
対
す
る
適
用
性

ス
ラ

ッ
ジ

、
ス

ラ
リ

ー
等

の
水

分
を

多
く

含
有

す
る

廃
棄

物
の

減
容

に

適
用
で
き
る
。
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別
表

1
4
-
1
 
脱

水
方

式
1
4
-
1
,
2
,
3
,
4
)
 

名
称

 
ろ
過
方
式
 

回
転
真
空
ろ
過

1
4
-
3
)
 

水
平
真
空
ろ
過

1
4
-
3
)
 

概
要

図
 

 

説
明

 

ろ
布

や
金

属
フ

ィ
ル

タ
を

備
え
た
回

転
ド

ラ
ム
内

を
減

圧
す
る

こ
と

で
、
固

形
分

を
ろ

布
等

に
吸

着
さ

せ
る
方
式

で
あ

る
。
吸

着
さ

せ
た
固

形
分

は
、
書

き
出

し
装

置
に

よ
っ

て
排

出
さ
れ
る
。
 

回
転
ベ
ル
ト
上
へ
ス
ラ
リ
ー
を
供
給
し
、
ベ
ル
ト
の
下
部
に
設
置
さ
れ
た
バ
キ

ュ
ー

ム
パ

ン
内

を
減

圧
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
固

形
分

を
分

離
す

る
手

法
で

あ

る
。
 

処
理

物

含
水

率
 

6
0
～
8
0
 
w
t
%
（
初
期
固
形
分

1
～

1
0
 
w
t
%
）
 

3
0
～
7
0
 
w
t
%
 

実
績

 

・
一

般
産

業
に

て
多

数
の

実
績
あ
り
（
詳
細
は
別
表

1
4
-
1
(
a
)
参
照
）
 

ろ
過
面
積
：
0
.
5
～
1
0
0
 
m
2
 

供
給
液
固
形
物
粒
子
径
：
1
0
～

1
0
0
 
μ

m
（
推
奨
）
 

・
ド
イ
ツ
（
原
子
力
発
電
所
）
：
乾
燥
機
能
付
加
タ
イ
プ
 

・
一
般
産
業
に
て
多
数
の
実
績
あ
り
（
詳
細
は
別
表

1
4
-
1
(
a
)
参
照
）
 

ろ
過
面
積
：
1
2
0
 
m
2  

供
給
液
固
形
物
粒
子
径
：
1
0
～

1
0
0
 
μ

m
（
推
奨
）
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別
表

1
4
-
1
(
a
)
 
真
空
ろ
過
方
式
の
導
入
実
績

1
4
-
3
)
 

対
象
 

濃
度
 

（
W/
V 
%）

 

含
水
率
 

（
% 
We
tB
as
e）

 

ろ
過
速
度
 

（
k
g
/
m
2
/
h）

 

助
剤
 

（
% 

SS
）
 

炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
 

2
3
 

3
4
 

2
4
 

－
 

酸
化
鉄
 

1
2
 

4
9
 

5
8
 

－
 

石
炭
粉
ス
ラ
リ
ー
 

2
9
 

3
8
 

1
0
0
 

－
 

医
薬
品
ス
ラ
リ
ー
 

2
 

5
8
 

2
1
 

－
 

窯
業
原
料
 

3
1
 

3
0
 

4
7
 

－
 

石
膏
 

2
0 

1
0 

3
50
 

－
 

染
料
 

5 
7
2 

2
5 

－
 

水
酸
化
ニ
ッ
ケ
ル
 

9
 

1
6
 

1
4
0
 

－
 

ホ
ワ
イ
ト
カ
ー
ボ
ン

7
 

8
5
 

5
3
 

－
 

樹
脂
ス
ラ
リ
ー
 

1
0
 

2
9
 

4
0
0
 

－
 

下
水
混
合
生
汚
泥
 

5
 

8
2
 

2
0
 

塩
鉄

1
0
/
消
石
灰

3
0
 

砂
利
洗
浄
廃
水
 

3
3
 

4
3
 

1
5
4
 

消
石
灰

7
 

フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
 

2
0
 

2
7
 

1
3
5
 

－
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別
表

1
4
-
1
 
脱
水
方
式
（
続
き
）
 名

称
 

ろ
過
方
式
 

加
圧
ろ
過
 

概
要
図

1
4
-
2
)
 

 

説
明
 

ス
ラ

リ
ー

を
ろ

布
の

間
に

設
置

し
、

両
側

か
ら

圧
力

を
か

け
、

液
体

成
分

と
固

体
成

分
を

分

離
す
る
方
法
で
あ
る
。
バ
ッ
チ
式
と
連
続
式
が
あ
る
。
 

処
理
物

 

含
水
率
 

3
0～

7
0
 
w
t
%
 

実
績
 

・
ド
イ
ツ
（
原
子
力
発
電
所
）
：
乾
燥
機
能
付
加
タ
イ
プ
 

・
一
般
産
業
で
多
数
実
績
あ
り
 

対
象
：
あ
ら
ゆ
る
産
業
界
に
お
け
る
ス
ラ
リ
ー
の
固
液
分
離
 

寸
法
：
1
7
0
×
1
7
0
 
m
m
～
2
,
0
0
0
×
2
,
0
0
0
 
m
m
 

ろ
過
面
積
：
1
,
1
9
0
 
m
2 （

最
大
）
 

圧
搾
圧
力
：
0
.
4
～
2
.
5
 
M
P
a
（
一
般
）
、
4
～
6
 
M
P
a
（
最
大
）
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別
表

1
4
-
1
 
脱
水
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

遠
心
沈
降
方
式
 

単
円
筒
式

1
4
-
3
)
 

デ
カ

ン
タ

式
14
-
2
,
3
)
 

概
要
図
 

 

説
明
 

ス
ラ

リ
ー

は
バ

ス
ケ

ッ
ト

の
回

転
に

よ
る

遠
心

力
に

よ
り

固
体

と
液

体
に
分
離
さ
れ
、
固
形

分
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
壁
面
に
堆
積
し
、
分
離
液
は

バ
ス
ケ
ッ
ト
外
部
へ
排
出
さ
れ
る
。
低
速
型
と
高
速
型
が
あ
る
。
 

毎
分

4
,
0
0
0
～

6
,
0
0
0
回

転
の

遠
心

力
を

用
い

て
固

体
と

液
体

を
分

離
す

る
方
式
で
あ
り

、
脱

水
ケ

ー
キ

は
ス

ク
リ

ュ
ー

コ
ン

ベ
ヤ

に
よ

っ
て

集
積

さ
れ
る
。
 

処
理
物
 

含
水
率
 

－
 

1
0
～

9
5 

wt
%
（

初
期

固
形

分
0.
01

～
1 

w
t%

、
処

理
量

（
ス

ラ
リ

ー
）

1

～
5
 
m
3
/
h）

 

実
績
 

低
速
型
 

対
象
：
上
下
水
汚
泥
濃
縮
 

寸
法
：
2
,
2
0
0
φ
×
2
,
2
0
0
H
 
m
m
（
最
大
）
 

遠
心
効
果
：
4
0
0
（
大
型
）
～
2
,
0
0
0
（
小
型
）
G
 

高
速
型
 

対
象
：
劣
化
油
の
清
浄
、
血
液
分
離
、
溶
剤
の
清
澄
な
ど
 

寸
法
：
1
2
0
φ
 
m
m
（
最
大
）
 

遠
心
効
果
：
2
0
,
0
0
0
 
G
（
最
大
）
 

処
理
量
：
約

2
 
m
3
/h
 

・
米
国
（
原
子
力

発
電

所
）

 

・
英
国
（
ハ
ー
ウ

ェ
ル

）
 

・
一
般
産
業
 

対
象
：
汚
泥
の
脱
水
、
タ
ー
ル
ス
ラ

ッ
ジ
の
分
離
、
水
-
油
の
分
離
な
ど
 

寸
法
：
1
5
0
～
6
0
0
φ

 
m
m
 

遠
心
効
果
：
3
,
1
0
0
～
4
,
6
0
0
 
G
 

処
理
量
：
1
～

6
0
 
m
3
/h
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別
表

1
4
-
1
 
脱
水
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

遠
心
方
式
 

分
離
版
式

1
4
-
3
)
 

サ
イ

ク
ロ

ン
式

1
4
-
2
,
3
)
 

概
要
図

 

説
明
 

回
転
体
内
部
に
円
錐
台
状
の
分
離
版
を
多
数
（
中
型
で

1
0
0
～

1
5
0
枚
）
配
置

し
た

も
の

で
、

単
円

筒
で

は
分

離
が

不
十

分
で

あ
る

場
合

や
処

理
量

が
多

い

場
合
に
使
用
さ
れ
る
。
 

流
入
す
る
液
体
の

旋
回

力
に

よ
る

分
離

を
行
う

方
式

で
あ

る
。

 

処
理
物

含
水
率

－
 

－
 

実
績
 

対
象
：
油
の
清
浄
・
清
澄
、
薬
品
製
造
、
菌
体
の
分
離
、
ク
ロ
レ
ラ
や
タ
ン

パ
ク
の
濃
縮
 

寸
法
：
1
5
0
～
5
0
0
φ

 
m
m
 

遠
心
効
果
：
5
,
0
0
0
（
4
,
0
0
0
）
～
9
,
0
0
0
（
9
,
0
0
0
）

 
G
(
r
p
m
)
 

処
理
量
：
約

2
0
 
m
3
/
 
h
（
液

-液
分
離
）
、

60
～
2
00
 m

3
/
 
h
（
固
-
液
分
離
）
 

対
象
：
前
濃
縮
、

分
級

 

寸
法
：
1
0
～
5
0
0
φ
 
m
m
（
円
筒
部
）
 

遠
心
効
果
：
－
 

処
理
量
：
0
.
1
～
2
5
0
 
m
3
/
h 
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別
表

1
4
-
1
 
脱
水
方
式
（
続
き
）
 名
称
 

遠
心
方
式
 

遠
心
ろ
過
 

概
要
図

1
4
-
3
)

 

説
明
 

バ
ス

ケ
ッ
ト
の
回

転
に
よ
る
遠

心
力
に
よ
る

沈
降
分
離
と

ろ
材

に
よ
る

固
形
分

の
捕

捉
分

離
を

組
み
合
わ
せ
た
方
式
で
あ
る
。
バ
ッ
チ
型
（
上
部
排
出
、
下
部
排

出
、

側
部

排
出

）、
押

出
型
、

ス
ク
リ
ュ
ー
排
出
型
、
自
動
排
出
型
及
び
振
動
排
出
型
が
あ
る
。

 

処
理
物
 

含
水
率
 

－
 

実
績
 

・
一
般
産
業
に
て
多
数
の
実
績
あ
り
。
 

供
給
液
固
形
物
濃
度
：
数
%
～
4
0
%
（
推
奨
）
 

供
給
液
固
形
物
粒
度
：
3
0
 
μ
m
以
上
（
推
奨
）
 

詳
細
は
別
表

1
4
-
1
(
b
)
参
照
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別
表

1
4
-
1
(
b
)
 
遠
心
ろ
過
方
式
の
導
入
実
績

1
4
-
3
)
 

形
式
 

対
象
 

寸
法
（
m
m
）
 

遠
心
効
果

G
 

（
r
p
m
）
 

処
理
量
 

バ
ッ

チ
型
 

上
部
排
出
 

繊
維
洗
浄
液
、
化
学
薬
品
洗
浄
液
 

2
5
0
～

2
,
8
0
0
φ
 

2
40
～

1,
30
0 

（
40

0～
3
,
0
0
0
）
 

－
 

下
部
排
出
 

繊
維
洗

浄
液
、
化
学
薬
品
洗
浄
液
 

6
0
0
～

1
,
8
0
0
φ
 

5
50
～

80
0 

（
80

0～
1
,
6
0
0
）
 

－
 

側
部
排
出
 

繊
維
洗
浄
液
、
化
学
薬
品
洗
浄
液
 

2
4
0
～

2
,
0
0
0
φ
 

7
0
0
～

2
,
0
0
0
 

－
 

押
出
型
 

肥
料
処
理
、
油
回
収
、
繊
維
・
チ
ッ
プ
脱
水
 

2
0
0
～

1
,
4
0
0
φ
 

3
5
0
～

1
,
5
0
0
 

2
0
 
t
/
h
（
尿
素
処
理
）
 

ス
ク
リ
ュ
ー
排
出
型
 

肥
料
処
理
 

2
0
0
～

8
0
0
φ
 

1
,
0
0
0
～

2
,
0
0
0
 

5
～

6
 
t
/
h
（
硫
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
処
理
）
 

含
水
率
：
0
.
2
～
0
.
4
 
%
 

自
動
排
出
型
 

糖
蜜
処
理
 

3
8
0
～

1
,
0
2
0
φ

 
2
,
0
0
0
 

8
～

1
3
 
t
/
h
 

振
動
排
出
型
 

石
炭
脱
水
処
理
 

1
,
0
0
0
～

1
,
3
0
0
φ
 

1
0
0
 

9
0
～
1
1
0
 
t
/
h
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別
表

1
4
-
1
 
脱
水
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

圧
搾
方
式
 

ベ
ル
ト
プ
レ
ス

1
4
-
2
,
3
)
 

ス
ク

リ
ュ

ー
プ

レ
ス

1
4
-
3
)
 

概
要
図

 

説
明
 

供
給
し
た
ス
ラ
リ
ー
は
重
力
脱
水
部
で
遊
離
水
を
分
離
し
、
圧
搾
部
で
脱

水
す
る
。
 

供
給
し
た
ス
ラ
リ

ー
は

低
速

回
転

す
る

ス
ク

リ
ュ

ー
に

よ
り

移
送

さ
れ

、

容
積
変
化
に
よ
る

に
内

部
圧

力
の

上
昇

に
よ

り
圧

搾
脱

水
す

る
。

 

処
理
物

含
水
率

7
6 
% 

原
液
：
濃
度

2
.
5
 
%
の
汚
泥

を
1
5
 
m
3 /
h
で

供
給
 

高
分
子
凝
集
剤
（
添
加
率

0
.
8
 
%
）
：

粉
末

3
 k
g/
h+
溶

解
液

1
.5
 m

3
/h
 

ろ
布
洗
浄
水
：
2
1
 
m
3
/h
 

7
4～

8
4
 
%
 

実
績
 

・
一
般
産
業
で
多
数
の
実
績
あ
り
 

対
象
：
汚
泥
 

寸
法
：
有
効
ろ
布
幅

0
.
5
～
3
.
0
 
m
 

圧
搾
圧
力
：
0
.
2
～
0
.
3
 
M
P
a
 

ろ
布
速
度
：
0
.
3
～
3
.
0
 
m
/
m
i
n
 

・
一
般
産
業
で
多

数
の

実
績

あ
り

 

対
象
：
果
汁
、
魚

肉
、

製
紙

関
連

の
原

液
処

理
、

汚
泥

の
脱

水
 

寸
法
：
1
0
0
～
1
,
2
0
0
φ

 
m
m
（
ス
ク
リ
ュ
ー
プ
レ
ス
）
 

原
液
供
給
圧
力
：
3
～

50
 
k
P
a
 

押
圧
板
圧
力
：
5
0
～
3
0
0
 
k
P
a
 

ス
ク
リ
ュ
ー
回
転
速
度
：
0
.
1
～
3
.
0
 
r
p
m
 

処
理
量
：
1
0
～

1
,
8
0
0
 
k
g
-
D
r
y
 
S
o
l
i
d
/
h
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別
表

1
4
-
1
 
脱
水
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

圧
搾
方
式
 

回
転
加
圧

1
4
-
3
)
 

多
重

円
盤

1
4
-
3
)
 

概
要
図

 
 

説
明
 

外
輪

と
内

輪
の

間
に
ス

ラ
リ

ー
を
供

給
し

、
回
転

軸
の

回
転
に

よ
っ

て
圧

搾
脱
水
す
る
手
法
で
あ
る
。
外
輪
と
内
輪
は

2
枚
の
フ
ィ
ル
タ
に
よ
っ
て

挟
ま
れ
て
お
り
、
ろ
過
水
は
フ
ィ
ル
タ
を
通
し
て
系
外
へ
排
出
さ
れ
る
。

薄
肉

の
円

盤
を

多
数

組
み

合
わ

せ
た

ろ
体

を
上

下
に

配
置

し
、

供
給

さ

れ
た
ス
ラ
リ
ー

は
ろ

体
間

を
通

過
し

な
が

ら
圧

搾
脱

水
さ

れ
る

。
 

処
理
物

含
水
率

7
6～

8
1
 
%
 

7
5～

8
5
 
%
 

実
績
 

・
一
般
産
業
で
実
績
あ
り
 

対
象
：
有
機
汚
泥
の
脱
水
 

寸
法
：
1
,
2
0
0
 
m
m
（
フ
ィ
ル
タ
直
径
）
 

原
液
供
給
圧
力
：
約

1
0
～
1
0
0
 
k
P
a
 

（
出
口
で
は
背
圧
板
に
よ
り
～
6
0
0
 
k
P
a
の
圧
力
が
加
え
ら
れ
る
。）

 

回
転
軸
回
転
数
：
0
.
5
～

1
.
5
 
r
p
m
 

処
理
量
：
5
0
～
1
2
0
 
k
g
/
m
2
/h
 

・
一
般
産
業
で
実

績
あ

り
 

対
象
：
有
機
汚
泥

の
脱

水
 

寸
法
：
－
 

ろ
体
回
転
数
：
0
.
2
～

1
.
5
 
r
p
m
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別
表

1
4
-
1
 
脱
水
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

凍
結
融
解
方
式
 

概
要
図

1
4
-
4
)

 

説
明
 

コ
ロ

イ
ド

を
-1
5
～

-
2
0
℃

で
凍

結
さ

せ
、

そ
の

後
融

解
さ

せ
る

こ
と

で
コ

ロ
イ

ド
を

凝

集
さ
せ
て
回
収
す
る
方
式
で
あ
る
。
ろ
過
や
遠
心
分
離
の
前

処
理

と
し

て
使

用
さ

れ
る

。

処
理
物
 

含
水
率
 

8
8
 
w
t
%
（
初
期
固
形
分

6
 
w
t
%
）
 

実
績
 

・
ベ
ル
ギ
ー
（
モ
ル
）
 

・
英
国
（
ハ
ー
ウ
ェ
ル
）
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別
表

1
4
-
2
 
凝
集
剤
の
種
類

1
4
-
5
)
 

大
分
類
 

小
分
類
 

物
質
 

無
機
系
 

無
機
塩
 

硫
酸
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
硫
酸
第
一
鉄
、
硫
酸
第
二
鉄

、
ア
ル
ミ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
塩
化
第
二
鉄
、
塩
化
亜
鉛
、

そ
の
他
 

酸
 

硫
酸
、
塩
酸
、
二
酸
化
炭
素
 

ア
ル
カ
リ
 

炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
水
酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム
 

金
属
電
解
産
物
 

電
解
水
酸
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
電
解
水
酸
化
鉄
 

固
体
微
粉
 

カ
オ
リ
ン
、
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
、
酸
性
白
土
、
カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
ッ
ク
、
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
 

そ
の
他
 

活
性
ケ
イ
酸
 

界
面
活
性
剤
 

陰
イ
オ
ン
性

 
ラ
ウ
リ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
ス
テ
ア
リ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
オ
レ
イ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
ド
デ
シ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
ス

ル
ホ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
ロ
ジ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
、

そ
の
他
 

陽
イ
オ
ン
性
 

酢
酸
ド
デ
シ
ル
ア
ミ
ン
、
酢
酸
オ
ク
タ
デ
ア
ル
ア
ミ
ン
、
酢
酸
ロ
ジ
ン
ア
ミ
ン
、
オ
ク
タ
デ
シ
ル
・
ト
リ
メ
チ
ル

塩
化
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
、
オ
ク
タ
デ
シ
ル
・
ジ
メ
チ
ル

・
ベ
ン
ジ
ル
塩
化
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
、
そ
の
他
 

高
分
子
凝
集
剤
 

低
重
合
度
（
陰
イ
オ
ン
性
）
 

ア
ル
ギ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
C
M
C
-
N
a
、
そ
の
他
 

低
重
合
度
（
陽
イ
オ
ン
性
）
 

水
溶
性
ア
ニ
リ
ン
樹
脂
塩
酸
塩
、
ポ
リ
チ
オ
尿
素
酢
酸
塩
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
ア
ミ
ノ
ト
リ
ア
ゾ
ー
ル
・
ポ
リ
ビ
ニ

ル
・
ベ
ン
ジ
ル
・
ト
リ
メ
チ
ル
塩
化
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム

、
そ
の
他
 

低
重
合
度
（
非
イ
オ
ン
性
）
 

デ
ン
プ
ン
、
水
溶
性
尿
素
樹
脂
、
そ
の
他
 

低
重
合
度
（
両
性
）
 

ゼ
ラ
チ
ン
、
そ
の
他
 

低
重
合
度
（
陰
イ
オ
ン
性
）
 

ポ
リ
ア
ク
リ
ル
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
マ
レ
イ
ン
酸
共
有

重
合
物
塩
、
ポ
リ
ア
ク
リ
ル
ア
ミ
ド
部
分
加
水
分
解
物
塩
、

そ
の
他
 

低
重
合
度
（
陽
イ
オ
ン
性
）
 

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
イ
ミ
ン
、
ビ
ニ
ル
ピ
リ
ジ
ン
共
有
重

合
物
塩
、
そ
の
他
 

低
重
合
度
（
非
イ
オ
ン
性
）
 

ポ
リ
ア
ク
リ
ル
ア
ミ
ド
、
ポ
リ
オ
キ
シ
エ
チ
レ
ン
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考
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献
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ザ
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.
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テ
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融
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縮
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富
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1
4
-
5
)
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分
子
凝
集
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作
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構
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分
子
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技
術

N
o
.
 

1
5

乾
燥
処
理

 
前 処 理

 

乾
燥
処
理
の
前
に
濃
縮
工
程
が
入
る
場
合
が
あ
る
。

 
プ
ロ
セ
ス
概
要
 

水
溶
性
物
質
や
不
溶
性
の
固
形
物
か
ら
加
熱
に
よ
っ
て
水
分
を
蒸
発
さ
せ

て
減
容
を
図
る
処
理
方
法
で
あ
る
。
 

適
用
廃
棄
物
 

ス
ラ
ッ
ジ
、
濃
縮
物
、
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
 

プ
ロ
セ
ス
フ
ロ
ー

ま
た
は
 

機
器
概
要
図

15
-
3
)

処 理 能 力 及 び 処 理 物 特 性

 

①
処
理
条
件
 

各
処
理
方
式
で
異
な
る
。
 

別
表

1
5
-
2
参
照

1
5
-
1
,
2
,
3
,
4
)
 

②
処
理
能
力
 

各
処
理
方
式
で
異
な
る
。
 

詳
細
は
別
表

1
5
-
2
参
照

1
5
-
1
,
2
,
3
,
4
)
 

③
処
理
物
の
性
状
 

含
水
率
（
乾
燥
）
：
1
～
5
 
w
t
%
1
5
-
1
)
 

除
染
係
数
：
1
0
4
～

1
0
6
 
1
5
-
1
)
 

処
理
方
式
に
は
、
蒸
発
濃
縮
方
式
（
ポ
ッ
ト
式
、
カ
ラ
ン
ド
リ
ア
式
、
サ

ー
モ
サ
イ
フ
ォ
ン
式
、
強
制
撹
拌
式
、
真
空
蒸
発
式
）
、
薄
膜
蒸
発
方
式
（
薄

膜
式
、
遠
心
薄
膜
式
）
、
ド
ラ
ム
ド
ラ
イ
ヤ
方
式
、
流
動
床
加
熱
方
式
な
ど

が
あ

る
1
5
-
1
,
2
,
3
,
4
)
。

上
図

は
ポ

ッ
ト

式
の
プ

ロ
セ

ス
に
つ

い
て

示
し
た

も

の
で
あ
る
。
各
方
式
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
別
表

1
5
-
1
に
示
す
。
 

適 用 性 評 価

 

①
技
術
成
熟
度
（
実
績
等
）
 

国
内
：
－
 

国
外
：
各
方
式
に
つ
い
て
多
数
の
導
入
実
績
あ
り
。
 

詳
細
は
別
表

1
5
-
2
参
照

1
5
-
1
,
2
,
3
,
4
)
 

②
操
作
安
全
性
 

乾
燥
す
る
場
合
、
ダ
ス
ト
が
発
生
す
る
た
め
閉
じ
込
め
機
能
が
必
要
。
 

③
保
守
性
 

装
置
腐
食
、
錆
、
阻
害
物
質
の
発
生
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。
 

特
記
事
項
 

－
 

④
二
次
廃
棄
物
発
生
量
 

－
 

⑤
事
故
廃
棄
物
特
有
事
項
（
有
害
物
、
有
機
物
等
）
に
対
す
る
適
用
性
 

水
分

を
多

く
含

有
す

る
除

染
装

置
の

ス
ラ

ッ
ジ

や
多

核
種

除
去

設
備

の

ス
ラ
リ
ー
の
減
容
に
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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別
表

1
5
-
1
 
乾
燥
方
式

1
5
-
1
,
2
,
3
,
4
)
 

名
称
 

蒸
発
濃
縮
方
式
 

ポ
ッ
ト
式

1
5
-
3
)
 

カ
ラ

ン
ド

リ
ア

式
1
5
-
3
)
 

概
要
図

 
 

説
明
 

加
熱
管
に
蒸
気
を
供
給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ポ
ッ
ト
内
の
液
体
を
蒸
発

さ
せ
る
方
式
で
あ
る
。
こ
の
方
式
は
処
理
量
が
少
な
い
場
合
に
採
用
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
 

容
器
（
カ
ラ
ン
ド
リ

ア
）
内

に
蒸

気
供
給

用
の

配
管

を
通

し
、
そ

の
熱

に
よ

っ
て
容
器
内
の
液
体

を
蒸

発
さ

せ
る

方
式

で
あ

る
。
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別
表

1
5
-
1
 
乾
燥
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

蒸
発
濃
縮
方
式
 

自
然
循
環
（
サ
ー
モ
サ
イ
フ
ォ
ン
）
式

15
-
2
)
 

強
制

循
環

式
15
-
2
)
 

概
要
図

 

 
 

説
明
 

自
然
循
環
式
の
多
く
は
縦
に
長
い
加
熱
部
分
を
有
す
る
。
加
熱
配
管
中
を

液
体
が
上
昇
す
る
形
式
と
液
体
を
上
部
か
ら
供
給
す
る
下
降
式
の

2
種

類
が
あ
る
。
 

自
然
循
環
式
の
シ
ス

テ
ム

に
ポ

ン
プ

を
加

え
て

、
液

体
を

強
制

的
に

循
環

さ

せ
る
方
式
で
あ
る
。
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別
表

1
5
-
1
 
脱
水
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

蒸
発
濃
縮
方
式
 

蒸
気
圧
縮
方
式
 

概
要
図

1
5
-
2
)

 

説
明
 

加
熱

に
よ
り
発

生
し

た
蒸
気

を
コ

ン
プ
レ

ッ
サ

で
圧
縮

し
て

も
う

一
度

液
体

の
加

熱

に
使

用
す

る
方

式
で

あ
る
。

他
の

蒸
発
濃

縮
方

式
よ
り

も
約

80
%
エ

ネ
ル

ギ
ー
を

削

減
で
き
る
。
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別
表

1
5
-
1
 
乾
燥
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

薄
膜
蒸
発
方
式
 

薄
膜
式

1
5
-
2
,
3
)
 

遠
心

薄
膜

式
15
-
4
)
 

概
要
図
 

 

 

説
明
 

供
給
さ
れ
た
ス
ラ
リ
ー
は
、
蒸
気
で
加
熱
さ
れ
た
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
と
接
触
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
水
分
が
蒸
発
す
る
。
加
熱
部
に
付
着
し
た
濃
縮
物
は
ロ
ー
タ

ー
ブ
レ
ー
ド
に
よ
っ
て
そ
ぎ
落
と
さ
れ
、
回
収
さ
れ
る
。
 

供
給
し
た
ス
ラ
リ

ー
は

装
置

壁
面

を
伝

い
、
蒸

気
で

加
熱

さ
れ

た
ジ

ャ
ケ

ッ

ト
と
接
触
す
る
こ

と
で

水
分

が
蒸

発
す

る
。
壁

面
に

付
着

し
た

濃
縮

物
は

、

回
転
軸
の
回
転
に

よ
る

遠
心

力
接

触
す

る
回
転

翼
に

よ
っ

て
そ

ぎ
落

と
さ

れ
、
回
収
さ
れ
る

。
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別
表

1
5
-
1
 
乾
燥
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

ド
ラ
ム
ド
ラ
イ
ヤ
式

1
5
-
1
)
 

流
動

床
加

熱
式

1
5
-
2
)
 

概
要
図

 

 

説
明
 

ド
ラ
ム
ド
ラ
イ
ヤ
上
部
か
ら
ス
ラ
リ
ー
を
供
給
し
、
加
熱
さ
れ
た
ミ
キ
サ

に
よ
っ
て
水
分
を
蒸
発
さ
せ
、
ド
ラ
イ
ヤ
下
部
か
ら
濃
縮
物
を
抜
き
出
す

方
式
で
あ
る
。
 

流
動
層
に
ス
ラ

リ
ー

を
供

給
し

、
空

気
な
ど

の
加

熱
媒

体
に

よ
っ

て
水

分
を

蒸
発
さ
せ
、
炉

底
部

か
ら

濃
縮

物
を

抜
き

出
す

方
式

で
あ

る
。
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別
表

1
5
-
2
 

国
外

の
蒸

発
濃

縮
装

置
の

導
入

実
績

1
5
-
1
,
2
,
3
,
4
)
 

国
名
 

サ
イ

ト
 

蒸
発

形
式

 
対

象
廃

棄
物

 
処

理

条
件

処
理
能
力

（
m
3
/h
）
 

除
染
係
数
 

減
容
比
 

フ
ィ
ン
ラ

ン
ド

 
ロ

ビ
ー

サ
原

子
力

発
電

所
 

竪
型

自
然

循
環

 
汚

水
、

再
生

廃
液

、
 

除
染

廃
液

 
常

圧
6
 

1
0
5  

2
00
 

フ
ラ
ン

ス
 

カ
ダ

ラ
ッ

シ
ュ
 

竪
型

自
然

循
環

 
液

体
廃

棄
物

 
常

圧
1
～

2
 

1
0
5 

－
 

フ
ォ

ン
ト

ネ
・

オ
・

ロ
ー

ズ
 

サ
ク

レ
ー

 

デ
ン
マ
ー

ク
 

リ
ソ

 
竪

型
強

制
循

環
 

有
機

物
含

有
廃

液
 

常
圧

2
 

1
0
5  

1
60
 

ド
イ
ツ

 

ユ
ー

リ
ッ

ヒ
 

竪
型

強
制

循
環

 

（
2
段

）
 

研
究

廃
液

+
洗

濯
廃

液
 

0
.1
～

3 
g-
塩
/
L 
 

常
圧

5（
1
段
目
）

2（
2
段
目
）

1
0
5 （

1
段
目
）
 

5×
10

4
（
2
段
目
）

4
0
0
（

1
段
目
）
 

2
0
0
（

2
段
目
）
 

カ
ー

ル
ス

ル
ー
エ

 

竪
型

自
然

循
環

 
中

レ
ベ

ル
液

体
廃

棄
物

 

5
0 

g-
塩

/L
  

常
圧

～
1
 

1
0
5  

1
0～

2
0 

竪
型

強
制

循
環

 
低

レ
ベ

ル
液

体
廃

棄
物

 

3
 g
-塩

/
L 
 

常
圧

4
.5
 

1
0
5  

1
00
～

20
0 

ネ
ッ

カ
ー

ヴ
ェ

ス
ト

ハ
イ

ム
 

原
子

力
発

電
所
 

竪
型

強
制

循
環

 

（
2
段

）
 

液
体

廃
棄

物
 

常
圧

2
 

1
0
6 ～

10
7  

－
 

ビ
ブ

リ
ス

 

原
子

力
発

電
所

 
竪
型
自
然
循
環
 

1
 
g
-
塩
/
L
 
 

常
圧

2
 

2
×

1
0
4
 

2
00
～

50
0 

ビ
ュ

ル
ガ

ッ
セ
ン

 

原
子

力
発

電
所
 

竪
型

自
然

循
環

 
研

究
廃

液
・

除
染

廃
液

 

5
 g
-塩

/
L 
 

常
圧

3
.6
 

1
0
2 ～

10
3  

5
00
 

（
改
修
時

1
0
0
-
2
0
0
）
 

ニ
ュ

ー
ケ

ム
 

竪
型

強
制

循
環

 
低

・
中

レ
ベ

ル
濃

縮
物

 

3
5
%
固

形
物

 
真

空
0
.0

5～

0
.5
 

－
 

－
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別
表

1
5
-
2
 
国
外
の
蒸
発
濃
縮
装
置
の
導
入

実
績
（
続
き
）
 

国
名

 
サ
イ
ト
 

蒸
発
形
式
 

対
象
廃
棄
物
 

処
理
 

条
件
 

処
理
能
力
 

（
m
3
/
h
）
 

除
染
係
数
 

減
容
比
 

ス
イ
ス

 
ゲ
ス
ゲ
ン
原
子
力
発
電
所
 

竪
型
自
然
循
環
 

研
究

所
・

洗
濯

ド
レ

ン
排

水
 

常
圧
 

8
 

1
0
5  

3
00
 

英
国

 
ウ
ィ
ン
ズ
ケ
ー
ル
 

竪
型
自
然
循
環
 

2
N
硝
酸
+
2
5
,
0
0
0
 
p
p
m
 

－
 

1
 

4
×

1
02
～
4
×

10
4
 

1
00
 

米
国

 

オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
 

横
型
自
然
循
環
 

0
.
3
 
M
 
N
a
N
O
3
+0

.0
2 

Na
OH

－
 

2
.3
 

1
0
6 ～

10
7 

－
 

ラ
イ
ム
リ
ッ
ク
原
子
力
発
電
所
 

横
型
強
制
循
環
 

樹
脂

再
生

廃
液

、
洗

濯
ド

レ
ン
排
水
、
除
染
廃
液
 

－
 

4
.
1
 

1
0
4 ～

10
5  

－
 

ポ
イ
ン
ト
ビ
ー
チ
原
子

力
発
電
所
 

横
型
強
制
循
環
 

再
生

廃
液

、
研

究
所

ド
レ

ン
排
水
、
高
固
形
分
 

微
加
圧

(
0.
2 
MP
a)

7
.6
 

1
0
4  

－
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Ⅰ
)
 
溶
液
の
乾
燥
粉
末
化
,
 
日
本
原
子
力
学
会
誌
 
V
o
l
.
2
5
,
 
N
o
.1
, 
19
83
, 
pp
.
69
-7
5.
 

 
 

JAEA-Review 2017-015

- 104 -



技
術

N
o
.
 

1
6 

焼
却
処
理

前 処 理

 

処
理

時
に

問
題

と
な

る
物

（
ス

プ
レ

ー
缶

や
水

分
を

多
く

含
有

す
る

も
の

）

は
予
め
取
り
除
い
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
 

プ
ロ
セ
ス
概
要
 

廃
棄
物
を
高
温
で
燃
焼
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
減
容
す
る
ほ
か
、
有

機
物
を
分
解
す
る
手
法
で
あ
る
。
 

適
用
廃
棄
物
 

ス
ラ
リ
ー
、
廃
油
、
廃
溶
媒
、
廃
活
性
炭
、
廃
樹
脂
 

プ
ロ
セ
ス
フ
ロ
ー
 

ま
た
は
 

機
器
概
要
図

16
-
1
)
 

処 理 能 力 及 び 処 理 物 の 性 状

 

①
処
理
条
件

・
過
剰
空
気
燃
焼
方
式
 

温
度
：
8
0
0
～
1
,
1
0
0
℃

1
6
-
2
)
 

空
気
比
：
2
～
3
1
6
-
1
)
 

・
抑
制
空
気
燃
焼
方
式
 

温
度
：
6
0
0
～
8
0
0
℃
（
一
次
燃
焼
）
、
1
,
0
0
0
～

1
,
2
0
0
℃
（
二
次
燃
焼
）

1
6
-
2
)
 

空
気
比
：
1
.
2
～
1
.
3
1
6
-
1
)
 

②
処
理
能
力

・
過
剰
空
気
燃
焼
方
式
 

炉
形
式
に
よ
っ
て
異
な
る
。
詳
細
は
別
表

1
6
-
1
参
照
 

・
抑
制
空
気
燃
焼
方
式
 

炉
形
式
に
よ
っ
て
異
な
る
。
詳
細
は
別
表

1
6
-
1
参
照
 

③
処
理
物
の
性
状

無
機
物
（
焼
却
灰
、
炭
化
物
等
）
 

焼
却
処
理
は
、
完
全
燃
焼
に
必
要
な
空
気
量
に
対
す
る
実
際
の
空
気

量
の

割
合

に
よ

っ
て

過
剰

空
気

燃
焼

方
式

と
抑

制
空

気
燃

焼
方

式

に
分
類
さ
れ
る
。
粉
粒
体
・
液
体
廃
棄
物
に
対
し
て
は
、
過
剰
空
気

燃
焼
方
式
に
は
、
竪
型
円
筒
炉
、
流
動
床
炉
な
ど
が
あ
り
、
抑
制
空

気
燃
焼
方
式
に
は
ロ
ー
タ
リ
ー
キ
ル
ン
炉
、
横
型
多
段
室
炉
（
シ
ル

バ
炉
、
セ
ン
ト
ラ
コ
炉
）
な
ど
が
あ
る

16
-
1
,
2
)
。
上
図
は
、
竪
型
円

筒

焼
却
炉
の
概
要
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
炉
式
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
別
表

1
6
-
1
に
示
す
。
 

適 用 性 評 価

 

①
技
術
成
熟
度
（
実
績
等
）

国
内
外
で
実
績
多
数
。
詳
細
は
別
表

1
6
-
1
,
2
参
照
 

②
操
作
安
全
性

高
温

処
理

の
た

め
、

火
災

な
ど

の
潜

在
的

リ
ス

ク
が

高
い

が
、

危
険

物
使

用

な
し
。
 

③
保
守
性

加
熱
す
る
た
め
燃
料
費
な
ど
が
か
か
り
処
理
コ
ス
ト
が
高
い
。
 

耐
火
物
な
ど
設
備
の
建
設
・
維
持
に
か
か
る
コ
ス
ト
が
高
い
。
 

特
記
事
項
 

技
術
固
有
の
課
題
：
固
化
体
作
製
時
の

C
s
な
ど
の
核
種
の
移
行
率

評
価
、
処
理
条
件
で
の

N
a
C
l
挙
動
の
確
認
（
残
存
す
る
海
水
成
分

の
プ
ロ
セ
ス
に
及
ぼ
す
影
響
の
確
認
が
必
要
）
 

④
二
次
廃
棄
物
発
生
量

処
理
設
備
の
耐
火
物
な
ど
の
二
次
廃
棄
物
が
発
生
 

⑤
事
故
廃
棄
物
特
有
事
項
（
有
害
物
、
有
機
物
等
）
に
対
す
る
適
用
性

加
熱
処
理
の
た
め
、
有
機
物
等
は
分
解
で
き
る
。
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別
表

1
6
-
1
 
焼
却
方
式

1
6
-
1
,
2
)
 

名
称
 

過
剰
空
気
燃
焼
方
式
 

竪
型
円
筒
炉

16
-
1
)
 

流
動

床
炉

1
6
-
2
)
 

概
要
図
 

説
明
 

固
定
式
の
炉
底
上
で
廃
棄
物
を
燃
焼
さ
せ
、
炉
が
停
止
し
た
後
に
炉
床
を
反
転

し
て
焼
却
灰
を
排
出
す
る
手
法
で
あ
る
。
 

廃
棄
物
と
燃
焼

空
気

を
流

動
材

中
（

砂
や
ア

ル
ミ

ナ
な

ど
）
へ

導
入

し
て

、

廃
棄
物
の
ガ
ス

化
・
燃

焼
を

行
い

、
未

燃
ガ

ス
は

二
次

燃
焼

炉
で

完
全

燃

焼
さ
せ
る
方
式

で
あ

る
。

 

実
績
 

・
ド
イ
ツ
（
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
）

1
6
-
2
)
 

対
象
：
固
体
・
液
体
廃
棄
物
 

温
度
：
約

8
0
0
～
1
,
1
0
0
℃
 

処
理
量
：
1
5
0
～
2
0
0
 
k
g
/
h
ま
で
可
能
 

・
米
国
（
ロ
ッ

キ
ー

フ
ラ

ッ
ツ

）
1
6
-
2
,
3
)
 

処
理
量
：
8
0
 
k
g
/
h
 

・
米
国
（
ﾅ
ｲ
ﾝ
ﾏ
ｲ
ﾙ
ﾎ
ﾟ
ｲ
ﾝ
ﾄ
、

バ
イ

ロ
ン

、
ブ

レ
イ

ド
ウ

ッ
ド

、
マ

ク
ガ

イ

ア
）

1
6
-
3
)
 

処
理
量
：
9
2
 
k
g
/
h
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別
表

1
6
-
1
 
焼
却
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

抑
制
空
気
燃
焼
方
式
 

ロ
ー
タ
リ
ー
キ
ル
ン
炉

1
6
-
2
)
 

横
型
多
段
室
炉
（
シ
ル
バ
炉
）

1
6
-
1
,
4
)
 

概
要
図
 

説
明
 

廃
棄
物
を
キ
ル
ン
内
で
ガ
ス
化
・
燃
焼
し
、
未
燃
ガ
ス
や
排
ガ
ス
を
二
次
燃

焼
炉
へ
導
入
し
て
残
留
有
機
成
分
を
完
全
燃
焼
さ
せ
る
方
式
で
あ
る
。
液
体

か
ら
大
型
固
体
廃
棄
物
ま
で
幅
広
い
性
状
の
廃
棄
物
へ
適
用
で
き
る
。
 

二
次

燃
焼

バ
ー

ナ
よ

り
後

段
に

は
炉

室
が

多
数

配
置

さ
れ

て
お

り
、

ガ
ス

の

滞
留
時
間
を
確
保
し
て
未
燃
ガ
ス
を
完
全
燃
焼
さ
せ
る
方
式
で
あ
る
。
 

実
績
 

・
米
国
（
ロ
ッ
キ
ー
フ
ラ
ッ
ツ
、
ア
イ
ダ
ホ
研
究
所
）

1
6
-
2
,
3
)
 

処
理
量
：
4
0
 
k
g
/
h
 

・
米
国
（
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
研
究
所
）

1
6
-
2
)
 

対
象
：
P
C
B
、
ウ
ラ
ン
含
有
廃
棄
物
 

・
ベ
ル
ギ
ー
（
シ
ル
バ
処
理
施
設
）

1
6
-
1
,
4
)
 

対
象
：
固
体
、
液
体
、
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
（
P
V
C
含
有
率
；
平
均

3
％
）
 

温
度
：
9
0
0
～
9
5
0
℃
（
一
次
燃
焼
）
、
1
,
0
5
0
℃
（
二
次
燃
焼
）
 

処
理
量
：
固
体

8
0
～
1
0
0
 
k
g
/
h
、
液
体

5
0
 
k
g
/
h
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別
表

1
6
-
1
 
焼
却
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

抑
制
空
気
燃
焼
方
式
 

横
型
多
段
室
炉
（
セ
ン
ト
ラ
コ
炉

）
 

概
要
図

1
6
-
4
)

説
明
 

二
次

燃
焼

炉
の

炉
室

の
配
置

が
異

な
る
他

は
、

基
本
的

な
構

造
は

シ
ル

バ
炉

と

同
様
で
あ
る
。
 

実
績
 

・
フ
ラ
ン
ス
（
セ
ン
ト
ラ
コ
廃
棄
物
処
理
施
設
）

1
6
-
1
,
4
)
 

対
象
：
発
電
所
可
燃
物
（
塩
化
物
含
有
率
<
5
%
、
硫
黄
含
有

率
<
1
1
%
）

 

温
度
：
9
0
0
～
9
5
0
℃
（
一
次
燃
焼
）
、
1
,
0
5
0
℃
（
二
次
燃
焼
）
 

処
理
量
：
固
体

6
2
0
 
k
g
/
h
、
液
体

3
0
0
 
k
g
/
h
 

JAEA-Review 2017-015

- 108 -



別
表

1
6
-
2
 
国
外
の
粉
粒
体
・
液
体
廃
棄
物

焼
却
炉
導
入
実
績

1
6
-
2
,
4
)

国
名
 

サ
イ
ト
 

炉
形
式
 

対
象
物
 

処
理
能
力
 

フ
ラ
ン
ス
 

カ
ダ
ラ
ッ
シ

ュ
 

横
型
炉
 

液
体
、
有
機
塩
素
系
及

び
有
機
リ
ン
系
廃
棄
物
 

5
0
 
L
/
h
 

イ
タ
リ
ア
 

イ
ス
プ
ラ

 
液
中
燃
焼
炉
 

有
機

廃
液
 

2
5
 
L
/
h
 

オ
ラ
ン
ダ
 

コ
ブ
ラ
 

－
 

液
体
廃
棄
物

、
動
物
屍
体
 

6
0 
kg
/h
 S
ol
i
d 

4
0 
L/
h 
Li
qu
i
d 

ロ
シ
ア
 

ラ
ド
ン
 

－
－

1
00
 k
g/
h 
So
l
id
 

2
0 
L/
h 
Li
qu
i
d 

ス
ロ
バ
キ
ア
 

ボ
フ
ニ
チ
ェ
原
子
力
発
電
所
 

－
－

5
0 
kg
/h
 S
ol
i
d 

1
0 
kg
/h
 L
iq
u
id
 

ス
ペ
イ
ン
 

エ
ル
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
処
分
場
 

－
－

5
0 
kg
/h
 S
ol
i
d 

5
0 
kg
/h
 L
iq
u
id
 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
 

ザ
ポ
リ
ー
ジ
ャ
原
子
力
発
電
所
 

－
－

4
0 
kg
/h
 S
ol
i
d 

2
0 
kg
/h
 L
iq
u
id
 

米
国
 

サ
バ
ン
ナ
リ
バ
ー
 

－
 

P
u
r
e
x
廃
溶
媒
、
低

レ
ベ
ル
混
合
廃
棄
物
 

4
00
 k
g/
h 
So
l
id
 

4
50
 k
g/
h 
Li
q
ui
d 
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参
考
文
献
 

1
6
-
1
)
 
中
山
準
平
,
 
杉
本
雅
彦
,
 
放
射
性
固
体
廃
棄
物
処
理
プ
ロ
セ
ス
の
調
査
 
調
査
報
告
書
,
 
J
N
C
-
T
J
 
8
4
2
0
 
2
0
0
0
-
0
0
7,
 1
99
9
, 
10
4p
. 

1
6-
2)
 
I
AE
A,

 S
ta

tu
s
 o
f 
T
ec

hn
ol

og
y 
fo
r 
V
ol
um
e 
Re
du
ct
i
on
 a
nd
 T
r
ea
tm
en
t 
of
 L
o
w 
an
d 
I
nt
er
me
di
at
e 
Le
v
el
 S
ol
id
 R
a
di
oa
ct
iv
e 
W
as
te
, 
Te
ch
n
ic
al

 

R
ep
or

ts
 S

er
i
es

 N
o.

36
0,
 
19

94
. 

1
6-
3)
 
I
AE
A,

 T
re

at
m
en

t 
of

 L
ow
-
 a

nd
 I
nt
er
m
ed
ia
te
-L
ev
e
l 
So
li
d 
Ra
d
io
ac
ti
ve
 W
a
st
es
, 
Te
ch
n
ic
al
 R
ep
or
t
s 
Se
ri
es
 N
o
.2
23
, 
19
83
. 

1
6-
4)
 
I
AE
A,

 A
pp

li
c
at

io
n 

of
 T
h
er

ma
l 
Te
ch
n
ol
og
ie
s 
fo
r
 P
ro
ce
ss
in
g
 o
f 
Ra
di
oa
c
ti
ve
 W
as
te
,
 I
AE
A-
TE
CD
O
C-
15
27
, 
20
0
6.
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技
術

N
o
.
 

1
7 

ガ
ス
化
処
理

前 処 理

 

処
理

時
に

問
題

と
な

る
物

（
ス

プ
レ

ー
缶

や
水

分
を

多
く

含
有

す
る

も

の
）
は
予
め
取
り
除
い
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
 

プ
ロ
セ
ス
概
要
 

空
気
を
遮
断
し
た
状
態
で
廃
棄
物
を
加
熱
し
、
ガ
ス
化
・
減
容
す
る

手
法
で
あ
る
。
 

適
用
廃
棄
物
 

廃
油
、
廃
溶
媒
、
廃
活
性
炭
、
廃
樹
脂
 

プ
ロ
セ
ス
フ
ロ
ー

ま
た
は
 

機
器
概
要
図

17
-
1
,
4
)

処 理 能 力 及 び 処 理 物 の 性 状

 

①
処
理
条
件

温
度
：
5
0
0
～
6
0
0
℃

1
7
-
4
)
 

空
気
比
：
0
.
5
程
度

1
7
-
1
)

②
処
理
能
力

各
方
式
に
よ
っ
て
異
な
る
。
 

詳
細
は
別
表

1
7
-
1
参
照
 

③
処
理
物
の
性
状

無
機
物
（
ピ
ッ
チ
、
タ
ー
ル
等
）
 

ガ
ス
化
処
理
方
式
は
、
加
熱
す
る
こ
と
に
よ
り
廃
棄
物
を
ガ
ス
化
・

分
解
す
る
手
法
で
あ
る
。
熱
分
解
方
式
と
し
て
独
立

3
室
炉（

Va
ld
uc

炉
）

1
7
-
1
)
、
ペ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
反
応
炉
（
N
u
k
e
m
炉
）

1
7
-
2
)
、
減
圧
酸
素

プ
ラ
ズ
マ
炉

17
-
3
)
、

熱
分
解
ガ
ス
化
焼
却
炉

1
7
-
1
) な

ど
が
あ
る
。
ま

た
、
水
蒸
気
改
質
方
式
と
し
て
流
動
床
式

1
7
-
4
)
、
ス
ク
リ
ュ
ー
フ
ィ

ー
ダ
式

1
7
-
5
)
が
あ
る
。
上
図
は
独
立

3
室
炉
の
概
要
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
各
方
式
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
表

1
7
-
1
参
照
。
 

適 用 性 評 価

 

①
技
術
成
熟
度
（
実
績
等
）

国
内
外
で
実
績
多
数
 

詳
細
は
別
表

1
7
-
1
参
照
 

②
操
作
安
全
性

可
燃
性
ガ
ス
が
滞
留
し
や
す
い
た
め
、
爆
燃
対
策
が
必
要
と
な
る
。
 

③
保
守
性

加
熱
す
る
た
め
燃
料
費
な
ど
が
か
か
り
処
理
コ
ス
ト
が
高
い
。
 

耐
火
物
な
ど
設
備
の
建
設
・
維
持
に
か
か
る
コ
ス
ト
が
高
い
。
 

特
記
事
項
 

技
術
固
有
の
課
題
：
固
化
体
作
製
時
の

C
s
な
ど
の
核
種
の
移
行
率

評
価
、
処
理
条
件
で
の

N
a
C
l
挙
動
の
確
認
（
残
存
す
る
海
水
成
分

の
プ
ロ
セ
ス
に
及
ぼ
す
影
響
の
確
認
が
必
要
）
 

④
二
次
廃
棄
物
発
生
量

処
理
設
備
の
耐
火
物
な
ど
難
処
理
の
二
次
廃
棄
物
が
発
生
 

⑤
事
故
廃
棄
物
特
有
事
項
（
有
害
物
、
有
機
物
等
）
に
対
す
る
適
用
性

加
熱
処
理
の
た
め
、
有
機
物
等
は
分
解
で
き
る
。
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別
表

1
7
-
1
 
ガ

ス
化

方
式

 

名
称

 
熱
分
解
方
式
 

独
立

3
室

炉
（
V
a
l
d
u
c
炉
）

1
7
-
1
,
4
)
 

ぺ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
反
応
炉
（
N
u
k
e
m
炉
）

1
7
-
2
)
 

概
要

図
 

説
明

 
廃

棄
物

を
ガ

ス
化

す
る

炉
、

未
燃

ガ
ス

を
完

全
燃

焼
さ

せ
る

炉
及

び
残

渣
に

未
燃

成
分

を
燃

焼
さ

せ
る

炉
の
独
立
し
た

3
炉
を
用
い
る
手
法
で
あ
る
。
 

廃
棄
物
を
水
酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム
や
水
酸
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
ぺ
ブ
ル
（
丸
石
）

が
充
填
さ
れ
た
反
応
炉
へ
導
入
し
、
ガ
ス
化
・
分
解
を
行
う
手
法
で
あ
る
。
 

実
績

 

・
フ

ラ
ン

ス
（

ヴ
ァ

ル
ド

ッ
ク
）

1
7
-
1
)
 

対
象
：
α
廃
棄
物
（
P
V
C
、
ゴ
ム
類
、
セ
ル
ロ
ー
ス
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
）
 

温
度
：
5
5
0
℃
（
窒
素
雰
囲
気
で
熱
分
解
）
、
9
0
0
～

1
,
0
0
0
℃
（
二
次
燃
焼
）

処
理
量
：
7
 
k
g
/
h
 

・
ド
イ
ツ
（
ニ

ュ
ー
ケ
ム
）

1
7
-
2
)
 

対
象
：
T
B
P
廃
溶
媒
、
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
 

温
度
：
4
0
0
～
6
0
0
℃
（
熱
分
解
）
 

9
0
0
～

1
,
1
0
0
℃
（
二
次
燃
焼
（
酸
素
濃
度
<
6
%
）
）
 

処
理
量
：
1
5
～
3
0
 
k
g
/
h
（
T
B
P
）
、
3
0
～
5
0
 
k
g
/
h
（
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
）
 

減
容
率
：
約

4
5
%
（
T
B
P
）
、
約

7
5
%
（
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
）
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別
表

1
7
-
1
 
ガ
ス
化
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

熱
分
解
方
式
 

減
圧
酸
素
プ
ラ
ズ
マ
 

概
要
図

1
7
-
3
)

説
明
 

廃
棄
物
を
処
理
ス
テ
ー
ジ
上
で
加
熱
し
て
ガ
ス
化
し
、
処

理
ス

テ
ー

ジ
上

部
に

発
生

さ
せ

た
酸

素
プ

ラ
ズ

マ
に

よ
っ

て
発

生
ガ

ス
を

酸
化

分
解

さ
せ

る
手

法

で
あ
る
。
 

実
績
 

・
日
本
（
富
士
電
機
）

1
7
-
3
)
 

対
象
：
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
 

温
度
：
4
0
0
℃
（
熱
分
解
）
、
7
0
0
℃
（
酸
化
分
解
）
 

減
容
比
：
約

2
0
 

装
置
サ
イ
ズ
：
口
径
約
φ
7
5
0
 
m
m
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別
表

1
7
-
1
 
ガ
ス
化
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

水
蒸
気
改
質
方
式
 

流
動
床
式

1
7
-
4
)
 

ス
ク

リ
ュ

ー
フ

ィ
ー

ダ
式

17
-
5
)
 

概
要
図

説
明
 

廃
棄
物
と
過
熱
水
蒸
気
を
流
動
材
中
（
砂
や
ア
ル
ミ
ナ
な
ど
）
へ
導
入
し

て
、
廃
棄
物
の
ガ
ス
化
・
ガ
ス
改
質
を
行
い
、
改
質
ガ
ス
は
二
次
燃
焼
炉

で
完
全
燃
焼
さ
せ
、
残
渣
は
流
動
材
と
同
時
に
回
収
す
る
手
法
で
あ
る
。

廃
棄
物
と
過
熱
水

蒸
気

を
反

応
炉

中
へ

供
給

し
、

廃
棄

物
の

ガ
ス

化
・

ガ
ス

改
質
を
行
い
、
改

質
ガ

ス
は

二
次

燃
焼

炉
で

完
全

燃
焼

さ
せ

、
残

渣
は

ス
ク

リ
ュ
ー
フ
ィ
ー
ダ

に
よ

っ
て

回
収

す
る

手
法

で
あ

る
。

 

実
績
 

・
米
国
（
ア
ー
ウ
ィ
ン
）

1
7-
4
)
 

対
象
：
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
 

処
理
量
：
0
.
2
5
 
k
g
/
h
 

減
容
比
：
7
0
（
減
重
率
：
3
0
）
 

・
日
本
（
J
A
E
A
 
東
海
）

1
7
-
5
)
 

対
象
：
T
B
P
廃
溶
媒
 

温
度
：
7
5
0
℃
（
最
高
使
用
温
度
）
 

処
理
量
：
3
 
k
g
/
h
 

ガ
ス
化
率
：
9
9
.
6
%
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参
考
文
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1
7
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山
準
平
,
 
杉
本
雅
彦
,
 
放
射
性
固
体
廃
棄
物
処
理
プ
ロ
セ
ス
の
調
査
 
調
査
報
告
書
,
 
J
N
C
-
T
J
 
8
4
2
0
 
2
0
0
0
-
0
0
7,
 1
99
9
, 
10
4p
. 

1
7-
2)
 
P
yr
ol

ys
is

 o
f
 R

ad
io

ac
ti
v
e 

Or
ga
ni
c 
W
as
te
, 
NU
KE
M
 T
ec
hn
ol
og
i
es
 G
mb
H,
 2
0
07
. 

1
7
-
3
)
 
藤
沢
盛
夫
ほ
か
,
 
放
射
性
廃
棄
物
処
理
・
処
分
技
術
,
 
富
士
時
報
 
V
o
l
.
7
6,
 
N
o
.
6
,
 
2
0
0
3
,
 
p
p
.
3
4
5
-
3
5
2.
 

1
7-
4)
 
I
AE
A,

 A
pp

li
c
at

io
n 

of
 T
h
er

ma
l 
Te
ch
n
ol
og
ie
s 
fo
r
 P
ro
ce
ss
in
g
 o
f 
Ra
di
oa
c
ti
ve
 W
as
te
,
 I
AE
A-
TE
CD
O
C-
15
27
, 
20
0
6.
 

1
7
-
5
)
 
中
川
明
憲
ほ
か
,
 
水
蒸
気
改
質
処
理
法
に
よ
る
ウ
ラ
ン
で
汚
染
さ
れ
た
廃

T
B
P
/
n
-
ド
デ
カ
ン
処
理
技
術
開
発
,
 
J
A
E
A
-
T
e
c
h
n
o
lo
gy
 2
01
0-
0
14
, 
20
10
, 
4
6p
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．
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減
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術
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This is a blank page. 



 

技
術

N
o
.
 

1
8 

圧
縮
処
理

 
前 処 理

 

－
 

プ
ロ
セ
ス
概
要
 

圧
縮
装
置
を
用
い
て
乾
燥
し
た
固
体
廃
棄
物
（
主
に
廃
棄
物
を
収

納
し
た
ド
ラ
ム
缶
）
を
圧
縮
減
容
す
る
処
理
方
法
で
あ
る
。
 

適
用
廃
棄
物
 

金
属
類
、
非
金
属
類
（
塩
化
ビ
ニ
ル
類
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
ゴ

ム
類
、
保
温
材
類
、
フ
ィ
ル
タ
類
）

1
8
-
1
)
 

プ
ロ
セ
ス
フ
ロ
ー

ま
た
は
 

機
器
概
要
図

18
-
1
,
3
)

 

処 理 能 力 及 び 処 理 物 の 性 状

 

①
処
理
条
件
 

温
度
：
常
温
 

圧
力
：
低
圧
圧
縮
：
1
,
0
0
0
 
t
以
下
、
高
圧
圧
縮
：
1
,
0
0
0
 
t
超

1
8
-
5
)  

②
処
理
能
力
 

減
容
率
：
 

低
圧
圧
縮
：
2
～
5
1
8
-
5
)
 

高
圧
圧
縮
：
5
～
1
0
1
8
-
6
)
 

③
処
理
物
の
性
状
 

圧
縮
強
度
：
 
3
0
.
9
7
 
M
P
a
（
モ
ル
タ
ル
充
填
固
化
体
）

1
8-
7
)
 

固
化
体
密
度
：
－
 

耐
放
射
線
性
：
技
術

N
o
.
1
2
 
モ
ル
タ
ル
充
填
固
化
参
照
 

耐
熱
性
：
技
術

N
o
.
1
2
 
モ
ル
タ
ル
充
填
固
化
参
照
 

核
種
浸
出
率
：
技
術

N
o
.
1
2
 
モ
ル
タ
ル
充
填
固
化
参
照
 

圧
縮

装
置

は
、

圧
縮

方
式

の
違

い
に

よ
り

一
軸

油
圧

式
圧

縮
1
8
-
2
,
3
)
及

び
三
軸
油
圧
式
圧
縮

1
8
-
4
)
に
分
類
さ
れ
る
。
上
図
は
一
軸

圧
縮
装
置
の
概
要
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
圧
縮
方
式
の
詳
細
に

つ
い
て
は
別
表

1
8
-
1
参
照
。
 

適 用 性 評 価

 

①
技
術
成
熟
度
（
実
績
等
）
 

国
内
外
の
原
子
力
施
設
に
対
す
る
実
績
多
数
 

詳
細
は
別
表

1
8
-
2
参
照

1
8
-
2
,
3
,
4
,
5
,
6
,
8
)
 

②
操
作
安
全
性
 

常
温
で
操
作
可
能
で
あ
り
、
オ
フ
ガ
ス
の
発
生
も
な
い
。
 

③
保
守
性
 

設
備
費
及
び
運
転
費
が
安
価
 

特
記
事
項
 

技
術
固
有
の
課
題
：
放
射
能
濃
度
測
定
（
推
定
）
方
法
の
確
立
が

必
要
、
有
害
物
質
の
安
定
化
方
法
の
確
立
が
必
要
。
 

④
二
次
廃
棄
物
発
生
量
 

ほ
と
ん
ど
発
生
し
な
い
。
 

⑤
事
故
廃
棄
物
特
有
事
項
（
有
害
物
、
有
機
物
等
）
に
対
す
る
適
用
性
 

可
燃
、
難
燃
、
不
燃
の
い
ず
れ
の
廃
棄
物
に
も
適
用
可
能
。
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別
表

1
8
-
1
 
圧
縮
方
式

1
8
-
2
,
3
,
4
)
 

名
称
 

一
軸
油
圧
圧
縮

1
8
-
1
,
3
)
 

三
軸

油
圧

圧
縮

1
8
-
4
)
 

概
要
図

 

 

説
明
 

特
殊

な
金

型
を

用
い

て
ド

ラ
ム

缶
の

径
方

向
を

圧
縮

し
、

そ
の

後

1
,
0
0
0
 
t

以
上
の

圧
縮
力
で
ド

ラ
ム
缶
の
軸

方
向
を
圧
縮

し
て
、
廃
棄

物
を
減
容
す
る
。
 

ド
ラ

ム
缶

の
径

方
向

に
対

し
て

、
成

形
圧

縮
処

理
（

一
軸

目
）

及
び

縮
径

圧
縮

処
理

（
二

軸
目

）
を

連
続

的
に

行
い

、
径

方
向

を
圧

縮
す

る
。

そ
の

後
、
成
形
圧
縮
と

縮
径

圧
縮

を
か
け

た
状

態
で

1
,
0
0
0
 
t
以

上
の

垂
直

圧

縮
力
で
ド
ラ
ム
缶

の
軸

方
向

の
圧
縮

を
行

い
、

廃
棄

物
を

減
容

す
る

。
 

国
内
 

実
績
 

東
京
電
力
（
福
島
第
一
）
 

四
国
電
力
（
伊
方
）
 

J
A
E
A
（
東
海
 
高
減
容
）
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別
表

1
8
-
2
 
国

内
外

の
圧

縮
処

理
施

設
18
-
2
,
3
,
4
,
5
,
6
,
8
)
 

国
名

 
サ

イ
ト

 
対
象
廃
棄
物
 

圧
縮
加
重
 

減
容

率
 

処
理

量
 

圧
縮

対
象

物
 

t 
M
Pa
 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
 

ザ
イ
ベ
ル
ス
ド
ル
フ
 

－
 

1
0
0
 

－
 

4
～

6
 

－
 

1
0
0
 L

ド
ラ

ム
缶

 

2
0
0
 L

ド
ラ

ム
缶

 

ベ
ル

ギ
ー

 

－
 

低
レ
ベ
ル
、
β
γ
 

1
,
5
0
0
 

－
 

－
 

－
 

－
 

シ
ル

バ
 

低
レ
ベ
ル
、
β
γ
 

2
,
0
0
0
 

－
 

－
 

－
 

－
 

モ
ル

 
モ
ル
タ
ル
充
填
固
化
体
 

－
 

－
 

2
 

－
 

－
 

カ
ナ

ダ
 

ブ
ル

ー
ス

 
－
 

－
 

0
.
4
5
 

4～
5 

 
 

－
 

－
 

0
.8

5 
9 

4
,0

00
 m

3
/
y 

 

フ
ラ

ン
ス

 

マ
ル

ク
ー

ル
 

－
 

6
0
 

3 
4 

1
5
,
0
0
0
 
m
3  

1
0
0
 L

ド
ラ

ム
缶

 

ラ
・
マ
ン
シ
ェ
 

－
 

4
0
0
 

3
 

3
～

5
 

5
,
0
0
0
 
m
3
 

1
0
0
 L

ド
ラ

ム
缶

 

2
0
0
 L

ド
ラ

ム
缶

 

カ
ダ

ラ
ッ

シ
ュ

 
－
 

2
50
 

4 
4 

1
,0

00
 m

3
 

1
0
0
 L

ド
ラ

ム
缶

 

β
γ
 

1
,
0
0
0
 

－
 

－
 

－
 

－
 

ラ
・

ア
ー

グ
 

β
γ
 

1
,
5
0
0
 

－
 

－
 

－
 

－
 

ス
レ

ー
ヌ

 
－
 

1
,
5
0
0
 

－
 

－
 

－
 

－
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別
表

1
8
-
2
 
国

内
外

の
圧

縮
処

理
施

設
18
-
2
,
3
,
4
,
5
,
6
,
8
)
（

続
き
）
 

国
名

 
サ

イ
ト

 
対
象
廃
棄
物
 

圧
縮
加
重
 

減
容

率
 

処
理

量
 

圧
縮

対
象

物
 

t 
M
Pa
 

ド
イ

ツ
 

カ
ー

ル
ス

ル
ー

エ
 

－
 

3
00
 

1
5 

4 
1
20

 m
3
/
y
 

2
0
0
 L

ド
ラ

ム
缶

 

低
レ
ベ
ル
、
β
γ
 

1
,
5
0
0
 

－
 

－
 

－
 

－
 

ブ
ル

ン
ス

ビ
ュ

ッ
テ

ル
 

低
レ
ベ
ル
、
β
γ
 

2
,
0
0
0
 

 
 

 
 

ユ
ー

リ
ッ

ヒ
 

低
レ
ベ
ル
、
β
γ
 

1
,
5
0
0
 

－
 

－
 

－
 

－
 

カ
ー

ル
シ

ュ
タ

イ
ン

 
焼
却
灰
 

1
,
5
0
0
 

－
 

－
 

－
 

－
 

イ
ン
ド
 

ト
ロ
ン
ベ
イ
 

－
 

5
 

－
 

5
 

－
 

－
 

イ
タ

リ
ア

 

イ
ス

プ
ラ

 
－
 

5
0
 

7
.
1
 

5
 

－
 

5
0
 
L
ド

ラ
ム

缶
 

ピ
サ

 
－
 

2
0
 

－
 

4 
－

 
5
8
0
 L

ド
ラ

ム
缶

 

カ
サ

ッ
チ

ア
 

低
レ
ベ
ル
、
β
γ
 

1
,
5
0
0
 

－
 

－
 

－
 

－
 

低
レ
ベ
ル
、
β
γ
 

2
,
0
0
0
 

－
 

－
 

－
 

－
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別
表

1
8
-
2
 
国

内
外

の
圧

縮
処

理
施

設
18
-
2
,
3
,
4
,
5
,
6
,
8
)
（

続
き
）

 

国
名

 
サ

イ
ト

 
対
象
廃
棄
物
 

圧
縮
加
重
 

減
容

率
 

処
理

量
 

圧
縮

対
象

物
 

t 
M
Pa
 

日
本
 

福
島

第
一

 
低
レ
ベ
ル
 

1
,
0
0
0
 

3
0
 

－
 

－
 

2
0
0
 L

ド
ラ

ム
缶

 

伊
方

 
低
レ
ベ
ル
 

1
,
5
0
0
 

3
0
 

－
 

－
 

1
5
5
 L

ド
ラ

ム
缶

 

－
 

2
0
0
 

－
 

－
 

－
 

－
 

泊
 

－
 

2
0
0
 

－
 

－
 

－
 

－
 

敦
賀

 
－
 

2
0
0
 

－
 

－
 

－
 

－
 

高
浜

 
－
 

2
0
0
 

－
 

－
 

－
 

－
 

大
飯

 
－
 

2
0
0
 

－
 

－
 

－
 

－
 

川
内

 
－
 

2
0
0
 

－
 

－
 

－
 

－
 

J
A
E
A
東

海
 
高

減
容

 
金
属
 

2
,
0
0
0
 

－
 

－
 

5
0
 
d
r
u
m
s
/
d
 

2
0
0
 L

ド
ラ

ム
缶

 

J
A
E
A
東

海
 
原

科
研

 
－
 

－
 

－
 

5
 

－
 

－
 

オ
ラ

ン
ダ

 
ペ

ッ
テ

ン
 

－
 

9
0 

5
.6
 

3 
5
 m

3
/
h 

1
0
0
 L

ド
ラ

ム
缶

 

2
0
0
 L

ド
ラ

ム
缶

 

低
レ
ベ
ル
、
β
γ
 

（
モ
ル
タ
ル
充
填
固
化
体
）

1
,5

00
 

8
0 

1
0 

（
5
）
 

2
.5

 m
3
/
h
 

1
0
0
 L

ド
ラ

ム
缶

 

ノ
ル

ウ
ェ

ー
 

ケ
ー

ラ
ー

 
－
 

5
 

0
.
2
 

5
 

－
 

2
0
0
 L

ド
ラ

ム
缶

 

南
ア

フ
リ

カ
 

ペ
リ

ン
ダ

バ
 

－
 

6
 

0
.
4
5
 

－
 

－
 

－
 

ス
イ

ス
 

ビ
ュ
ー
レ
ン
リ
ン
ゲ
ン
 

－
 

1
0
0
 

5
.
5
 

4
～

6
 

2
0
0
 
m
3
/
y
 

1
0
0
 L

ド
ラ

ム
缶
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別
表

1
8
-
2
 
国

内
外

の
圧

縮
処

理
施

設
18
-
2
,
3
,
4
,
5
,
6
,
8
)
（

続
き
）

 

国
名

 
サ

イ
ト

 
対
象
廃
棄
物
 

圧
縮
加
重
 

減
容

率
 

処
理

量
 

圧
縮

対
象

物
 

t 
M
Pa
 

英
国
 

ハ
ー

ウ
ェ

ル
 

－
 

1
7 

－
 

3 
7
50

 m
3
/
y
 

1
0
0
 L

ド
ラ

ム
缶

 

－
 

8
0 

－
 

3～
7 

6
00

 m
3
/
y 

6
50

 L
容
器
 

ア
ル

ダ
ー

マ
ス

ト
ン

 
－
 

1
0
 

－
 

3～
5 

5
5
0
 
m
3
/
y
 

1
0
0
 L

ド
ラ

ム
缶

 

ド
ー

ン
レ

イ
 

低
レ
ベ
ル
、
β
γ
 

2
,
0
0
0
 

－
 

－
 

－
 

－
 

米
国
 

リ
バ

モ
ア

 
－
 

4
.
5
 

2
 

4
 

－
 

2
0
0
 L

ド
ラ

ム
缶

 

ア
ル

ゴ
ン

ヌ
 

－
 

－
 

－
 

4
 

－
 

専
用

容
器

 

オ
ー

ク
リ

ッ
ジ

 

－
 

－
 

－
 

9
 

8
5
0
 
m
3
/
y 

4
25

 L
容
器
 

－
 

5
,
0
0
0
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

1
,
5
0
0
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

2
,
0
0
0
 

－
 

－
 

－
 

－
 

ア
イ

ダ
ホ

 
－
 

5
0
 

－
 

1
0
 

－
 

4
0
0
 
L
容

器
 

リ
ン

チ
バ

ー
グ

 
低
レ
ベ
ル
、
β
γ

 
1
,
5
0
0
 

－
 

－
 

－
 

－
 

シ
カ

ゴ
 

低
レ
ベ
ル
、
β
γ

 
1
,
2
0
0
 

－
 

－
 

－
 

－
 

ウ
エ

ス
ト

バ
レ

ー
 

低
レ
ベ
ル
、
β
γ

 
1
,
5
0
0
 

－
 

－
 

－
 

－
 

ハ
ン

フ
ォ

ー
ド

 
低
レ
ベ
ル
、
β
γ

 
2
,
0
0
0
 

－
 

－
 

－
 

－
 

レ
ッ

ド
ウ

イ
ン

グ
 

低
レ
ベ
ル
、
β
γ

 
2
,
0
0
0
 

－
 

－
 

－
 

－
 

ロ
ッ

キ
ー

フ
ラ

ッ
ツ

 
T
R
U
 

2
,
0
0
0
 

－
 

－
 

－
 

－
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技
術

N
o.
 

1
9 

溶
融
処
理

 
前 処 理

 

－
 

プ
ロ
セ
ス
概
要
 

廃
棄

物
を

加
熱

し
、

溶
融

状
態

に
し

た
後

に
冷

却
固

化
す

る
こ

と
で
、
廃
棄
物
を
減
容
・
安
定
化
す
る
方
法
で
あ
る
。
 

適
用
廃
棄
物
 

金
属
、
雑
固
体
廃
棄
物
 

プ
ロ
セ
ス
フ
ロ
ー

ま
た
は
 

機
器
概
要
図
 

処 理 能 力 及 び 処 理 物 の 性 状

 

①
処
理
条
件
 

温
度
：
処
理
対
象
廃
棄
物
に
よ
る
が
一
般
的
に
は
以
下
の
通
り
 

高
周
波
誘
導
加
熱
；
1
,
3
0
0
～
1
,
5
0
0
℃

1
9
-
2
)
 

プ
ラ
ズ
マ
加
熱
；
1
,
5
5
0
～
1
,
6
5
0
℃

1
9
-
3
)
 

圧
力
：
－
 

②
処
理
能
力
 

減
容
率
：
5
～
2
0
（
金
属
）

1
9-
4
)
、
詳
細
は
別
表

1
3
-
1
参
照
。
 

③
処
理
物
の
性
状
 

圧
縮
強
度
：
3
1
.
4
6
 
M
P
a
（
モ
ル
タ
ル
充
填
固
化
体
）

1
9-
5
)
 

固
化
体
密
度
：
－
 

耐
放
射
線
性
：
技
術

N
o
.
1
2
モ
ル
タ
ル
充
填
固
化
参
照
 

耐
熱
性
：
技
術

N
o
.
1
2
モ
ル
タ
ル
充
填
固
化
参
照
 

核
種
浸
出
率
：
技
術

N
o
.
1
2
モ
ル
タ
ル
充
填
固
化
参
照
 

溶
融

処
理

の
方

式
と

し
て

は
、

高
周

波
誘

導
加

熱
、

プ
ラ

ズ
マ

加
熱

、
ジ

ュ
ー

ル
加

熱
、

コ
ー

ル
ド

ク
ル

ー
シ

ブ
ル

加
熱

（
ガ

ラ
ス
固
化

C
C
I
M
参
照
）
な
ど
が
あ
る

1
9
-
1
)
。
上
図
で
は
、
高
周

波
誘

導
加

熱
、

バ
ー

ナ
加

熱
及

び
プ

ラ
ズ

マ
加

熱
の

概
要

を
示

し
た
。
各
方
式
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
表

1
9
-
1
に
示
す
。
 

適 用 性 評 価
 

①
技
術
成
熟
度
（
実
績
等
）
 

国
内
：
原
子
力
業
界
及
び
一
般
産
業
界
で
多
数
の
実
績
あ
り
。
詳
細
は
別
表

1
9
-
1

参
照
。
 

国
外
：
高
周
波
誘
導
加
熱
に
よ
る
金
属
溶
融
の
実
績
に
つ
い
て
は
別
表

1
9
-
2
参
照

 

②
操
作
安
全
性
 

特
記
事
項
 

技
術
固
有
の
課
題
：
固
化
体
作
製
時
の

C
s
な
ど
の
核
種
の
移
行

率
評
価
、
処
理
条
件
で
の

N
a
C
l
挙
動
の
確
認
（
残
存
す
る
海
水

成
分
の
プ
ロ
セ
ス
に
及
ぼ
す
影
響
の
確
認
が
必
要
）
 

高
温
処
理
の
た
め
、
火
災
な
ど
の
潜
在
的
リ
ス
ク
が
高
い
が
、
危
険
物
使
用
な
し
。 

③
保
守
性
 

加
熱
す
る
た
め
燃
料
費
な
ど
が
か
か
り
処
理
コ
ス
ト
が
高
い
。
 

溶
融
物
を
扱
う
た
め
の
耐
火
物
な
ど
設
備
の
建
設
・
維
持
コ
ス
ト
も
高
い
。
 

④
二
次
廃
棄
物
発
生
量
 

処
理
を
行
う
こ
と
で
、
処
理
設
備
の
耐
火
物
な
ど
難
処
理
の
二
次
廃
棄
物
が
発
生
 

（
金
属
：
2
～
5
w
t
%
程
度
）

1
9
-
4
)
。
 

⑤
事
故
廃
棄
物
特
有
事
項
（
有
害
物
、
有
機
物
等
）
に
対
す
る
適
用
性
 

加
熱
処
理
の
た
め
、
有
機
物
等
は
分
解
で
き
る
。
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別
表

1
9
-
1
 
溶
融
処
理
方
式
 

名
称
 

燃
料
加
熱
式
 

高
温
焼
却
炉
 

概
要
図
 

 

説
明
 

可
燃
物
と
不
燃
物
を
混
合
し
、
約

15
0
0
℃
で
焼
却
・
溶
融
し
て
、
溶
融
物
を
水
中
に
滴
下

し
て

安
定

な
ガ

ラ
ス

状
グ

ラ
ニ

ュ
ー

ル
（

ポ
ー

ラ
ス

な
粒

状
物

）
と

し
て

取
り

出
す

方
式

で
あ
る
。
 

実
績
 

・
ベ
ル
ギ
ー
（
ベ
ル
ギ
ー
中
央
研
究
所
）

1
9
-
4
)
 

対
象
物
：
軽
金
属
、
フ
ィ
ル
タ
、
保
温
材
、
可
燃
物
 

温
度
：
1
,
5
0
0
℃
以
上
 

減
容
率
：
3
～
5
（
軽
金
属
、
フ
ィ
ル
タ
、
保
温
材
）
、
9
9
（
可
燃
物
）
 

処
理
量
：
5
0
 
k
g
/
h
 

・
東
京
電
力
（
福
島
第
一
）

1
9
-
6
)
 

対
象
物
：
不
燃
物
、
可
燃
物
 

・
九
州
電
力
（
玄
海
）

1
9
-
7
)
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別
表

1
9
-
1
 
溶
融
処
理
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

電
気
加
熱
式
 

ア
ー
ク
炉

1
9
-
1
3
)
 

エ
レ

ク
ト

ロ
ス

ラ
グ

炉
1
9
-
9
,
1
0
)
 

概
要
図
 

 

説
明
 

炉
内
に
装
入
し
た
黒
鉛
電
極
と

処
理
対
象
金
属
間
に
電
流
を
通
じ
、
ア
ー
ク

を
発
生
さ
せ
て
対
象
物
を
溶
融

す
る
方
式
で
あ
る
。
 

炉
内
に
設
置
し
た

電
極

に
よ

っ
て

対
象

物
に
直

接
電

流
を

流
し

、
電
気

抵
抗

に
よ
る
ジ
ュ
ー
ル

熱
で

加
熱

、
溶

融
す

る
方

式
で

あ
る

。
廃

棄
物

は
炉

内
の

バ
ケ
ッ
ト
か
ら
投

入
さ

れ
る

。
 

実
績
 

・
フ
ラ
ン
ス
（
I
N
F
A
N
T
E
）

1
9
-
4
,
8
)
 

対
象
物
：
炭
素
鋼
、
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
 

処
理
量
：
1
2
 
t
/
b
a
t
c
h
（

4
 
b
a
t
c
h
/
d
）
 

二
次
廃
棄
物
量
：
処
理
量
の

5
 
w
t
％
以
下
 

・
J
A
E
A
（
東
海
 

P
W
T
F
）

1
9-
2
,
9
,
1
0
)
 

対
象
物
：
細
片
化
し

た
金

属
 

温
度
：
1
,
7
0
0
～
1
,
8
5
0
℃
 

電
極
：
タ
ン
グ
ス
テ

ン
 

処
理
量
：
1
0
0
 
k
g
/
b
a
t
c
h
 

装
置
規
模
：
水
冷
銅
鋳
型

2
2
0
 
m
m
×

3
8
0
 
m
m
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別
表

1
9
-
1
 
溶
融
処
理
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

電
気
加
熱
式
 

回
転
炉
床

プ
ラ
ズ
マ
式

1
9
-
1
1
,
1
2
)
 

傾
動

炉
床

プ
ラ

ズ
マ

式
1
9
-
1
3
)
 

概
要
図

 
 

説
明
 

プ
ラ
ズ
マ
ア
ー
ク
を
廃
棄
物
へ
照
射
し
て
加
熱
、
溶
融
す
る
。
溶
融
中
は
炉

体
が
回
転
す
る
こ
と
に
よ
る
遠
心
力
で
溶
湯
を
保
持
し
、
溶
融
終
了
後
に
回

転
を
止
め
る
こ
と
で
炉
底
の
排
出
口
か
ら
溶
湯
を
抜
き
出
す
方
式
で
あ
る
。

プ
ラ
ズ
マ
ア
ー

ク
を

廃
棄

物
へ

照
射

し
て

加
熱

、
溶

融
す

る
。
溶

融
終

了
後

に
炉
体
を
傾
け

る
こ

と
に

よ
っ

て
溶

湯
を

排
出

す
る

方
式

で
あ

る
。

 

実
績
 

・
ス
イ
ス
（
Z
W
I
L
A
G
）

1
9
-
4
,
1
1
)
 

対
象
物
：
金
属
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
砂
利
、
可
燃
物
 

処
理
量
：
不
燃
物

3
0
0
 k
g
/
h
、
可
燃
物

2
0
0
 k
g
/
h
、
溶
融
温
度
：
1
,
4
0
0
℃

減
容
率
：
6
（
金
属
、
ガ
レ
キ
）
 

・
日
本
原
子
力
発
電
（
敦
賀
）

1
9
-
1
1
,
1
2
)
 

対
象

物
：

金
属

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
、

保
温

材
、

フ
ィ

ル
タ

、
PV
C
、

ゴ
ム

、

イ
オ
ン
交
換
樹
脂
、

焼
却
灰
 

処
理
量
：
約

6
0
0
 
k
g
/
h
、
約

7
1
0
 
k
g
/
b
a
t
c
h
、

5
～
1
0
固
化
体
/
d
 

減
容
率
：
約

6
 

プ
ラ
ズ
マ
ト
ー
チ
出
力
：
1
.
5
 
M
W
 

溶
融
炉
内
径
：
2
.
1
 
m
、
回
転
速
度
：
4
0
 
r
p
m
 

・
米
国
（
D
O
E
ア
イ
ダ
ホ
）
：
T
R
U
汚
染
土
壌
、
金
属

1
9
-
1
1
)
 

・
フ
ラ
ン
ス
（
C
E
A
カ
ダ
ラ
ッ
シ
ュ
）：

TR
U
、
β
γ
廃
棄
物
（
試
験
機
）

1
9
-1
1
)

・
米
国
、
ス
イ
ス
及
び
ド
イ
ツ
に
て
一
般
産
業
へ
の
導
入
実
績
あ
り

1
9
-
1
1
)
 

・
一
般
産
業
界

で
は

導
入

実
績

多
数

1
9
-
1
3
)
 

・
研
究
開
発
段
階

1
9
-
6
)
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別
表

1
9
-
1
 
溶
融
処
理
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

電
気
加
熱
式
 

シ
ャ
フ
ト
プ
ラ
ズ
マ
式

1
9
-
4
)
 

セ
ル

フ
タ

ッ
ピ

ン
グ

プ
ラ

ズ
マ

式
1
9
-
3
)
 

概
要
図

 
 

説
明
 

煙
突
型
の
プ
ラ
ズ
マ
溶
融
炉
で
あ
る
。
煙
突
の
上
か
ら
廃
棄
物
を
投
入
し
、

炉
底

に
取

り
付

け
ら

れ
た

プ
ラ

ズ
マ

ト
ー

チ
で

廃
棄

物
を

溶
融

す
る

方
式

で
あ
る
。
 

プ
ラ
ズ
マ
ア
ー

ク
を

廃
棄

物
へ

照
射

し
て

加
熱

、
溶

融
す

る
。
部

分
的

に
固

化
し
た
ス
ラ
グ

に
よ

る
堰

で
溶

湯
を

保
持

し
、
溶

融
終

了
後

に
堰

に
プ

ラ
ズ

マ
を
照
射
し
て

堰
を

取
り

除
き

、
溶

湯
を

排
出

す
る

方
式

で
あ

る
。

 

実
績
 

・
ロ
シ
ア
（
S
I
A
 
R
A
D
O
N
）

1
9-
4
)
 

対
象
物
：
雑
固
体
廃
棄
物
 

出
力
：
1
0
0
～
1
5
0
 
k
W
 

温
度
：
1
,
5
0
0
～
1
,
8
0
0
℃
 

処
理
量
：
2
0
0
～
2
5
0
 
k
g
/
h
 

減
容
率
：
1
0
（
混
合
廃
棄
物
）
 

装
置
サ
イ
ズ
：
1
2
×
1
8
×
1
2
 
m
 

・
韓
国
（
K
H
N
P
）

1
9
-
1
4
)
 

対
象
物
：
コ
ン
ク

リ
ー

ト
、

土
壌

、
金

属
ス

ク
ラ

ッ
プ

 

加
熱
出
力
：
移
行
・
非
移
行
デ
ュ
ア
ル
式
 
5
0
0
 
k
W
 

処
理
量
：
1
0
0
 
k
g
/
h
 

・
J
A
E
A
（
東
海
 

高
減

容
）

1
9
-
3
)
 

対
象
：
焼
却
灰
（
P
V
C
、
ゴ
ム
、

セ
ル
ロ
ー
ス
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
）
 

処
理
量
：
4
 
t
/
d
、
2
 
t
/
b
a
t
c
h
 

加
熱
出
力
：
非
移
行
式

1
.
3
 
M
W
×

2
基
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別
表

1
9
-
1
 
溶
融
処
理
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

電
気
加
熱
式
 

内
容
器
高
周
波
加
熱
式
 

概
要
図

1
9
-
1
1
,
1
6
)

 

説
明
 

導
電
性
内
容
器
（
る
つ
ぼ
）
に
廃
棄
物
を
入
れ
、
内
容
器
ご
と
誘
導

電
流

に
よ

っ
て

加
熱

、
溶

融
す

る
方
式
で
あ
る
。
る
つ
ぼ
ご
と
加
熱
す
る
こ
と
で
非
導
電
性
物
質
を

溶
融

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

実
績
 

・
日
本
ガ
イ
シ
（
ラ
ボ
ス
ケ
ー
ル
）

1
9
-
1
5
)
 

対
象
廃
棄
物
：
炭
素
鋼
、
フ
ィ
ル
タ
、
保
温
材
、
可
燃
物
 

温
度
：
1
,
5
0
0
℃
（
キ
ャ
ニ
ス
タ
外
面
）
、
処
理
量
：
1
2
5
 
k
g
/
h
（
キ
ャ
ニ
ス
タ
容
量
：
1
2
0
 
L
）
 

減
容
率
：
6
 

周
波
数
：
5
0
0
～
1
,
0
0
0
 
H
z
（
出
力
最
大

6
0
0
 
k
W
）
 

・
関
西
電
力
（
美
浜
）

1
9
-
1
1
)
 

対
象
廃
棄
物
：
雑
固
体
廃
棄
物
、
処
理
量
：
約

1
5
0
 
k
g
/
h
、
減
容
率
：
3
 

・
中
国
電
力
（
島
根
）

1
9
-
1
1
)
 

対
象
廃
棄
物
：
雑
固
体
廃
棄
物
 

処
理
量
：
3
 
d
r
u
m
s
/
d
（
1
2
時
間
運
転
）
、
減
容
率
：
3
～
4
 

・
中
部
電
力
（
浜
岡
）

1
9
-
1
1
)
 

対
象
廃
棄
物
：
雑
固
体
廃
棄
物
 

処
理
量
：
約

1
5
0
 
k
g
/
h
、

6
 
d
r
m
u
s
/
d
（

2
4
時
間
運
転
）
、
減
容
率
：
約

4
 

・
九
州
電
力
（
玄
海
）

1
9
-
1
6
)
 

対
象
廃
棄
物
：
雑
固
体
廃
棄
物
 

処
理
量
：
約

1
5
0
 
k
g
/
h
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別
表

1
9
-
1
 
溶
融
処
理
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

電
気
加
熱
式
 

バ
ー
ナ
補
助
高
周
波
加
熱
式
 

概
要
図

1
9
-
1
7
)
 

説
明
 

導
電
性
内
容
器
（
る
つ
ぼ
）
に
廃
棄
物
を
入
れ
、
内
容
器
ご
と
誘
導
電
流
に

よ
っ

て
加

熱
、
溶

融
す

る
方

式
で

あ
る

。

補
助
バ
ー
ナ
を
用
い
る
こ
と
で
溶
融
体
表
面
の
ス
ラ
グ
も
溶
融
す
る
こ
と
が

で
き

る
。

 

実
績
 

・
日
本
原
子
力
発
電
（
東
海
・
東
海
第
二
）

1
9
-
1
7
)
 

対
象
物
：
配
管
、
保
温
材
、
塩
ビ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
 

温
度
：
1
,
5
0
0
℃
（
キ
ャ
ニ
ス
タ
表
面
）
 

出
力
：
最
大

6
0
0
 
k
W
 

キ
ャ
ニ
ス
タ
容
量
：
1
5
0
 
L
 

処
理
量
：
約

2
5
0
 
k
g
/
h
 

処
理
時
間
：
約

3
時
間
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別
表

1
9
-
1
 
溶
融
処
理
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

電
気
加
熱
式
 

プ
ラ
ズ
マ

補
助
高
周
波
加
熱
式

1
9
-
6
)
 

発
熱

体
内

包
高

周
波

加
熱

式
1
9
-
6
)
 

概
要
図

 

 

説
明
 

高
周
波
誘
導
炉
の
上
部
に
プ
ラ
ズ
マ
ト
ー
チ
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
溶
湯
上

部
の
非
導
電
性
物
質
を
含
む
ス
ラ
グ
層
も
加
熱
、
溶
融
す
る
方
式
で
あ
る
。

炉
内

に
黒

鉛
な

ど
の

導
電

性
物

質
の

発
熱

体
を

充
填

し
、

誘
導

加
熱

さ
れ

た
発
熱
体
に
よ
り

廃
棄

物
を

溶
融

す
る
方

式
で

あ
る

。
 

実
績
 

・
J
A
E
A
（
東
海
 
高
減
容
）

1
9
-
3
)
 

対
象
物
：
金
属
 

処
理
量
：
4
 
t
/
d
,
 
4
 
t
/
b
a
t
c
h
 

出
力
：
1
.
2
 
M
W
 

溶
湯
受
容
器
：
外
径

5
3
0
 
m
m
×
高
さ

8
0
0
 
m
m
 

鋳
塊
：
外
径

4
0
0
 
m
m
×
高
さ

7
0
0
 
m
m
 

・
研
究
開
発
段
階

1
9
-
6
)
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別
表

1
9
-
1
 
溶
融
処
理
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

電
気
加
熱
式
 

分
別
溶
融
高
周
波
加
熱
式

19
-
6
)
 

C
CI
M
式

1
9
-
4
)  

概
要
図
 

 
 

説
明
 

ス
テ
ン
レ
ス
製
容
器
内
へ
非
導
電
性
物
質
を
充
填
し
て
、
容
器
が
溶
融
し
な
い

温
度
で
誘
導
加
熱
す
る
。
そ
の
後
金
属
廃
棄
物
を
投
入
し
て
昇
温
し
、
ス
テ
ン

レ
ス
容
器
ご
と
金
属
を
溶
融
す
る
方
式
で
あ
る
。
上
図
は
、
溶
湯
排
出
口
ま
わ

り
に
コ
イ
ル
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
高
周
波
の
印
可
に
よ
っ
て
出
湯
を
制
御
す

る
方
式
で
あ
る
。
 

廃
棄
物
を
炉
内
へ
投
入
し
、
誘
導
電
流
に
よ
り
直
接
加
熱
し
て
溶
融
す
る
方
式

で
あ
る
。
炉
壁
内
に
冷
却
水
を
導
通
さ
せ
る
こ
と
で
溶
融
体
と
の
間
に
ス
カ
ル

層
を
形
成
し
、
炉
壁
の
高
温
腐
食
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

実
績
 

・
実

規
模
試

験
段

階
1
9
-
6
) 

・
フ
ラ
ン
ス
（
C
E
A
）

1
9
-
2
)
 

対
象
：
ハ
ル
・
エ
ン
ド
ピ
ー
ス
 

温
度
：
1
,
4
0
0
～
1
,
5
0
0
℃
 

雰
囲
気
：
不
活
性
ガ
ス
雰
囲
気
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別
表

1
9
-
2
 
海

外
の

高
周

波
誘

導
加

熱
に

よ
る
金
属
溶
融
の
実
績

19
-
4
,
1
1
)
 

国
名

 
サ

イ
ト

 

（
実

施
主

体
）
 

対
象
廃
棄
物
 

処
理
量
 

出
力

 
溶

融
温

度
（

℃
）

 
二

次
廃

棄
物

 

フ
ラ

ン
ス

 
セ

ン
ト

ラ
コ

 

（
So
co
de
i）

 

炭
素
鋼
、
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
、
 

非
鉄
金
属
（
P
b
他
）
 

4
 t

/b
at

ch
 

2
 b

at
ch

/d
 

－
 

1
,6
00
 

耐
火

物
 

ダ
ス

ト
排

ガ
ス

 

ド
イ

ツ
 

カ
ー

ラ
 

（
S
i
em
pe
lk
am
p）

 

炭
素
鋼
、
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
、
 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
銅
、
鉛
 

3
.2

 t
/b

at
ch
 

3
 b

at
ch

/d
 

1
.5

 M
W 

1
,3

50
～

1,
50
0 

耐
火

物
 

ダ
ス

ト
排

ガ
ス

 

ロ
シ

ア
 

サ
ン

ク
ト

ペ
テ

ル
ブ

ル
ク
 

（
Ec
om
et
-S
）

 

炭
素
鋼
、
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
、
 

非
鉄
金
属
 

2
.5
 t
/b
at
ch
 

－
 

－
 

－
 

ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
 

ニ
チ

ョ
ピ

ン
 

（
St
ud
sv
ik
）

 

炭
素
鋼
、
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
、
 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
真
鍮
、
銅
、
鉛
 

3
.5

 t
/b

at
ch
 

1
.2

 M
W 

－
 

2
～

5
％
発
生
 

（
顧

客
返

還
）
 

英
国

 
カ

ー
ペ

ン
ハ

ー
ス

ト
 

（
Ur
en
co
）

 

炭
素
鋼
、
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
、
 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
真
鍮
、
銅
 

4
 t
/b
at
ch
 

－
 

1
,6
00
 

耐
火

物
 

ダ
ス

ト
排

ガ
ス

 

米
国

 
ベ

ア
ク

リ
ー

ク
 

（
Du
ra
te
k）

 

炭
素
鋼
、
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
、
 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
銅
、
チ
タ
ン
 

2
0 

t/
ba

tc
h 

8
.6

 M
W 

1
,5

00
 

耐
火

物
 

（
7 
t/
mo
nt
h）
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技
術

N
o.
 

2
0 

切
断
処
理

 
前 処 理

 

－
 

プ
ロ
セ
ス
概
要
 

容
器
に
充
填
す
る
た
め
や
焼
却
な
ど
の
処
理
を
行
う
た
め
に
、
大
型
の
廃

棄
物
を
切
断
・
細
断
す
る
処
理
方
法
で
あ
る
。
 

適
用
廃
棄
物
 

金
属
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
 

プ
ロ
セ
ス
フ
ロ
ー

ま
た
は
 

機
器
概
要
図

20
-
5
)

 

処 理 能 力 及 び 処 理 物 の 性 状

 

①
処
理
条
件
 

温
度
：
常
温
～
数
万
℃
（
プ
ラ
ズ
マ
ア
ー
ク
切
断
）

2
0-
1
,
2
,
3
,
4
,
5
,
6
,
7
,
8
)
 

圧
力
：
常
圧
 

周
囲
環
境
：
気
中
/
水
中

2
0
-
1
,
2
,
3
,
4
,
5
,
6
,
7
,
8
)
 

装
置
規
模
：
9
.
1
 
m
×
4
.
6
 
m
×
4
.
6
 
m
（
ロ
ス
ア
ラ
モ
ス
研
究
所
）

2
0
-
1
)
 

②
処
理
能
力
 

手
法
に
よ
っ
て
異
な
る
。
 

詳
細
は
別
表

2
0
-
1
参
照

2
0
-
1
,
2
,
3
,
4
,
5
,
6
,
7
,
8
)
 

③
処
理
物
の
性
状
 

処
理
前
後
で
変
化
な
し
。
 

処
理
方
式
に
は
対
象
物
を
機
械
的
に
切
断
す
る
手
法
（
丸
鋸
、
糸
鋸
、
研

磨
切
断
機
、
レ
シ
プ
ロ
ソ
ー
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
シ
ア
ー
カ
ッ
タ
ー
、
ウ

ォ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
切
断
、
爆
破
切
断
等
）
と
熱
に
よ
っ
て
対
象
物
を
溶

断
す
る
手
法
（
電
気
ア
ー
ク
切
断
、
ア
セ
チ
レ
ン
ト
ー
チ
切
断
、
プ
ラ
ズ

マ
ア
ー
ク
切
断
、
ア
ー
ク
ソ
ー
、
テ
ル
ミ
ッ
ト
反
応
ラ
ン
ス
、
レ
ー
ザ
ー

カ
ッ
タ
ー
等
）
が
あ
る
。
上
図
は
、
丸
鋸
に
よ
る
機
械
的
切
断
を
示
し
た

も
の

で
あ

る
。

そ
の

他
の

切
断

方
式

に
つ

い
て

は
、

別
表

2
0-
1

参
照

2
0
-
1
,
2
,
3
,
4
,
5
,
6
,
7
,
8
) 。

 

適 用 性 評 価

 

①
技
術
成
熟
度
（
実
績
等
）
 

国
内
外
の
原
子
力
施
設
で
導
入
実
績
多
数
 

詳
細
は
別
表

2
0
-
1
参
照

2
0
-
1
,
2
,
3
,
4
,
5
,
6
,
7
,
8
)
 

②
操
作
安
全
性
 

手
法
に
よ
っ
て
は
、
高
温
で
の
溶
断
や
粉
じ
ん
の
発
生
が
あ
る
。
 

③
保
守
性
 

設
備
費
及
び
運
転
費
が
安
価
 

特
記
事
項
 

－
 

④
二
次
廃
棄
物
発
生
量
 

手
法
に
よ
っ
て
は
、
切
断
ダ
ス
ト
、
ド
ロ
ス
、
冷
却
水
、
潤
滑
剤
、
誘
電

流
体
等
が
発
生
す
る
。
 

⑤
事
故
廃
棄
物
特
有
事
項
（
有
害
物
、
有
機
物
等
）
に
対
す
る
適
用
性
 

原
子
炉
内
構
造
物
や
建
屋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
解
体
に
適
用
で
き
る
と
考
え

ら
れ
る
。
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別
表

2
0
-
1
 
切
断
方
式

2
0
-
1
,
2
,
3
,
4
,
5
,
6
,
7
,
8
)
 

名
称
 

機
械
的
切
断
方
式
 

丸
鋸

2
0
-
5
)
 

糸
鋸

2
0
-
5
)
 

概
要
図
 

 

 

説
明
 

回
転
運
動
す
る
装
置
に
円
形
の
鋸
を
設
置
し
、
対
象
物
を
鋸
引
き
に
よ
っ

て
切
断
す
る
手
法
で
あ
る
。
対
象
が
金
属
の
場
合
火
花
が
発
生
す
る
ほ
か
、

切
断
速
度
に
応
じ
た
微
粉
が
発
生
す
る
。
 

往
復
運
動
す
る
装
置
に
両
端
を
固
定
し
た
鋸
を
設
置
し
、
対
象
物
を
鋸
引
き
に

よ
っ
て
切
断
す
る
手
法
で
あ
る
。
対
象
が
金
属
の
場
合
火
花
が
発
生
す
る
ほ
か
、

切
断
速
度
に
応
じ
た
微
粉
が
発
生
す
る
。
 

実
績
 

・
英
国
（
ド
ー
ン
レ
イ
）
 

対
象
物
：
施
設
解
体
鋼
材
 

・
米
国
（
シ
ッ
ピ
ン
グ
ポ
ー
ト
）
 

対
象
物
：
ア
ル
ミ
材
、
軟
鋼
材
 

処
理
量
（
大
型
の
場
合
）
：
軟

鋼
棒

9
0 
cm

2
/
m
in
、

配
管

1
10
 c
m
2
/m
in
 

二
次
廃
棄
物
：
切
断
ダ
ス
ト
、
ド
ロ
ス
、
冷
却
水
、
潤
滑
剤
、
誘
電
流
体
等
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別
表

2
0
-
1
 
切
断
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

機
械
的
切
断
方
式
 

研
磨
切
断
機

20
-
5
)
 

レ
シ
プ
ロ
ソ
ー

2
0
-
5
)
 

概
要
図
 

 
 

説
明
 

回
転
盤
の
円
周
の
研
磨
材
（
酸
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
粉
末
ま
た
は
炭
化
珪
素
粉
末

混
合
樹
脂
）
に
よ
っ
て
対
象
物
を
切
断
す
る
方
式
で
あ
る
。
携
帯
型
や
固
定
型

が
あ
り
、
遠
隔
操
作
に
も
適
す
る
が
対
象
が
金
属
の
場
合
、
火
花
が
発
生
し
、
 

切
断
速
度
に
応
じ
た
微
粉
が
発
生
す
る
。
 

往
復

運
動

す
る

装
置

に
一

端
を

固
定

し
な

い
鋸

を
設

置
し

、
対

象
物

を
鋸

引
き

に
よ
っ
て
切
断
す
る
手
法
で
あ
る
。
直
径
が

2
0
 
c
m
以
下
の
長
い
金
属
を
切
断

す
る

際
に

使
用

さ
れ

、
切

断
速

度
が

低
速

の
場

合
は

微
粉

発
生

量
を

低
減

す
る

こ
と
が
で
き
る
。
 

国
内
 

実
績
 

原
子
力
産
業
で
適
用
実
績
あ
り
。
 

対
象
物
：
鋼
管
、
棒
鋼
な
ど
 

処
理
量
：
直
径
約

1
5
 
c
m
の
棒
鋼
を

2
分
で
切
断
 

二
次
廃
棄
物
：
切
断
ダ
ス
ト
、
ド
ロ
ス
、
冷
却
水
、
潤
滑
剤
、
誘
電
流
体
等
 

・
米
国
（
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
ト
）
 

対
象
物
：
ホ
ッ
ト
セ
ル
内
部
部
材
 

処
理
量
：
－
 

二
次
廃
棄
物
：
切
断
ダ
ス
ト
、
ド
ロ
ス
、
冷
却
水
、
潤
滑
剤
、
誘
電
流
体
等
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別
表

2
0
-
1
 
切
断
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

機
械
的
切
断
方
式
 

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

2
0
-
5
)
 

ニ
ブ

ラ
2
0
-
5
)
 

概
要
図
 

 

説
明
 

回
転
体
に
チ
ェ
ー
ン
を
巻
き
つ
け
、
対
象
物
を
鋸
引
き
に
よ
っ
て
切
削
・

切
断
す
る
手
法
で
あ
る
。
繊
維
質
の
廃
棄
物
を
高
速
で
切
断
す
る
際
に
使

用
さ
れ
る
が
、
切
断
の
際
に
多
量
の
切
断
片
が
発
生
す
る
。
 

高
速
往
復
運
動
に
よ

る
打

撃
に

よ
っ

て
、

板
状

金
属

を
打

ち
抜

く
切

断
方

式
で

あ
る
。
刃
型
や
回
転

式
せ

ん
断

機
を

組
み

合
わ

せ
て

使
用

す
る

場
合

も
あ

る
。

 

厚
さ

5
 
m
m
程
度
の
金
属
の
切
断
に
使
用
さ
れ

、
遠
隔
操
作
も
可
能
で
あ
る
。
 

実
績
 

・
英
国
（
ド
ー
ン
レ
イ
）
 

対
象
物
：
施
設
解
体
鋼
材
 

・
ド
イ
ツ
（
グ
ン
ド
レ
ミ
ン
ゲ
ン
、
ニ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ヒ
バ
ッ
ハ
）
 

対
象
物
：
生
体
遮
へ
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
 

・
米
国
（
フ
ォ
ー
ト
セ
ン
ト
ブ
レ
イ
ン
）
 

対
象
物
：
生
体
遮
へ
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
 

・
米
国
（
エ
ル
ク
リ

バ
ー

、
ラ

ク
ロ

ス
）

 

対
象
物
：
原
子
炉
シ

ュ
ラ

ウ
ド

 

処
理
量
：
ス
テ
ン
レ
ス
鋼

0
.
2
4
 
m
m
t
、
ジ
ル
カ
ロ
イ

0
.
1
6
 
m
m
t
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別
表

2
0
-
1
 
切
断
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

機
械
的
切
断
方
式
 

ワ
イ
ヤ
ー
ソ
ー

2
0
-
5
)
 

デ
ィ

ス
ク

カ
ッ

タ
ー

2
0
-
5
)
 

概
要
図

 
 

説
明
 

切
断
子
（

ダ
イ

ヤ
モ
ン

ド
ビ

ー
ズ
等

）
と

ス
ペ
ー

サ
を

数
珠
繋

ぎ
の
ワ
イ
ヤ

ー
と
し
、

こ
の

ワ
イ
ヤ

ー
を

引
き
回

す
こ

と
で
対

象
を

切
断
す

る
手
法
で
あ

る
。
 

円
板
状
の
カ
ッ
タ

ー
刃

を
対

象
物

に
押
し

付
け

、
切

断
す

る
方

式
で

あ

り
、
遠
隔
操
作
が

可
能

で
あ

る
。

塑
性
変

形
に

よ
り

切
断

す
る

た
め

、
切

粉
が
ほ
と
ん
ど
発

生
し

な
い

。
 

実
績
 

・
米
国
（
セ
イ
コ
ア
、
ミ
ル
ス
ト
ン
、
ｲ
ﾝ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
ﾝ
ﾎ
ﾟ
ｲ
ﾝ
ﾄ
、
サ
ン
オ
ノ
フ
レ
、

ス
タ
ズ
ビ
ッ
ク
、
フ
ォ
ー
ト
セ

ン
ト
ブ
レ
イ
ン
）
 

対
象
物
：
熱
交
換
器
管
束
（
セ

コ
イ
ア
、
ミ
ル
ス
ト
ン
、
ス
タ
ズ
ビ
ッ
ク
）、

復
水
器
管
束
（
ｲ
ﾝ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
ﾝ
ﾎ
ﾟ
ｲ
ﾝ
ﾄ
）
、
蒸
気
発
生
器
本
体
（
サ
ン
オ
ノ
フ
レ
）
 

処
理
量
（
ス
タ
ズ
ビ
ッ
ク
）：

直
径

2
.
5
 
m
熱
交
換
器
管
束
、
直
径

2
 
c
m
ス

テ
ン
レ
ス
鋼
管

4
,
0
0
0
本
、
直
径

1
2
 
c
m
炭
素
鋼
管

1
本
 

処
理
時
間
：
ワ
イ
ヤ
ー
循
環
速
度

2
5
 
c
m
/
s
以
下
で
約

1
7
時
間
 

二
次
廃
棄
物
：
切
断
ダ
ス
ト
、
ド
ロ
ス
、
冷
却
水
、
潤
滑
油
、
誘
電
流
体
 

・
ド
イ
ツ
（
グ
ン
ド
レ
ミ
ン
ゲ
ン
、
ニ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ヒ
バ
ッ
ハ
）
 

対
象
物
：
生
体
遮
へ
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
 

処
理
量
：
引
張
切
断

3
 
m
2
/
h
、
押
切
切
断

1
 
m
2
/
h 

 
 
 
 
削
孔
φ
7
5
～
1
0
0
 
m
m
で

1～
2
 
m
/
h
、
φ

20
0
 
m
m
で

0
.
5
 
m
/
h
 

二
次
廃
棄
物
：
粉
塵

1
～

1
8
0
 
μ
m
 

・
日
本
（
J
P
D
R
）
 

対
象
物
：
原
子
炉

圧
力

容
器

接
続
配

管
、

生
体

遮
へ

い
コ

ン
ク

リ
ー

ト
 

処
理
量
：
厚
さ

3
3
.
3
 
m
m
の

3
0
0
A
配
管
に
対
し
て

2
8
 
m
i
n
 

 
 
 
 
厚
さ

1
7.
4 
mm

の
3
00
A
配
管
に
対
し
て

2
.
5
 
m
i
n
 

 
 
 
 
生
体
遮

へ
い

コ
ン

ク
リ

ー
ト

に
対

し
て

コ
ア

ボ
ー

リ
ン

グ
併

用
で

1
.3
 m

3
/h
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別
表

2
0
-
1
 
切
断
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

機
械
的
切
断
方
式
 

回
転
式
カ
ッ
タ
ー

2
0
-
5
)
 

ロ
ー

タ
リ

ー
カ

ッ
タ

ー
2
0
-
5
)
 

概
要
図
 

 
 

説
明
 

カ
ッ
タ
ー
ホ
イ
ー
ル
が
配
管
円
周

上
を
移
動
し
、
切
断
を
行
う
手
法
で
あ
る
。

カ
ッ
タ
ー
ホ
イ
ー
ル
は
ガ
イ
ド
チ

ェ
ー
ン
に
よ
り
固
定
さ
れ
る
。
カ
ッ
タ
ー

刃
の
種
類
に
よ
っ
て
切
断
深
さ
を

変
え
る
こ
と
が
で
き
、
遠
隔
操
作
も
可
能

で
あ
る
。
 

回
転
ロ
ー
ラ
上
に

配
置

し
た

対
象
物

を
、
砥

石
を

用
い

て
切

断
す

る
手

法
で

あ

る
。
 

実
績
 

原
子
力
産
業
に
て
適
用
実
績
あ
り

。
 

対
象
物
：
配
管
、
円
筒
容
器
 

処
理
量
：
炭
素
鋼
で
は

1
回
あ
た
り

2
 
c
m
程
度
切
削
可
能
 

二
次
廃
棄
物
：
切
断
ダ
ス
ト
、
ド

ロ
ス
、
冷
却
水
、
潤
滑
剤
、
誘
電
流
体
等

原
子
力
産
業
で
は

導
入

実
績

な
し
。

 

一
般
産
業
界
で
は

導
入

実
績

多
数
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別
表

2
0
-
1
 
切
断
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

機
械
的
切
断
方
式
 

ヒ
ン
ジ
カ
ッ
タ
ー

2
0
-
5
)
 

ク
ラ

ム
シ

ェ
ル

型
旋

盤
2
0
-
5
)
 

概
要

図
 

 

説
明
 

配
管
周
囲
を
カ
ッ
タ
ー
ホ
イ
ー
ル
を
等
間
隔
に
複
数
個
設
置
し
た
フ
レ
ー
ム

で
覆
い
、
カ
ッ
タ
ー
を
回
転
さ
せ
な
が
ら
押
し
付
け
て
切
断
す
る
手
法
で
あ

る
。
 

配
管
の
円
周
上
に

旋
盤

が
設

置
さ

れ
、
回

転
す

る
ご

と
に

自
動

的
に

回
転

半
径

を
縮
小
さ
せ
て
切
断
す
る
手
法
で
あ
り
、
外
径
約

3
～

1
0
0
 c
m
、
肉
厚
約

1
5
 c
m

ま
で
の
配
管
が
切
断

可
能

で
あ

る
。

遠
隔

操
作

が
可

能
で

あ
る

。
 

実
績
 

原
子
力
産
業
に
て
適
用
実
績
あ
り
。
 

対
象
物
：
配
管
、
円
筒
容
器
 

処
理
量
：
－
 

二
次
廃
棄
物
：
切
断
条
件
に
よ
り
切
粉
が
発
生
 

原
子
力
産
業
に
て

適
用

実
績

あ
り

。
 

対
象
物
：
配
管
、

円
筒

容
器

 

処
理
量
：
－
 

二
次
廃
棄
物
：
切

断
条

件
に

よ
り

切
粉

が
発
生
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別
表

2
0
-
1
 
切
断
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

機
械
的
切
断
方
式
 

コ
ア

ボ
ー
リ
ン
グ

2
0
-
5
)
 

ブ
レ

ー
カ

2
0
-
5
)
 

概
要
図
 

 

 

説
明
 

円
筒

状
の

コ
ア

ビ
ッ

ト
を

切
断

対
象

物
に

押
し

付
け

、
回

転
さ

せ
て

切
削

す
る

手
法
で
あ
る
。
 

鋼
製
の
ノ
ミ
を
空

気
圧

あ
る

い
は
油

圧
で

振
動

さ
せ

、
そ

の
衝

撃
で

対
象

物
を
破
砕
す
る
手

法
で

あ
る

。
携
帯

可
能

な
小

型
の

も
の

か
ら

重
機

で
使

用
す
る
大
型
の
も

の
が

あ
る

。
 

実
績
 

・
日
本
（
J
P
D
R
、

J
R
R
-
3
）
 

対
象
物
：
生
体
遮
へ
い
コ
ン
ク
リ

ー
ト
（
J
P
D
R
）
 

 
 
 
 
炉
体
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床

の
縁
切
り
 

処
理
量
：
 

1
1
0
 
m
m
φ
×
1
,
55
0
 
m
m
L
（
直
径

3
0
 
m
m
鉄
筋
含
む
）
に
対
し
て

6
0
分
で
貫
通
 

1
5
0
 
m
m
φ
×
1
,
20
0
 
m
m
L
（
直
径

2
2
 
m
m
鉄
筋
含
む
）
に
対
し
て

3
9
分
で
貫
通
 

二
次
廃
棄
物
：
乾
式
な
ら
ば
冷
却

水
は
不
要
 

・
日
本
（
J
P
D
R
、

J
R
R
-
3
）
 

対
象
物
：
生
体
遮

へ
い

コ
ン

ク
リ
ー

ト
 

処
理
量
：
2
0
～

3
0
 
m
3
/d
（

50
 m

3
/
d
（
1
.
5
t
ク
ラ
ス
重
機
）
）
 

二
次
廃
棄
物
：
粉

塵
が

発
生

す
る

。
（

廃
棄

物
体

積
が

約
2
倍

と
な

る
）

 

・
米
国
（
エ
ル
ク

リ
バ

ー
）
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別
表

2
0
-
1
 
切
断
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

機
械
的
切
断
方
式
 

圧
砕
機

2
0
-
5
)
 

無
水
破
砕
（
バ
ー
ス
タ
）
法

2
0
-
5
)
 

概
要
図
 

 

説
明
 

大
型
の
掴
み
具
を
用
い
て
対
象
物
を
挟
み
込
ん
で
破
砕
す
る
方
式
で
あ
り
、

一
般
建
造
物
の
解
体
で
は
主
工
法
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。
 

穿
孔
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
油
圧
シ
リ
ン
ダ
を
内
蔵
し
た
バ
ー
ス
タ
を
挿
入

し
、
孔
を
押
し
拡
げ
る
こ
と
で
対
象
物
を
破
砕
す
る
手
法
で
あ
る
。
対
象
物
を

剥
離
す
る
た
め
に
は
、
二
次
破
砕
が
必
要
と
な
る
。
 

実
績
 

一
般
産
業
界
で
は
実
績
多
数
。
 

対
象
物
：
建
屋
構
造
コ
ン
ク
リ
ー
ト
 

処
理
量
：
3
0
～
4
0
 
m
3
/d
 

刃
先
開
口
幅
：
3
0
～
2
3
0
 
c
m
程
度
 

二
次
廃
棄
物
：
粉
塵
が
発
生
す
る
。
（
廃
棄
物
体
積
が
約

2
倍
と
な
る
）
 

一
般
産
業
界
で
は
、
湿
式
穿
孔
と
の
併
用
で
実
績
あ
り
。
 

対
象
物
：
建
屋
構
造
コ
ン
ク
リ
ー
ト
 

処
理
量
：
バ
ー
ス
タ
拡
大
ス
ト
ロ
ー
ク

5
5
 
m
m
 

 
 
 
 
破
砕
圧

2
50
 t
/バ

ー
ス
タ
（
最
大
）
 

 
 
 
 
孔
径

2
00
 m
m（

最
大
）
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別
表

2
0
-
1
 
切
断
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

機
械
的
切
断
方
式
 

静
的
破
砕
材

20
-
5
)
 

シ
ア
ー
カ
ッ
タ
ー
 

概
要
図
 

 

説
明
 

対
象

物
を

削
孔

し
、

そ
の

孔
に

酸
化

カ
ル

シ
ウ

ム
を

主
成

分
と

す
る

破
砕

材
を

充
填

し
て

、
破

砕
材

の
膨

張
圧

に
よ

っ
て

対
象

を
破

砕
す

る
手

法
で

あ
る

。
対

象
物
を
剥
離
す
る
た
め
に
は
、
二
次
破
砕
が
必
要
と
な
る
。
 

直
径
が

1
0
 c
m
以
上
の
配
管
や
直
径
が
数

c
m
の
金
属
柱
の
切
断
に
使
用
さ
れ
る
。
 

切
断
時
に
二
次
廃
棄
物
で
あ
る
微
粉
が
発
生
し
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
 

実
績
 

一
般
工
事
に
お
け
る
適
用
実
績
あ
り
。
 

・
ベ
ル
ギ
ー
（
モ
ル
）
（
簡
易
圧
縮
装
置
と
併
用
）
 

対
象
物
：
燃
料
要
素
構
造
材
、
溶
解
槽
、
廃
棄
物
収
納
容
器
 

処
理
量
：
－
 

切
断
圧
力
：
5
6
0
 
k
N
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別
表

2
0
-
1
 
切
断
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

機
械
的
切
断
方
式
 

ア
ブ
レ
イ
シ
ブ
ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
切
断

2
0
-
5
)
 

爆
破
切
断

2
0
-
5
)
 

概
要
図
 

 
 

説
明
 

高
圧
水
（
2
0
0
～
3
0
0
 M
P
a
）
中
に
研
磨
材
を
混
入
さ
せ
、
対
象
物
に
噴
射
す
る

こ
と
で
切
断
す
る
手
法
で
あ
る
。
 

対
象
が
金
属
の
場
合
、
爆
発
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び
被
覆
金
属
に
よ
る
衝
撃
を
利

用
し
て
対
象
を
破
断
す
る
も
の
で
あ
り
、
厚
さ

1
5
 c
m
程
度
の
金
属
の
切
断
に

使
用
さ
れ
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
場
合
、
削
孔
に
爆
薬
を
装
填
し
て
爆
破
さ
せ

る
も
の
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
場
合
も
遠
隔
操
作
は
可
能
で
あ
る
。
 

実
績
 

・
日
本
 

対
象
物
：
生
体
遮
へ
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
J
P
D
R
）
 

 
 
 
 
シ
ュ
ラ
ウ
ド
（
福
島
第
一

2
号
機
）
 

処
理
量
：
7
5
 
m
m
t
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
に
対
し
て
、
約

7
5
 
m
m
/
m
i
n
（
福
島
第
一
）

 
 
 
 
2
12

日
間
で

2
4.
7 
t
を
切
断
（

J
P
D
R
）
 

二
次
廃
棄
物
：
研
磨
材
（
ス
チ
ー
ル
グ
リ
ッ
ド
）
1
～
2
 k
g
/
m
i
n（

福
島
第
一
）

・
米
国
（
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
ヤ
ン
キ
ー
）
 

・
日
本
（
J
P
D
R
）
 

対
象
物
：
ス
テ
ン
レ
ス
製
配
管
、
生
体
遮
へ
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
 

処
理
量
：
厚
さ

5
.
1
 
m
m
4
0
A
配
管
に
対
し
て
、
爆
薬

1
0
 
g
 

 
 
 
 
厚
さ

7
.6
 m
m8
0A

配
管
に
対
し
て
、
爆
薬

5
0
 
g
 

 
 
 
 
生
体
遮
へ
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト

1
,
3
9
8
 
t
に
対
し
て

1
4
7
回
爆
破
 

二
次
廃
棄
物
：
1
0
～
2
0
0
 
g
/
m
3 （

平
均

5
8 
g/
m
3 ）

の
粉
塵
が
発
生
 

・
米
国
（
エ
ル
ク
リ
バ
ー
）
 

対
象
物
：
生
体
遮
へ
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
 

・
ド
イ
ツ
（
ニ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ヒ
バ
ッ
ハ
）
 

対
象
物
：
生
体
遮
へ
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
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別
表

2
0
-
1
 
切
断
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

熱
的
切
断
方
式
 

酸
素
ア
セ
チ
レ
ン
ガ
ス
切
断

2
0
-
5
)
 

酸
素

ト
ー

チ
切

断
2
0
-
5
)
 

概
要
図
 

説
明
 

ア
セ

チ
レ

ン
燃

焼
に

よ
る

ガ
ス

炎
に

よ
っ

て
対

象
を
加

熱
し

、
そ
こ

へ

高
純

度
の

酸
素

を
吹

き
付

け
る

こ
と

で
鋼

中
の

鉄
を
燃

焼
し

て
溶
融

・

切
断

す
る

方
式

で
あ

る
。

軟
鋼

の
切

断
に

使
用

さ
れ
、

ス
テ

ン
レ
ス

鋼

や
非
鉄
金
属
に
は
不
向
き

で
あ
り
、
遠
隔
操
作
に
も
不
向
き
で
あ
る
。

酸
素
と
燃
料
を
対

象
物

へ
噴

射
・
発

火
さ

せ
て

対
象

を
溶

融
・

切
断

す

る
方
式
で
あ
る
。

大
型

の
金

属
廃
棄

物
の

切
断

に
使

用
さ

れ
、

高
速

切

断
に
適
し
て
お
り

使
用

方
法

も
簡
便

で
あ

る
。

切
断

時
に

微
粉

が
発

生

す
る
た
め
、
周
囲

に
可

燃
物

が
存
在

す
る

と
火

災
の

危
険

性
が

あ
る

。

実
績
 

・
ド
イ
ツ
（
カ
ー
ル
ス
ル

ー
エ
多
目
的
原
子
炉
、
グ
ラ
イ
フ
ス
バ
ル
ト
）

対
象
物
：
原
子
炉
圧
力
容
器
 

処
理
量
：
炭
素
鋼

5
～

5
0
 
m
m
t
に
対
し
て
、
0
.
1
か
ら

1
 
m
/
m
i
n
 

二
次
廃
棄
物
：
ド
ロ
ス
、
フ
ュ
ー
ム
 

・
米
国
（
ア
ル
ゴ

ン
ヌ

、
ア

イ
ダ
ホ

、
ハ

ン
フ

ォ
ー

ド
、

オ
ー

ク
リ

ッ

ジ
、
ポ
ー
ツ
マ
ス

、
サ

ン
オ

ノ
フ
レ

、
サ

バ
ン

ナ
リ

バ
ー

、
ウ

エ
ス

ト

バ
レ
ー
）
 

対
象
物
：
容
器
及

び
一

般
構

造
の
板

材
 

処
理
量
：
炭
素
鋼

2
.
5
～

4
.
5
 
c
m
t
に
対
し
て

3
8
0
 
c
m
/
h
 

 
 
 
 
炭
素
鋼

1
1.

5 
c
m
t
 

に
対
し
て

1
3
0
 
c
m
/
h
 

二
次
廃
棄
物
：
切

断
粉

塵
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別
表

2
0
-
1
 
切
断
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

熱
的
切
断
方
式
 

ア
ー
ク
切
断

20
-
5
)
 

ア
ー
ク
ソ
ー
切
断

2
0
-
5
)
 

概
要
図
 

 
 

説
明
 

電
極
と
対
象
物
と
の
間
に
直
流
電
圧
を
印
加
し
た
、
ア
ー
ク
放
電
に
よ
っ
て

発
生
し
た
熱
に
よ
り
対
象
物
を
溶
融
・
切
断
す
る
方
式
で
あ
る
。
 

大
型
の
金
属
廃
棄
物
（
厚
さ
数

m
m
）
の
切
断
に
使
用
さ
れ
る
。
 

高
速
切
断
に
適
し
て
お
り
使
用
方
法
も
簡
便
で
あ
る
が
、
切
断
時
に
微
粉
が

発
生
す
る
た
め
、
周
囲
に
可
燃
物
が
存
在
す
る
と
火
災
の
危
険
性
が
あ
る
。

回
転
す
る
電
極
と
対
象
物
と
の
間
に
直
流
電
圧
を
印
加
し
た
、
ア
ー
ク
放
電
に
よ

っ
て
発
生
し
た
熱
に
よ
り
対
象
物
を
溶
融
し
、
ソ
ー
ブ
レ
ー
ド
に
よ
っ
て
溶
融
物

を
除
去
・
切
断
す
る
方
式
で
あ
る
。
 

厚
さ

9
0
 
c
m
程
度
の
金
属
の
切
断
に
使
用
さ
れ
、
遠
隔
操
作
性
に
も
優
れ
る
。
 

実
績
 

原
子
力
業
界
に
お
け
る
実
績
は
特
に
な
し
。
 

一
般
産
業
界
で
は
使
用
実
績
多
数
。
 

・
日
本
（
J
P
D
R
）
 

対
象
物
：
原
子
炉
圧
力
容
器
胴
部
 

処
理
量
：
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
内
張
炭
素
鋼

2
5
0
 m
m
t
に
対
し
て

4
0
 m
m
/
m
i
n
（
気
中
）
 

 
 
 
 
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
内
張
炭
素
鋼

2
0
0
 m
m
t
に
対
し
て

6
0
 m
m
/
m
i
n
（
水
中
）
 

二
次
廃
棄
物
：
水
中
浮
遊
物
、
ド
ロ
ス
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別
表

2
0
-
1
 
切
断
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

熱
的
切
断
方
式
 

プ
ラ
ズ
マ
ア
ー
ク
切
断

2
0
-
5
)
 

テ
ル
ミ
ッ
ト
反
応
ラ
ン
ス
切
断

2
0
-
5
)
 

概
要
図
 

 
 

説
明
 

電
極
と
対
象
物
の
間
に
ア
ー
ク
電
流
を
発
生
さ
せ
、
作
動
ガ
ス
か
ら
高
温
プ
ラ

ズ
マ
流
を
生
成
さ
せ
、
ア
ー
ク
と
プ
ラ
ズ
マ
の
熱
に
よ
っ
て
対
象
物
を
溶
融
・

切
断
す
る
方
式
で
あ
り
、
気
中
及
び
水
中
で
の
切
断
が
可
能
で
あ
る
。
厚
さ

1
5
 

c
m
程
度
の
金
属
の
切
断
に
使
用
さ
れ
、
遠
隔
操
作
性
に
も
優
れ
る
。
 

鋼
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
及
び
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
ワ
イ
ヤ
を
鉄
製
配
管
に
詰
め
、

配
管
先
端
の
テ
ル
ミ
ッ
ト
反
応
に
よ
り
切
断
す
る
方
式
で
あ
る
。
す
べ
て
の

厚
み
の
金
属
の
切
断
に
使
用
さ
れ
る
が
、
遠
隔
操
作
に
は
不
向
き
で
あ
る
。
 

実
績
 

・
日
本
（
J
P
D
R
、
福
島
第
一

3
号
機
シ
ュ
ラ
ウ
ド
）
 

対
象
物
：
炉
内
構
造
物
 

処
理
量
：
ス
テ
ン
レ
ス
鋼

1
3
0
 
m
m
t
に
対
し
て

7
5
 
m
m
/
m
i
n
（
水
中
）
 

 
 
 
 
ス
テ
ン
レ
ス
鋼

2
3
0
 
m
m
t
に
対
し
て

5
0
 
m
m
/
m
i
n
（
気
中
）
 

二
次
廃
棄
物
量
：
ド
ロ
ス

3
5
 
k
g
 

・
米
国
（
E
B
W
R
、
エ
ル
ク
リ
バ
ー
、
ヤ
ン
キ
ー
ロ
ー
）
 

・
英
国
（
ウ
ィ
ン
ズ
ケ
ー
ル
）
 

・
ド
イ
ツ
（
グ
ン
ド
レ
ミ
ン
ゲ
ン
、
グ
ラ
イ
フ
ス
バ
ル
ト
、
多
目
的
研
究
炉
）

・
フ
ラ
ン
ス
（
マ
ル
ク
ー
ル
）
 

・
ベ
ル
ギ
ー
（
B
R
-
3
、
モ
ル
）
 

・
英
国
（
ウ
ィ
ン
ズ
ケ
ー
ル
）
 

対
象
物
：
生
体
遮
へ
い
体
（
鋼
＋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
6
ブ
ロ
ッ
ク
 

処
理
量
：
3
0
.
4
8
 
c
m
/
m
i
n
（
直
径

2
.
5
 
c
m
程
度
の
穴
あ
け
）
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別
表

2
0
-
1
 
切

断
方

式
（

続
き

）
 

名
称

 
熱
的
切
断
方
式
 

C
O
2
レ
ー
ザ
ー
切
断

2
0
-
5
)
 

放
電
加
工
切
断
（
E
l
e
c
t
r
o
-
D
i
s
c
h
a
r
g
e
 
M
a
c
h
i
n
i
n
g
）

2
0
-
5
)
 

概
要

図
 

 
 

説
明

 

C
O
2
ガ

ス
か

ら
発

生
さ

せ
た

レ
ー

ザ
ー
を
熱
源
と
し
て
物
質
を
溶
解
・
切
断
す
る

方
式

で
あ

る
。

レ
ー

ザ
ー

照
射

の
際
に
は
圧
縮
空
気
や
酸
素
ガ
ス
等
の
ア
シ
ス

ト
ガ
ス
を
加
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
5
 
c
m
程
度
の
金
属
の
切
断
に
使
用
さ
れ
る

が
遠

隔
操

作
に

は
不

向
き

で
あ

る
。
 

絶
縁

性
溶

液
中

で
電

極
と
対

象
物

と
の
間

に
電

圧
を
印

加
し

て
ア
ー

ク
を

発

生
さ
せ
、
そ
の

熱
で
対
象
物
表
面
か
ら
小
片
を
剥
離
さ
せ
る
手
法
で
あ
る
。
 

実
績

 

原
子

力
業

界
に

お
け

る
実

績
は

特
に
な
し
。
一
般
産
業
界
で
は
使
用
実
績
多
数
 

対
象

物
：

炭
素

鋼
、

ス
テ

ン
レ

ス
鋼
 

処
理
量
：
1
0
～
8
4
0
 
m
m
/
m
i
n
（

3
0
～

2
0
0
 
m
m
t
 
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
）
（
気
中
）
 

 
 

 
 

2
0～

3
0 

mm
/m

in
（

2
00
～

30
0 
m
mt

 ス
テ
ン
レ
ス
鋼
）
（
気
中
）
 

 
 

 
 

1
0～

2
60

 m
m/
m
i
n
（

3
0
～

1
5
0
 
m
m
t
 
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
）
（
水
中
）
 

二
次

廃
棄

物
量

：
 

気
中
浮
遊
物

5
1
0
 
g
/
m
、
ド
ロ
ス

3
.
6
 
k
g
/
m
（
気
中
）
 

気
中
浮
遊
物

1
6
 
g
/
m
、
水
中
浮
遊
物

7
8
0
 
g
/
m
、
ド
ロ
ス

1
.
0
 
k
g
/
m
（
水
中
）

・
日
本
（
福
島
第
一

3
号
機
シ
ュ
ラ
ウ
ド
）
 

・
ベ
ル
ギ
ー
（
B
R
-
3
）
 

・
そ
の
他
（
P
W
R
炉
心
下
部
プ
レ
ー
ト
改
造
）
 

対
象
物
：
原
子
炉
内
構
造
物
（
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
、
イ
ン
コ
ネ
ル
）
 

処
理
量
：
約

8
2
 
c
m
2
/s
 

二
次
廃
棄
物
：

切
断
ダ
ス
ト
、
ド
ロ
ス
、
冷
却
水
、
潤
滑
剤
、
誘
電
流
体
等
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別
表

2
0
-
1
 
切
断
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

熱
的
切
断
方
式
 

直
接
通
電
/
電
磁
誘
導
法
 

概
要
図

2
0
-
5
)

 

説
明
 

鉄
筋
端
部
か
ら
の
電
流
ま
た
は
対
象
物
表
面
に
コ
イ
ル
を

設
置

し
て

の
誘

導
電

流
に
よ
っ
て
鉄
筋
を
加
熱
し
、
そ
の
熱
に
よ
っ
て
周
囲
の

対
象

物
を

破
砕

す
る

手
法
で
あ
る
。
上
図
は
直
接
通
電
方
式
に
つ
い
て
示
し
た

も
の

で
あ

る
。

対
象

物
を
剥
離
す
る
た
め
に
は
、
二
次
破
砕
が
必
要
と
な
る
。

 

実
績
 

原
子
力
産
業
で
は
導
入
実
績
な
し
 

一
般
産
業
界
で
は
導
入
実
績
多
数
 

対
象
物
：
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
 

処
理
量
：
装
置

1
台
あ
た
り

2
0
～
4
0
 
m
2 /
d 

 
 

JAEA-Review 2017-015

- 152 -



 

 

参
考
文
献
 

2
0-
1)
 
L
ow
-L

ev
el

 R
ad

io
ac

ti
ve

 W
as

te
 V
o
lu
me
 R
e
du
ct
io
n
 a
nd
 S
ta
bi
li
za
ti
o
n
 T
ec
hn
ol
og
i
es
 R
e
so
ur
ce
 M
an
ua
l,
 N
a
ti
on
al
 L
o
w-
Le
v
el
 R
a
di
oa
ct
i
ve
 W
a
s
t
e
 

M
an
ag

em
en

t 
P
ro

gr
am

, 
DO
E
/L

LW
-7
6T
, 
1
98
8.
 

2
0-
2)
 
I
AE
A,

 S
ta

tu
s
 o
f 
T
ec

hn
ol

og
y 
fo
r 
V
ol
um
e 
Re
du
ct
i
on
 a
nd
 T
r
ea
tm
en
t 
of
 L
o
w 
an
d 
I
nt
er
me
di
at
e 
Le
v
el
 S
ol
id
 R
a
di
oa
ct
iv
e 
W
as
te
, 
Te
ch
n
ic
al

 

R
ep
or

ts
 S

er
i
es

 N
o.

36
0,
 
19

94
. 

2
0-
3)
 
I
AE
A,
 T
ec
hn
iq
ue
s
 a
n
d
 P
ra
c
ti
ce
s 
fo
r
 P
r
et
re
at
me
nt
 o
f
 L
ow
 a
n
d
 I
n
te
rm
ed
ia
te
 L
ev
el
 S
ol
id
 a
nd
 L
iq
ui
d
 R
a
di
oa
ct
iv
e 
Wa
st
e,
 T
ec
hn
i
c
al
 R
ep
or
ts
 

S
er
ie

s 
No

.2
7
2,

 1
98

7.
 

2
0-
4)
 
I
AE
A,

 T
re

at
m
en

t 
of

 L
ow
-
 a

nd
 I
nt
er
m
ed
ia
te
-L
ev
e
l 
So
li
d 
Ra
d
io
ac
ti
ve
 W
a
st
es
, 
Te
ch
n
ic
al
 R
ep
or
t
s 
Se
ri
es
 N
o
.2
23
, 
19
83
. 

2
0
-
5
)
 
(
財

)
原
子
力
発
電
技
術
機
構
 
廃
止
措
置
技
術
総
合
調
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会
,
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ド
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近
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技
術

N
o.
 

2
1 

粉
砕
処
理

 

前 処 理

 

－
 

プ
ロ
セ
ス
概
要
 

焼
却

な
ど

の
減

容
処

理
を

行
う

た
め

の
前

処
理

や
減

容
率

を
改

善

す
る
た
め
に
、
廃
棄
物
を
粉
砕
す
る
処
理
方
法
で
あ
る
。
 

適
用
廃
棄
物
 

可
燃
物
（
木
材
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
紙
・
布
類
）
 

不
燃
物
（
ガ
ラ
ス
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
、
炭
素
製
品

な
ど
）
 

プ
ロ
セ
ス
フ
ロ
ー

ま
た
は
 

機
器
概
要
図
 

処 理 能 力 及 び 処 理 物 特 性

 

①
処
理
条
件
 

温
度
：
常
温
 

圧
力
：
常
圧
 

②
処
理
能
力
 

減
容
率
：
1
.
5
～
5
2
1
-
1
)
 

装
置
規
模
：
8
0
×

1
3
0
 
c
m
2
1
-
3
)
 

③
処
理
物
の
性
状
 

処
理
前
後
で
変
化
な
し
。
 

処
理
方
式
は
対
象
物
を
機
械
的
に
粉
砕
す
る
手
法
（
ハ
ン
マ
ミ
ル
、

フ
レ
イ
ル
ミ
ル
、
シ
ア
ー
粉
砕
機
、
ブ
レ
ー
ド
グ
ラ
イ
ン
ダ
ジ
ョ
ー

グ
ラ
イ
ン
ダ
、
ロ
ー
ラ
グ
ラ
イ
ン
ダ
等
）
で
あ
る
。
上
図
は
、
ハ
ン

マ
ミ
ル
（
グ
ラ
イ
ン
ダ
）
に
よ
る
機
械
的
粉
砕
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
他
の
粉
砕
方
式
に
つ
い
て
は
、
別
表

21
-1

参
照

21
-
1
,
2
,
3
,
4
,
5
)
。

適 用 性 評 価

 

①
技
術
成
熟
度
（
実
績
等
）
 

国
内
外
の
原
子
力
施
設
で
導
入
実
績
多
数
 

詳
細
は
別
表

2
1
-
1
,
2
参
照

2
1-
1
,
2
,
3
,
4
,
5
)
 

②
操
作
安
全
性
 

常
温
で
操
作
可
能
で
あ
り
、
オ
フ
ガ
ス
の
発
生
も
な
い
。
 

③
保
守
性
 

設
備
費
及
び
運
転
費
が
安
価
 

特
記
事
項
 

－
 

④
二
次
廃
棄
物
発
生
量
 

－
 

⑤
事
故
廃
棄
物
特
有
事
項
（
有
害
物
、
有
機
物
等
）
に
対
す
る
適
用
性
 

ガ
レ
キ
、
伐
採
木
の
減
容
に
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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別
表

2
1
-
1
 
粉
砕
方
式

2
1
-
1
,
2
,
3
,
4
,
5
)
 

名
称
 

ハ
ン
マ
ミ
ル
（
グ
ラ
イ
ン
ダ
）
 

フ
レ

イ
ル

ミ
ル

 

概
要
図
 

 
 

説
明
 

回
転
シ
ャ
フ
ト
に
ハ
ン
マ
を
取
り

付
け
て
回
転
さ
せ
る
こ
と
で
、
対
象
物
を

粉
砕
壁
に
叩
き
つ
け
て
粉
砕
す
る

手
法
で
あ
る
。
3
,
6
0
0
 r
p
m
の
高
速
回
転

で
粉
砕
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

。
ハ
ン
マ
を
カ
ッ
タ
ー
等
と
交
換
す
る
こ

と
に
よ
り
粒
径
を
調
整
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
 

回
転
シ
ャ
フ
ト
に

フ
レ

イ
ル

（
か

ら
さ

お
）
を

取
り

付
け

て
回

転
さ

せ
る

こ
と

で
、
か
ら
さ
お
の

打
撃

に
よ

っ
て

対
象

物
を
粉

砕
す

る
手

法
で

あ
る

。
 

実
績
 

一
般
産
業
界
で
は
実
績
多
数
 

爆
発
防
止
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
観

点
か
ら
原
子
力
業
界
で
は
利
用
は
控
え

ら
れ
て
い
る
。
 

対
象
物
：
雑
固
体
廃
棄
物
、
木
材

 

一
般
産
業
界
で
は

実
績

多
数

 

爆
発
防
止
や
メ
ン

テ
ナ

ン
ス

の
観

点
か

ら
原
子

力
業

界
で

は
利

用
は

控
え

ら
れ

て
い
る
。
 

対
象
物
：
雑
固
体

廃
棄

物
、

木
材
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別
表

2
1
-
1
 
粉
砕
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

シ
ア
ー
（
カ
ッ
タ
ー
）
粉
砕
機

2
1
-
1
)
 

ブ
レ
ー
ド
グ
ラ
イ
ン
ダ
 

概
要
図
 

 
 

説
明
 

切
断
刃
の
付
い
た
回
転
シ
ャ
フ
ト
を
回
転
さ
せ
、
互
い
違
い
に
設
置
し
た
切
断

ホ
イ

ー
ル

で
対

象
物

を
切

断
・
粉

砕
す

る
手

法
で

あ
る

。
1
0～

8
0
 r
p
m
の

低
速

・

大
ト
ル
ク
で
回
転
さ
せ
る
こ
と
で
金
属
を
切
断
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
 

ブ
レ
ー
ド
の
つ
い
た
回
転
シ
ャ
フ
ト
を
回
転
さ
せ
、
対
象
物
を
切
断
。
粉
砕
す

る
手
法
で
あ
る
。
 

実
績
 

・
米
国
 

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
ト
 

対
象
物
：
可
燃
性
雑
固
体
、
セ
ル
廃
棄
物
、
H
E
P
A
（
木
製
、
金
属
製
）
 

処
理
量
：
1
9
～
8
0
 
k
g
/
h
 

チ
ョ
ー
ク
リ
バ
ー
、
サ
バ
ン
ナ
リ
バ
ー
 

対
象
物
：
T
R
U
廃
棄
物
（
木
材
、
金
属
、
封
入
ボ
ッ
ク
ス
）
 

ブ
ル
ン
ス
ウ
ィ
ッ
ク
 

対
象
物
：
硬
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
木
材
、
ガ
ラ
ス
、
金
属
 

・
ベ
ル
ギ
ー
（
ド
エ
ル
原
子
力
発
電
所
）
 

対
象
物
：
可
燃
性
雑
固
体
 

処
理
量
：
2
 
t
/
h
 

放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
に
適
用
可
能
 

対
象
物
：
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
布
類
、
ガ
ラ
ス
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
 

・
日
本
（
中
部
電
力
（
浜
岡
）
）
 

対
象
物
：
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
 

処
理
量
：
4
5
秒
/
個
 

回
転
数
：
3
,
0
0
0
 
r
p
m
 

回
転
刃
：
2
0
0
 
m
m
φ
×

5 
m
m
t
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別
表

2
1
-
1
 
粉
砕
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

ロ
ー
ラ
グ
ラ
イ
ン
ダ
 

ジ
ョ

ー
グ

ラ
イ

ン
ダ

 

概
要
図

 
 

説
明
 

回
転
す
る
ロ
ー
ラ
対
へ
廃
棄
物
を
投
入
し
、
回
転
に
よ
る
圧
力
で
対
象
物

を
粉
砕
す
る
手
法
で
あ
る
。
 

固
定
刃
と
動
刃
の
間

に
廃

棄
物

を
投

入
し

、
動

刃
の

搖
動

に
よ

る
圧

力
で

対

象
物
を
粉
砕
す
る
手

法
で

あ
る

。
 

実
績
 

放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
に
適
用
可
能
 

対
象
物
：
不
燃
性
廃
棄
物
 

放
射
性
廃
棄
物
の
処

理
に

適
用

可
能

 

対
象
物
：
不
燃
性
廃

棄
物
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別
表

2
1
-
2
 
国
外
の
粉
砕
機
導
入
実
績

21
-
1
,
2
,
3
,
4
,
5
)
 

国
名
 

サ
イ
ト
 

対
象
廃
棄
物
 

備
考
 

ベ
ル
ギ
ー
 

モ
ル
 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
紙
、
布
、
ガ
ラ
ス
、
金
属
 

－
 

フ
ラ
ン
ス
 

サ
ク
レ
ー
 

高
線
量
金
属
 

－
 

カ
ダ
ラ
ッ
シ
ュ
 

P
u
含

有
廃

棄
物

 

（
ガ
ラ
ス
、
鋼
材
、
P
V
C
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
、
布
等
）
 

凍
結
粉
砕
法
 

（
－
1
5
0
℃
）
 

ド
イ
ツ
 

ア
ル
ケ
ム
 

有
機
固
体
廃
棄
物
 

－
 

カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
 

フ
ィ
ル
タ
 

－
 

オ
ラ
ン
ダ
 

ペ
ッ
テ
ン
 

シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
バ
イ
ア
ル
 

－
 

英
国
 

ハ
ー
ウ
ェ
ル
 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
 

－
 

ガ
ラ
ス
 

－
 

ア
ル
ダ
ー
マ
ス
ト
ン
 

ガ
ラ
ス
 

 

米
国
 

ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
 

一
般
廃
棄
物
 

－
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献
 

2
1-
1)
 
L
ow
-L

ev
el

 R
ad

io
ac

ti
ve

 W
as

te
 V
o
lu
me
 R
e
du
ct
io
n
 a
nd
 S
ta
bi
li
za
ti
o
n
 T
ec
hn
ol
og
i
es
 R
e
so
ur
ce
 M
an
ua
l,
 N
a
ti
on
al
 L
o
w-
Le
v
el
 R
a
di
oa
ct
i
ve
 W
a
s
t
e
 

M
an
ag

em
en

t 
P
ro

gr
am

, 
DO
E
/L

LW
-7
6T
, 
1
98
8.
 

2
1-
2)
 
I
AE
A,

 S
ta

tu
s
 o
f 
T
ec

hn
ol

og
y 
fo
r 
V
ol
um
e 
Re
du
ct
i
on
 a
nd
 T
r
ea
tm
en
t 
of
 L
o
w 
an
d 
I
nt
er
me
di
at
e 
Le
v
el
 S
ol
id
 R
a
di
oa
ct
iv
e 
W
as
te
, 
Te
ch
n
ic
al

 

R
ep
or

ts
 S

er
i
es

 N
o.

36
0,
 
19

94
. 

2
1-
3)
 
I
AE
A,
 T
ec
hn
iq
ue
s
 a
n
d
 P
ra
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n
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 R
ep
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t
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23
, 
19
83
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2
1
-
5
)
 
原
子
力
発
電
所
換
気
系
フ
ィ
ル
タ
ー
の
減
容
処
理
,
 
中
部
電
力
技
術
開
発
ニ
ュ
ー
ス
 
6
3
号

,
 
1
9
9
5
,
 
p
p
.
1
5
-
1
6
.
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技
術

N
o
.
 

2
2 

焼
却
処
理

 
前 処 理

 

処
理

時
に

問
題

と
な

る
物

（
ス

プ
レ

ー
缶

や
水

分
を

多
く

含
有

す
る

も
の

）

は
予
め
取
り
除
い
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
 

プ
ロ
セ
ス
概
要
 

可
燃

性
や

難
燃

性
廃

棄
物

を
高

温
で

燃
焼

さ
せ

る
こ

と
に

よ
っ

て

減
容
す
る
ほ
か
、
有
機
物
を
分
解
す
る
手
法
で
あ
る
。
 

適
用
廃
棄
物
 

可
燃

性
雑

固
体

（
紙

、
布

、
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
、

木
材

等
）
、

難
燃

性

雑
固
体
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
塩
ビ
、
ゴ
ム
類
等
）、

 

プ
ロ
セ
ス
フ
ロ
ー
 

ま
た
は
 

機
器
概
要
図

22
-
1
)
 

 

処 理 能 力 及 び 処 理 物 特 性

 

①
処
理
条
件
 

・
過
剰
空
気
燃
焼
方
式
 

温
度
：
8
0
0
～
1
,
1
0
0
℃

2
2
-
3
)
 

空
気
比
：
2
～
3
2
2
-
1
)
 

・
抑
制
空
気
燃
焼
方
式
 

温
度
：
6
0
0
～
8
0
0
℃
（
一
次
燃
焼
）
、
1
,
0
0
0
～

1
,
2
0
0
℃
（
二
次
燃
焼
）

2
2
-
3
)
 

空
気
比
：
1
.
2
～
1
.
3
2
2
-
1
)
 

②
処
理
能
力
 

・
過
剰
空
気
燃
焼
方
式
 

炉
形
式
に
よ
っ
て
異
な
る
。
詳
細
は
別
表

2
2
-
1
参
照
 

・
抑
制
空
気
燃
焼
方
式
 

炉
形
式
に
よ
っ
て
異
な
る
。
詳
細
は
別
表

2
2
-
1
参
照
 

③
処
理
物
の
性
状
 

無
機
物
（
焼
却
灰
、
炭
化
物
等
）
 

焼
却
処
理
は
、
完
全
燃
焼
に
必
要
な
空
気
量
に
対
す
る
実
際
の
空
気

量
の

割
合

に
よ

っ
て

過
剰

空
気

燃
焼

方
式

と
抑

制
空

気
燃

焼
方

式

に
分
類
さ
れ
る
。
過
剰
空
気
燃
焼
方
式
に
は
、
火
格
子
炉
、
竪
型
円

筒
炉
、
水
冷
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
式
竪
型
円
筒
炉
な
ど
が
あ
り
、
抑
制
空
気

燃
焼
方
式
に
は
竪
型

3
室
炉
（
B
a
t
a
n
炉
）
、
横
型

3
室
炉
（
M
e
l
o
x

炉
）
、

横
型

多
段

室
炉

（
シ

ル
バ

炉
、

セ
ン

ト
ラ

コ
炉

）
な

ど
が

あ

る
2
2
-
1
,
2
)
。
各
炉
式
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
表

2
2
-
1
に
示
す
。
 

適 用 性 評 価

 

①
技
術
成
熟
度
（
実
績
等
）
 

国
内
外
で
実
績
多
数
。
詳
細
は
別
表

2
2
-
1
参
照
 

②
操
作
安
全
性
 

高
温

処
理

で
あ

る
た

め
、

火
災

な
ど

の
潜

在
的

リ
ス

ク
が

高
い

が
、

危
険

物

の
使
用
は
な
し
。
 

③
保
守
性
 

加
熱
す
る
た
め
燃
料
費
な
ど
が
か
か
り
処
理
コ
ス
ト
が
高
い
。
 

耐
火
物
な
ど
設
備
の
建
設
・
維
持
に
か
か
る
コ
ス
ト
が
高
い
。
 

特
記
事
項
 

技
術
固
有
の
課
題
：
固
化
体
作
製
時
の

C
s
な
ど
の
核
種
の
移
行
率

評
価
、
処
理
条
件
で
の

N
a
C
l
挙
動
の
確
認
（
残
存
す
る
海
水
成
分

の
プ
ロ
セ
ス
に
及
ぼ
す
影
響
の
確
認
が
必
要
）
 

④
二
次
廃
棄
物
発
生
量
 

処
理
設
備
の
耐
火
物
な
ど
の
二
次
廃
棄
物
が
発
生
 

⑤
事
故
廃
棄
物
特
有
事
項
（
有
害
物
、
有
機
物
等
）
に
対
す
る
適
用
性
 

加
熱
処
理
の
た
め
、
有
機
物
等
は
分
解
で
き
る
。
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別
表

2
2
-
1
 
焼
却
方
式
 

名
称
 

過
剰
空
気
燃
焼
方
式
 

火
格
子
炉

2
2
-
1
,
2
)
 

竪
型

円
筒

炉
22
-
1
)
 

概
要
図
 

 

説
明
 

一
次

燃
焼
室
で
は

火
格
子
上
で

廃
棄
物
を
燃

焼
さ
せ
、
二

次
燃
焼
室
で

は
充

填
物

（
S
i
C
な
ど

）
に
よ
っ
て

比
較
的
大
き

な
粒
子
状
物

質
を
捕
集
す

る
手

法
で
あ
る
。
 

固
定
式
の
炉
底

上
で

廃
棄

物
を

燃
焼

さ
せ

、
炉

が
停

止
し

た
後

に
炉

床

を
反
転
し
て
焼

却
灰

を
排

出
す

る
手

法
で

あ
る

。
 

実
績
 

・
J
A
E
A
 
（
東
海
 
P
W
T
F
）

2
2
-
2
)
 

対
象
：
可
燃
物
、
H
E
P
A
フ

ィ
ル
タ
（
不
燃
物
の
仮
焼
も
可
能
）
 

温
度
：
約

8
0
0
～
1
,
0
0
0
℃
 

圧
力
：
工
程
室
内
よ
り

3
5
0
 
P
a
負
圧
 

処
理
量
：
2
0
0
 
k
g
/
d
 

減
容
比
：
約

4
0
 

・
ド
イ
ツ
（

カ
ー

ル
ス

ル
ー

エ
）

2
2
-
3
)
 

対
象
：
固
体
・

液
体

廃
棄

物
 

温
度
：
約

8
0
0
～
1
,
1
0
0
℃
 

処
理
量
：
1
5
0
～

2
0
0
 
k
g
/
h
ま

で
可

能
 

・
そ
の
他
国
内

外
の

原
子

力
施

設
で

実
績

多
数

2
2
-
3
,
4
,
5
)
 

詳
細
は
別
表

2
2
-
1
(
a
)
参
照
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別
表

2
2
-
1
(
a
)
 
国
内
外
の
竪
型
円
筒
炉
導
入
実
績

2
2
-
3
,
4
,
5
)
 

国
名
 

サ
イ
ト
 

処
理
量
 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
 

ザ
イ
ベ
ル
ス
ド
ル
フ
 

4
0
 
k
g
/
h
 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
 

ス
タ
ズ
ビ
ッ
ク
 

1
5
0
 
k
g
/
h
 

ス
イ
ス
 

ビ
ュ
ー
レ
ン
リ
ン
ゲ
ン
 

2
5
 
k
g
/
h
 

日
本
 

北
海
道
電
力
 
泊
 

7
5
 
k
g
/
h
 

東
北
電
力
 
女
川
 

5
0
 
k
g
/
h
 

東
京
電
力
 
福
島
第
一
 

1
0
0
,
 
1
5
0
 
k
g
/
h
 

東
京
電
力
 
福
島
第
二
 

1
0
0
 
k
g
/
h
 

東
京
電
力
 
柏
崎
刈
羽
 

1
5
0
 
k
g
/
h
 

関
西
電
力
 
高
浜
 

7
5
 
k
g
/
h
 

関
西
電
力
 
大
飯
 

3
0
 
k
g
/
h
 

中
国
電
力
 
島
根
 

7
5
 
k
g
/
h
 

九
州
電
力
 
川
内
 

7
5
 
k
g
/
h
 

日
本

原
子
力
発
電
 
東
海
第
二
 

1
0
0
 
k
g
/
h
 

R
I
協

会
 
盛

岡
 

7
5 
kg
/h
 

J
AE
A 

大
洗

 
1
00
 k
g/
h 
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別
表

2
2
-
1
 
焼
却
方
式
（
続
き
）
 

名
称

 
過
剰
空
気
燃
焼
方
式
 

水
冷
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
式
竪
型
円
筒
炉

2
2
-
1
)
 

流
動

床
炉

2
2
-
3
)
 

概
要
図
 

 

説
明
 

基
本

的
な

構
造

は
竪

型
円

筒
炉

と
同

様
で

あ
る

が
、

炉
床

以
外

は
水

冷

ジ
ャ

ケ
ッ

ト
構

造
と

な
っ

て
お

り
、

炉
壁

温
度

を
下

げ
る

こ
と

に
よ

っ

て
塩
素
含
有
難
燃
物
（
塩
ビ
、
ゴ
ム
等
）
を
焼
却
で
き
る
。
 

廃
棄
物
と
燃
焼
空

気
を

流
動

材
中
（

砂
や

ア
ル

ミ
ナ

な
ど

）
へ

導
入

し
て

、

廃
棄

物
の

ガ
ス

化
・

燃
焼

を
行

い
、

未
燃

ガ
ス

は
二

次
燃

焼
炉

で
完

全
燃

焼
さ
せ
る
方
式
で

あ
る

。
 

実
績
 

・
J
A
E
A
（
東
海
 
P
W
T
F
）

2
2-
2
)
 

対
象
：
塩
ビ
、
ゴ
ム
類
 

温
度
：
約

5
0
0
℃
 

圧
力
：
工
程
室
内
よ
り

4
 
k
P
a
負
圧
 

処
理
量
：
5
 
d
r
u
m
s
/
d
 

減
容
比
：
約

2
0
 

・
米
国
（
ロ
ッ
キ

ー
フ

ラ
ッ

ツ
）

2
2
-
3
,
4
)
 

処
理
量
：
8
0
 
k
g
/
h
 

・
米
国
（
ナ
イ

ン
マ

イ
ル

ポ
イ

ン
ト

、
バ

イ
ロ

ン
、

ブ
レ

イ
ド

ウ
ッ

ド
、

マ
ク
ガ
イ
ア
）

2
2
-
4
)
 

処
理
量
：
9
2
 
k
g
/
h
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別
表

2
2
-
1
 
焼
却
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

抑
制
空
気
燃
焼
方
式
 

ロ
ー
タ

リ
ー
キ
ル
ン
炉

2
2
-
3
)
 

2
室

炉
2
2
-
3
)
 

概
要
図
 

 

説
明
 

廃
棄

物
を

キ
ル

ン
内

で
ガ

ス
化

・
燃

焼
し

、
未

燃
ガ

ス
や

排
ガ

ス
を

二
次

燃

焼
炉

へ
導

入
し

て
残

留
有

機
成

分
を

完
全

燃
焼

さ
せ

る
方

式
で

あ
る

。
液

体

か
ら
大
型
固
体
廃
棄
物
ま
で
幅

広
い
性
状
の
廃
棄
物
へ
適
用
で
き
る
。
 

一
次
燃
焼
炉
で
は

抑
制

空
気

条
件

で
廃

棄
物
の

燃
焼

を
行

い
、
発

生
し

た
ガ

ス
を
二
次
燃
焼
炉

で
完

全
燃

焼
さ

せ
る

方
式
で

あ
る

。
 

実
績
 

・
米
国
（
ロ
ッ
キ
ー
フ
ラ
ッ
ツ

、
ア
イ
ダ
ホ
研
究
所
）

2
2
-
3
,
4
)
 

処
理
量
：
4
0
 
k
g
/
h
 

・
米
国
（
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
研
究
所
）

2
2
-
3
)
 

対
象
：
P
C
B
、
ウ
ラ
ン
含
有
廃
棄
物
 

・
英
国
（
ウ
ィ

ン
ズ

ケ
ー

ル
）

2
2
-
4
)
 

対
象
：
P
u
含
有

廃
棄

物
 

処
理
量
：
5
 
k
g
/
h
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別
表

2
2
-
1
 
焼

却
方

式
（

続
き

）
 

名
称

 
抑
制
空
気
燃
焼
方
式
 

竪
型

3
室
炉
（
V
a
t
a
n
炉
）

2
2
-
1
)
 

横
型

3
室
炉
（
M
e
l
o
x
炉
）

2
2
-
1
)
 

概
要

図
 

 

説
明

 
固

定
式

の
炉

底
上

で
、
抑

制
空

気
条
件
で
廃
棄
物
の
燃
焼
を
行
い
、
発
生
し
た

ガ
ス

は
上

方
の

2
室

炉
で

燃
焼

さ
せ
る
方
式
で
あ
る
。
 

火
格
子
炉
を
抑

制
空
気
条
件
で
運
用
す
る
方
式
で
あ
る
。
基
本
的
な
構
造
は

過
剰
空
気
燃
焼

方
式
の
火
格
子
炉
と
同
様
で
あ
る
。
 

実
績

 

・
フ

ラ
ン

ス
（

ム
ネ

・
シ

ュ
ル

・
ヴ
ァ
タ
ン
）

2
2
-
1
)
 

対
象
：
P
V
C
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
、
紙
、
綿
、
木
、
不
燃
物
 

温
度
：
8
5
0
～
1
,
0
0
0
℃
（
一
次
燃
焼
）
、
1
,
0
5
0
～

1
,
1
0
0
℃
（
二
次
燃
焼
）
 

処
理
量
：
5
0
 
k
g
/
h
 

・
フ
ラ
ン
ス
（
メ
ロ
ッ
ク
ス
）

2
2
-
1
)
 

対
象
：
M
O
X
燃
料
プ
ラ
ン
ト
の
α
廃
棄
物
（
P
V
C
、
ネ
オ
プ
レ
ン
）
 

温
度
：
8
0
0
～
1
,
0
0
0
℃
（
一
次
・
二
次
燃
焼
）
 

処
理
量
：
2
0
 
k
g
/
h
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別
表

2
2
-
1
 
焼
却
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

抑
制
空
気
燃
焼
方
式
 

横
型
多
段
室
炉
（
シ
ル
バ
炉
）

2
2
-
1
)
 

横
型
多
段
室
炉
（
セ
ン
ト
ラ
コ
炉
）

2
2
-
5
)
 

概
要
図
 

 

説
明
 

二
次

燃
焼

バ
ー

ナ
よ

り
後

段
に

は
炉

室
が

多
数

配
置

さ
れ

て
お

り
、

ガ
ス

の
滞

留
時
間
を
確
保
し
て
未
燃
ガ
ス
を
完
全
燃
焼
さ
せ
る
方
式
で
あ
る
。
 

二
次

燃
焼

炉
の

炉
室

の
配

置
が

異
な

る
他

は
、

基
本

的
な

構
造

は
シ

ル
バ

炉
と

同
様
で
あ
る
。
 

実
績
 

・
ベ
ル
ギ
ー
（
シ
ル
バ
処
理
施
設
）

2
2
-
1
,
5
)
 

対
象
：
固
体
、
液
体
、
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
（
P
V
C
含
有
率
；
平
均

3
％
）
 

温
度
：
9
0
0
～
9
5
0
℃
（
一
次
燃
焼
）
、
1
,
0
5
0
℃
（
二
次
燃
焼
）
 

処
理
量
：
固
体

8
0
～
1
0
0
 
k
g
/
h
、
液
体

5
0
 
k
g
/
h
 

・
フ
ラ
ン
ス
（
セ
ン
ト
ラ
コ
廃
棄
物
処
理
施
設
）

2
2
-
1
,
5
)
 

対
象
：
発
電
所
可
燃
物
（
塩
化
物
含
有
率
<
5
%
、
硫
黄
含
有
率
<
1
1
%
）
 

温
度
：
9
0
0
～
9
5
0
℃
（
一
次
燃
焼
）
、
1
,
0
5
0
℃
（
二
次
燃
焼
）
 

処
理
量
：
固
体

6
2
0
 
k
g
/
h
、
液
体

3
0
0
 
k
g
/
h
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別
表

2
2
-
2
 
国
内
外
の
焼
却
炉
導
入
実
績

2
2
-
4
,
5
,
6
,
7
)
 

国
名
 

サ
イ
ト
 

炉
形
式
 

対
象

物
 

処
理
能
力
 

イ
ン
ド
 

バ
ー
バ
原
子
力
研
究
所
 

－
 

－
 

5
0 
kg
/h
 

フ
ラ
ン
ス
 

カ
ダ
ラ
ッ
シ
ュ
 

竪
型

2
室
炉
 

－
 

3
0 
kg
/h
 

フ
ォ
ン
ト
ネ
・
オ
・
ロ
ー
ズ
 

2
段
炉
 

動
物
屍
体
 

5
0
 
k
g
/
h
 

マ
ル
ク
ー
ル
 

2
段
炉
 

－
 

8
0 
kg
/h
 

イ
タ
リ
ア
 

カ
サ
ッ
チ
ア
 

竪
型

2
室
炉
 

－
 

2
0 
kg
/h
 

日
本
 

J
A
E
A
（
東
海
 
再
処
理
）
 

－
 

－
 

4
00
 k
g/
d 

2
0 
kg
/d
 

J
A
E
A
（
東
海
 
高
減
容
）
 

抑
制
空
気
固
定
床
炉
 

P
V
C
、
ゴ
ム
、
セ
ル
ロ
ー
ス
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
 

1
3
0
 
k
g
/
h
 

オ
ラ
ン
ダ
 

コ
ブ
ラ
 

－
 

液
体
廃

棄
物
 

動
物

屍
体
 

6
0 
kg
/h
 S
ol
i
d 

4
0 
L/
h 
Li
qu
i
d 

ロ
シ
ア
 

ラ
ド
ン
 

－
 

－
 

1
00
 k
g/
h 
So
l
id
 

2
0 
L/
h 
Li
qu
i
d 

ス
ロ
バ
キ
ア
 

ボ
フ
ニ
チ
ェ
原
子
力
発
電
所
 

－
 

－
 

5
0 
kg
/h
 S
ol
i
d 

1
0 
kg
/h
 L
iq
u
id
 

ス
ペ
イ
ン
 

エ
ル
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
処
分
場
 

－
 

－
 

5
0 
kg
/h
 S
ol
i
d 

5
0 
kg
/h
 L
iq
u
id
 

英
国
 

ヒ
ン
ク
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
 

横
型
過
剰
空
気
炉
 

－
 

7
0 
kg
/h
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別
表

2
2
-
2
 
国
内
外
の
焼
却
炉
導
入
実
績

2
2
-
4
,
5
,
6
,
7
)
（

続
き
）
 

国
名
 

サ
イ
ト
 

炉
形
式
 

対
象
物
 

処
理
能
力
 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
 

ザ
ポ
リ
ー
ジ
ャ
原
子
力
発
電
所
 

－
 

－
 

4
0 
kg
/h
 S
ol
i
d 

2
0 
kg
/h
 L
iq
u
id
 

米
国
 

ロ
ッ
キ
ー
フ
ラ
ッ
ツ
 

揺
動
炉
 

－
 

1
00
 k
g/
h 

サ
バ
ン
ナ
リ
バ
ー
 

－
 

P
u
r
e
x
廃
溶
媒
、
低
レ
ベ
ル
混
合
廃
棄
物
 

4
00
 k
g/
h 
So
l
id
 

4
50
 k
g/
h 
Li
q
ui
d 

オ
ー
ク
リ
ッ

ジ
 

－
 

－
 

約
4
0
0
 
k
g
/
h
 
×
2
基
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理
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調
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査
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書
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棄
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概
要
と
減
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安
定
化
処
理
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転
実
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.
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r
ea
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en
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I
nt
er
me
di
at
e 
Le
v
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 S
ol
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 R
a
di
oa
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W
as
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Te
ch
n
ic
al

 

R
ep
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 S

er
i
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 N
o.
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19
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. 

2
2-
4)
 
I
AE
A,

 T
re

at
m
en

t 
of

 L
ow
-
 a

nd
 I
nt
er
m
ed
ia
te
-L
ev
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 P
ro
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g
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Ra
di
oa
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ti
ve
 W
as
te
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 I
AE
A-
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CD
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C-
15
27
, 
20
0
6.
 

2
2
-
6
)
 
山
内
孝
道
ほ
か
,
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再
処
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施
設
の
安
全
性
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認
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す
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報
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書
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務
報
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）
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J
N
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N
8
4
4
0
 
9
9
-
0
0
2
,
 
1
9
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3
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p.
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ra
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of
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ce
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m
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Re
du
ct
io
n
 F
ac
il
it
ie
s
 f
or
 L
L
W 
a
t 
JA
EA
, 
J
.N
uc
.
Sc
i.
Te
ch
.,
 V
o
l.
44
, 
N
o.
3
,
 

2
00
7,

 p
p.

44
1
-4

47
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技
術

N
o
.
 

2
3 

ガ
ス
化
処
理

前 処 理

 

処
理
時
に
問
題
と
な
る
物
（
ス
プ
レ
ー
缶
や
水
分
を
多
く
含
有
す
る
も
の
）

は
予
め
取
り
除
い
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
 

プ
ロ
セ
ス
概
要
 

空
気

を
遮

断
し

た
状

態
で

廃
棄

物
を

加
熱

し
、

ガ
ス

化
・

減
容

す
る

手

法
で
あ
る
。
 

適
用
廃
棄
物
 

難
燃
性
雑
固
体
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
塩
ビ
、
ゴ
ム
類
等
）
 

プ
ロ
セ
ス
フ
ロ
ー
 

ま
た
は
 

機
器
概
要
図

23
-
1
,
2
)

処 理 能 力 及 び 処 理 物 特 性

 

①
処
理
条
件

温
度
：
5
0
0
～
6
0
0
℃

2
3
-
2
)
 

空
気
比
：
0
.
5
程
度

2
3
-
1
)
 

②
処
理
能
力

各
方
式
に
よ
っ
て
異
な
る
。
 

詳
細
は
別
表

2
3
-
1
参
照
 

③
処
理
物
の
性
状

無
機
物
（
ピ
ッ
チ
、
タ
ー
ル
等
）
 

ガ
ス

化
処

理
方

式
は

、
加

熱
す

る
こ

と
に

よ
り

廃
棄

物
を

ガ
ス

化
・

分

解
す

る
手

法
で

あ
る

。
固

体
廃

棄
物

を
処

理
す

る
熱

分
解

方
式

と
し

て

独
立

3
室
炉
（
V
a
l
d
u
c
炉
）
、
熱
分
解
ガ
ス
化
焼
却
炉
な
ど
が
あ
る

2
3
-
1
)
。

上
図
は
独
立

3
室
炉
の
概
要
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
方
式
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
別
表

2
3
-
1
参
照
。
 

適 用 性 評 価

 

①
技
術
成
熟
度
（
実
績
等
）

国
内
外
で
実
績
多
数
 

詳
細
は
別
表

2
3
-
1
参
照
 

②
操
作
安
全
性

可
燃
性
ガ
ス
が
滞
留
し
や
す
い
た
め
、
爆
燃
対
策
が
必
要
と
な
る
。
 

③
保
守
性

加
熱
す
る
た
め
燃
料
費
な
ど
が
か
か
り
処
理
コ
ス
ト
が
高
い
。
 

耐
火
物
な
ど
設
備
の
建
設
・
維
持
に
か
か
る
コ
ス
ト
が
高
い
。
 

特
記
事
項
 

技
術
固
有
の
課
題
：
固
化
体
作
製
時
の

C
s
な
ど
の
核
種
の
移
行
率
評
価
、

処
理
条
件
で
の

N
a
C
l
挙
動
の
確
認
（
残
存
す
る
海
水
成
分
の
プ
ロ
セ
ス

に
及
ぼ
す
影
響
の
確
認
が
必
要
）
 

④
二
次
廃
棄
物
発
生
量

処
理
設
備
の
耐
火
物
な
ど
難
処
理
の
二
次
廃
棄
物
が
発
生
 

⑤
事
故
廃
棄
物
特
有
事
項
（
有
害
物
、
有
機
物
等
）
に
対
す
る
適
用
性

加
熱
処
理
の
た
め
、
有
機
物
等
は
分
解
で
き
る
。
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別
表

2
3
-
1
 
ガ
ス
化
方
式
 

名
称
 

熱
分
解
方
式
 

独
立

3
室
炉
（
V
a
l
d
u
c
炉
）

2
3
-
1
,
2
)
 

熱
分
解
ガ
ス
化
焼
却
炉

2
3
-
1
)
 

概
要
図
 

2
3
-
1)
を

参
考

に
作

成
 

説
明
 

廃
棄
物
を
ガ
ス
化
す
る
炉
、
未
燃
ガ
ス
を
完
全
燃
焼
さ
せ
る
炉
及
び
残
渣
に
未
燃

成
分
を
燃
焼
さ
せ
る
炉
の
独
立
し
た

3
炉
を
用
い
る
手
法
で
あ
る
。
 

空
気

を
遮

断
し

た
熱

分
解

室
で

廃
棄

物
を

熱
分

解
し

、
発

生
し

た
ガ

ス
を

過
剰

空

気
条
件
で
完
全
燃
焼
さ
せ
る
方
式
で
あ
る
。
 

実
績
 

・
フ
ラ
ン
ス
（
ヴ
ァ
ル
ド
ッ
ク
）

2
3
-
1
)
 

対
象
：
α
廃
棄
物
（
P
V
C
、
ゴ
ム
類
、
セ
ル
ロ
ー
ス
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
）
 

温
度
：
5
5
0
℃
（
窒
素
雰
囲
気
で
熱
分
解
）
、
9
0
0
～

1
,
0
0
0
℃
（
二
次
燃
焼
）
 

処
理
量
：
7
 
k
g
/
h
 

・
カ
ナ
ダ
（
ブ
ル
ー
ス
原
子
力
発
電
所
、
チ
ョ
ー
ク
リ
バ
ー
）

2
3
-
3
)
 

処
理
量
：
2
,
2
7
0
 
k
g
/
b
a
t
c
h
（
ブ
ル
ー
ス
原
子
力
発
電
所
）
 

 
 
 
 
1
,1
3
5 
kg
/b
at
ch
（
チ
ョ
ー
ク
リ
バ
ー
）
 

・
ド
イ
ツ
（
ユ
ー
リ
ッ
ヒ
研
究
所
）

2
3
-
3
)
 

処
理
量
：
1
0
0
 
k
g
/
h
 

・
日
本
（
J
A
E
A
 
ふ
げ
ん
）

2
3
-
1
)
 

酸
素
濃
度
約

1
0
%
の
雰
囲
気
で
熱
分
解
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別
表

2
3
-
1
 
ガ
ス
化
方
式
（
続
き
）
 

名
称
 

熱
分
解
方
式
 

2
室
炉

2
3
-
4
)
 

ス
ラ

グ
焼

却
炉

2
3
-
4
)
 

概
要
図
 

 
 

説
明
 

一
次
燃
焼
炉
で
は
抑
制
空
気
条

件
で
廃
棄
物
の
燃
焼
を
行
い
、
発
生
し
た
ガ

ス
を
二
次
燃
焼
炉
で
完
全
燃
焼

さ
せ
る
方
式
で
あ
る
。
 

炉
上
部
か
ら
廃
棄
物
を
投
入
し
、
1
5
0
℃
程
度
で
熱
分
解
さ
せ
る
。
発
生
し
た

ガ
ス

は
二

次
燃

焼
炉

で
完

全
燃

焼
さ

せ
、

炉
底

へ
落

下
し

た
固

形
分

は
プ

ラ

ズ
マ
バ
ー
ナ
に
よ

っ
て

ス
ラ

グ
化

さ
れ

る
。

 

実
績
 

・
英
国
（
ウ
ィ
ン
ズ
ケ
ー
ル
）

2
3
-
3
)
 

対
象
：
P
u
含
有
廃
棄
物
 

処
理
量
：
5
 
k
g
/
h
 

・
ベ
ル
ギ
ー
（
モ

ル
）

2
3
-
3
,
4
)
 

処
理
量
：
1
0
0
 
k
g
/
h
 

・
日
本
（
実
証
規

模
）

2
3
-
4
)
 

処
理
量
：
1
2
0
 
k
g
/
h
 

・
ロ
シ
ア
（
ザ
ゴ
ル

ス
ク

）
2
3
-
4
)
 

温
度
：
約

1
5
0
℃
（
熱
分
解
）
、
1
,
4
5
0
℃
（
プ
ラ
ズ
マ
バ
ー
ナ
）
 

処
理
量
：
6
0
 
k
g
/
h
（
パ
イ
ロ
ッ
ト

プ
ラ
ン
ト
）
、
2
0
0
 
k
g
/
h
（
計
画
）
 

装
置
規
模
：
3
 
m
（
炉
高
）
、
0
.1
2 
m
2 （

炉
断

面
積

）
 

処
理
物
組
成
：
金
属

20
%
、
石
材

1
5
%
、
ス
ラ
グ

2
0
～
3
0
%
、
密
度

1
.
4
～
1
.
7
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報
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J
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AE
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 A
pp

li
c
at

io
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h
er

ma
l 
Te
ch
n
ol
og
ie
s 
fo
r
 P
ro
ce
ss
in
g
 o
f 
Ra
di
oa
c
ti
ve
 W
as
te
,
 I
AE
A-
TE
CD
O
C-
15
27
, 
20
0
6.
 

2
3-
3)
 
I
AE
A,

 T
re

at
m
en

t 
of

 L
ow
-
 a

nd
 I
nt
er
m
ed
ia
te
-L
ev
e
l 
So
li
d 
Ra
d
io
ac
ti
ve
 W
a
st
es
, 
Te
ch
n
ic
al
 R
ep
or
t
s 
Se
ri
es
 N
o
.2
23
, 
19
83
. 

2
3-
4)
 
I
AE
A,

 S
ta

tu
s
 o
f 
T
ec

hn
ol

og
y 
fo
r 
V
ol
um
e 
Re
du
ct
i
on
 a
nd
 T
r
ea
tm
en
t 
of
 L
o
w 
an
d 
I
nt
er
me
di
at
e 
Le
v
el
 S
ol
id
 R
a
di
oa
ct
iv
e 
W
as
te
, 
Te
ch
n
ic
al

 

R
ep
or

ts
 S

er
i
es

 N
o.

36
0,
 
19

94
. 

 

JAEA-Review 2017-015

- 173 -



This is a blank page. 



国際単位系（SI）

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60 s
時 h 1 h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10 800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648 000) rad

ヘクタール ha 1 ha=1 hm2=104m2

リットル L，l 1 L=1 l=1 dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1 t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1 eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1 Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1 u=1 Da
天 文 単 位 ua 1 ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1 メートル系カラット = 0.2 g = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1 cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー），4.184J （｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや
　コヒーレントではない。
(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

　実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明
　示されない。
(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

　 単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度

　　（substance concentration）ともよばれる。
（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
 　　を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

秒ルカスパ度粘 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 s A
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 s A
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量
SI 組立単位

名称 記号

面 積 平方メートル m2

体 積 立方メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 組立単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ（ｄ） Hz s-1

ントーュニ力 N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧 ） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

バーエウ束磁 Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能（ ｆ ） ベクレル（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量,
方向性線量当量, 個人線量当量

シーベルト（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100 kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg １mmHg≈133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)  =10-28m22

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ

デ シ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 =104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ エ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド（ ａ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（a）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「　　 」

　　 は対応関係を示すものである。

（第8版，2006年）
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国際単位系（SI）

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60 s
時 h 1 h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10 800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648 000) rad

ヘクタール ha 1 ha=1 hm2=104m2

リットル L，l 1 L=1 l=1 dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1 t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1 eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1 Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1 u=1 Da
天 文 単 位 ua 1 ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1 メートル系カラット = 0.2 g = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1 cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー），4.184J （｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや
　コヒーレントではない。
(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

　実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明
　示されない。
(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

　 単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度

　　（substance concentration）ともよばれる。
（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
 　　を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

秒ルカスパ度粘 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 s A
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 s A
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量
SI 組立単位

名称 記号

面 積 平方メートル m2

体 積 立方メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 組立単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ（ｄ） Hz s-1

ントーュニ力 N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧 ） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

バーエウ束磁 Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能（ ｆ ） ベクレル（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量,
方向性線量当量, 個人線量当量

シーベルト（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100 kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg １mmHg≈133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)  =10-28m22

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ

デ シ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 =104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ エ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド（ ａ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（a）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「　　 」

　　 は対応関係を示すものである。
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